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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき



巻末特別付録

立華の優しいＩＴ説教部屋







　空気が埃ほこりの匂においを含んでいる。

　四畳間ほどのスペースは陰いん鬱うつな気配けはいに満ちていた。天てん井じようの蛍光灯は炭でも入れたように汚れ黒ずんでいる。斑まだらな光に浮かび上がるのは錆さびた傘入れ、年代物の長机、それに傷だらけのロッカー。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　なんだ、一体なんだここは。

　背後の扉は知らぬ間に閉ざされていた。作業着姿の男性が暗い眼まな差ざしでこちらをうかがっている。空気が重い。陰性の雰囲気がねっとりと肌に絡みついてくるようだった。

　ぎゅっと袖そでをつかまれる。

　振り向くとスーツ姿の少女──室むろ見み立りつ華かが肩を縮ちぢこまらせていた。

　秀しゆう麗れいな顔にいつもの勝ち気さはない。長い睫まつ毛げが震ふるえている。彼女は桜さくら色いろの唇を結びひどく不安げな表情になっていた。

　思わず少女の手をつかむ。大丈夫です、大丈夫ですよ室見さん。何も心配ないです、僕がついてますから。

　力強く告げようとするも、だが言葉は出てこない。周囲の雰囲気に吞のまれているのか。なすすべなく立ち尽くす工兵の背に男が低い声をかけてきた。

「鞄かばんは口を開けて、机の上に置いてください。あとポケットの中の私物を全部出して」

「全部？」

　びっくりして訊たずね返す。男は陰気にうなずき返した。

「全部です、財布も家の鍵かぎも」

　………。

　理不尽極まりない要求。しかし今の自分達に選択の余地はない。無言で鞄かばんを開け中身を取り出す。傍かたわらで室むろ見みがスカートのポケットを探っていた。カラフルな財布とキーホルダー、ドライバーが机の上にばらまかれる。続けて名刺入れ、社員証、ボールペン。彼女は携帯だけ手元に残し引き下がろうとしたが。

「あ、携帯も置いていってください」

「え？」

　室見が目を瞬またたく。吊つり気味の眼まなこが驚おどろきに見開かれていた。

「え、……でもいつ会社から連絡が入るか分からないし」

「置いていってください」

　有無を言わさぬ口く調ちようだった。室見は救いを求めるように工こう兵へいを見た。が、ほどなく逆らっても無む駄だと気づいたのだろう、下唇を嚙かみ指示に従う。

　男は無ぶ遠えん慮りよに彼らの鞄を覗き込んだ。舐なめ回すように内容物を確かく認にんした後、ゆるゆると歩み寄ってくる。片手に黒い棒が握られていた。先端がリング状になったルーペ型の物体。

「両手を上げて、まっすぐ立ってください」

　無言のまま挙手させられる。

　リングの先端が室見の背中につきつけられた。そのまま身体からだのラインをなぞるようにゆっくりと移動していく。上から下、下から上に、全身をあますことなく。

　室見が両の目をきつくつぶっている。まるで漆しつ黒こくの蛇が少女の肢体をねぶっているようだった。異様極まりない光景、だが人の心配をしていられる余裕はない。いずれ自分も同じ扱いを受けるはずだ。遠くない未来、そう、もう何分もしないうちに。

　なんで……こんなことに。

　今日きようもう幾度目かになる疑問を繰くり返す。

　わずか二日前まで自分達は平へい和わ裡りにスルガシステムで働いていたのだ。飛び込みの依頼や障害対応に不平を漏らしながら、それでもいつものごとく仕事を続けていた。なのになぜ。

　問いかけを続けるも答えは出ない。

　男が工兵に向き直る。棒の先端──リング状になった部分がこちらを睨ねめつけていた。

　鎌かま首くびをもたげた毒蛇のようだ。

　工兵はふっとそう思った。
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　──二日前。




　硬質な着信音がオフィスの静寂を切り裂いた。

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは反射的に受話器をつかむ。右手でメモを引き寄せボールペン準備、電でん話わ機きの液晶から現時刻を書き写した。『十一月十六日午前十時四分、桜坂受け』、同時に座席表のＥＸＣＥＬをオープン、息を吸い込みあらたまった声で応答する。

「はい、スルガシステムでございます」

　この間わずか三秒。いささかの躊ちゆう躇ちよも戸惑いもない。我ながらほれぼれするような手際のよさだった。たかが電話取りと侮あなどるなかれ、少しでもメモを探すのに手間取れば会話は容赦なく進んでいってしまう。『恐れ入ります、△△情報のＡと申しますが藤ふじ崎さきさんはいらっしゃいますか？　○○の件でうかがいたいことがあるんですが』『あ、はい……（メモを探し中）、……えー、□□の件ですか？』『いえ、○○の件です』『あ、失礼しました！　（メモ発見、書きつけながら）えー、すみません、もう一度。誰だれにお繫つなぎすればよかったでしょうか』『藤崎さんです』『藤崎……ですね、えーっと（転送先何番だっけ……）』『ご不在ですか？』『いえ、いると思うんですがちょっと……（座席表発見）あ！　はい大丈夫です。回しますね』（ＴＲＲＲＲ）ガチャッ『藤崎さんですか？　今△△情報のＡさんから電話が入っているんですけど。何か確かく認にんしたいことがあるそうで』『なんの件？』『………』『？』『………（走り書きで読めない）』

　などなど。

　入社以来一体どれほど失敗を重ねてきただろう。研究に次ぐ研究、試し行こう錯さく誤ごに次ぐ試行錯誤。気の遠くなるような鍛たん錬れんを繰くり返しようやく今の対応スピードをものにしたのだ。遠回りした分応対のスムーズさ、臨りん機き応おう変へんさにはひとかたならぬ自信がある。

　だから。

　だからこそ。

　続く相手の発言は工兵の自負を根底から揺るがした。




『俺おれだよ俺、カナヤマ』




　フランクな男性の声こわ音ねだった。

　………。

　一いつ瞬しゆん、脳裏に無数の疑問符が飛び交った。

　誰……？　カナヤマ？　てか何、オレオレ詐さ欺ぎ？　社名は……言わなかったよな。知り合い？　いや、でもこんな名前の人、同僚にも取引先にもいないし。ひょっとしてプライベートの関係者？

　友人、親しん戚せき、ゼミ仲間。一通り交友関係を思い起こした末、工兵は結けつ論ろんづけた。

　知らん、誰だれですかあなた。

　数秒沈ちん黙もくして意い識しきを立て直す。受話器を握りしめ答えた。

「カナヤマ様……はい、お世話になってます」

『あー、えー？　何その他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方、つれないねぇ。俺おれとおまえの仲だろ？』

「………」

『いつもみたいに「お、カナヤマきゅーん」って親しみをこめて呼んでよ』

　決定、間違い電話だ。いや悪いた戯ずら電話か？　とにかくまともに対応するような内容じゃない。てか「きゅーん」って、刈かり谷や勇いさむかよ。……いやなんとなく喋しやべり口く調ちようも似てるけど。

「失礼ですが、どちらにおかけでしょう？　こちら株式会社スルガシステムのシステムエンジニアリング部ですが」

『んー？　分かってるよ。何を今更……って、……あれれ？』

　電話向こうの空気が動揺した。数秒おき低い声で確認される。

『ひょっとして……藤ふじ崎さきじゃない？』

「……はい」

　気まずい静寂が訪れる。風の流れがノイズと化し耳元を吹き抜けていった。一体どうリカバーするつもりなのか、固かた唾ずを吞のみうかがっていると相手は小さく咳せき払ばらいした。

『お世話になってます、私エヌビーエルのカナヤマと申しますが藤崎様はいらっしゃいますか』

　やり直しやがった！

　何事もないようにリスタートしたよ、この人！

　相手の胆力に舌を巻きながら振り返る。パーティション向こう、二列後ろの席に藤崎は……いた。

「はい、今転送しますね」

　転送ボタンをプッシュ、藤崎の内ない線せん番号を入力する。鳴なり響ひびく呼び出し音にかぶせて工こう兵へいは声を大きくした。

「藤崎さん、お電話です。エヌビーエルのカナヤマさんって方から」

「え？　カナヤマ？」

　藤崎が目をぱちくりさせた。一拍おき眉まゆ根ねに深い皺しわが刻まれる。あからさまに渋い表情。少なくとも相手を「きゅーん」と呼びそうな感じは微み塵じんもしない。眼鏡めがねの部門長は喉のどの奥から唸うなるような声を上げた。

「あー……いるって言っちゃった？」

「はい。え、まずかったですか？」

「いや……うん、いいよ、出る」

　物もの憂うげな表情で受話器を取る。そのまま気のない様よう子すを隠そうともせず「藤崎です」と名乗った。

　……やばい、ひょっとしてやらかしたか？

　普段ふだんなら転送前に一度可否を訊たずねる。回してよい相手か確かく認にんし、場合によっては不在と答えたりもする。業務外のセールスや勧誘を避けるためだが……最初の対応で出鼻をくじかれたため考えなしに回してしまった。

　ちらと藤ふじ崎さきの様よう子すをうかがう。もともと薄はつ幸こうそうな顔つきの上司は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような様子になっていた。……ううむ、やっぱりまずかったらしい。

「どうしたの工こう兵へい君？　渋い顔して」

　振り向くと黒髪白はく皙せきの女性が立っていた。エプロン姿のアシスタント、カモメだ。郵便物を取ってきたのか胸元に封筒を抱えている。

　工兵は頭を搔かいた。目だけで藤崎を指し示す。

「いや……ちょっとまずい電話転送しちゃったみたいで」

「まずい電話？」

「なんかすごい馴なれ馴なれしい口く調ちようで、呼び方も俺おれとかおまえとか、仕事関係の人じゃない感じで」

　不安げな工兵に、だがカモメは「ああ」とうなずいた。

「金かな山やまさんでしょ？」

「そうそうカナヤマ……って、え？」

　ぱちりと目をしばたたく。

「知ってるんですか？」

　カモメはうなずいた。

「最近ご無ぶ沙さ汰ただったけど昔はよく電話かかってきたよ。あたしや立りつ華かちゃんにも『うぃーっす！』とか挨あい拶さつしてきて。うん、ざっくばらんな人だよねぇ、あの方」

　ざっくばらん……ねぇ。

「そう言うと聞こえはいいですけど、……なんかすごく変な感じでしたよ、僕と話してる時」

「変？」

「ええ」

　工兵は金山とのやりとりを説明した。最初の不ふ審しん極まりない一声、続く軽けい薄はくな物言い、相手が誰だれだか確認さえせず喋しやべり続ける強引さ。

　カモメは小首を傾かしげた。

「んー？　おかしいな。いくら金山さんでも初対面の人にそんな態度取らないと思うけど。……工兵君、なんか変なことしたんじゃない？」

「何もしてませんよ！　電話応対程度で何ができるっていうんですか!?」

「最近生はえ際ぎわが後退してますねと言ったとか」

　知らねぇよ！　後退してるの!?

　カモメは顎あごに手をあて考え込んでいたが、ややあって「ああ……そっか」とつぶやいた。

「工こう兵へい君が入社するまでＳＥ部内勤の男性って藤ふじ崎さきさんだけだったから、それで間違われたんじゃない？　今まで電話に出てたの基本あたしか立りつ華かちゃんだったし」

「……ああ」

　なるほど、男声というだけで勘違いされてしまったのか。であればまぁ最後の豹ひよう変へんぶりも納得いく。自分だって実家の電話で男性が出たら１０００％父親と思うだろう。別人だったらそれこそ腰を抜かす。

「ちなみにどんな立場の方なんですか？　ひょっとしてスルガうちの関係者とか？」

　ＯＢか社長の知り合いか、気安げな口く調ちようからそう推測したのだが。

　カモメは「ううん」と首を振った。

「金かな山やまさんはね、藤崎さんがもといた会社の同僚」

「もといた……会社？」

　工兵は目をしばたたいた。一いつ瞬しゆんおき首を傾かしげる。

「ひょっとして……エヌビーなんとかってところですか」

「うん。って、あれ？　藤崎さんから聞いてた？」

「いえ……金山さんがそう名乗ってたんで。ＩＴ系の会社ですか？」

　何気なく訊たずねるとカモメは「は？」という表情になった。眉まゆ根ねを寄せ訝いぶかしげに問いかけてくる。

「工兵君、ＮＢＬだよ。知らないの？」

「え？」

　きょとんとして見返す。えぬびーえる、えぬびーえる……？　黙もつ考こうすること数秒、唐突に工兵は気づいた。

「え、エヌビーエルって、あのＮＢＬですか!?」

　カモメはうなずいた。

　……マジかよ。

　ＮＢＬ──日に本ほんビジネスインフラ・リミテッド。国内最大手のコンピュータ企業だった。連結従業員数二十万人超、配下のグループ会社は数百社に及び全国至るところに拠点とオフィスビルを持っている。就しゆう職しよく活動の人気ランキングでは必ず上位十社に食い込んでくる超ちよう優ゆう良りよう企業。自分などエントリーシートを送ることさえ遠えん慮りよしていた。そこに藤崎さんがいた？　正社員として？

（ほぇえええ……）

　驚きよう愕がくの事実だった。いや、優秀な方だしどこか大手から引っ張ってこられたんだろうとは思っていたが、よりにもよってＮＢＬとは。見る目が変わってしまいそうだ。

　カモメが肩をすくめる。

「結構切れ者だったらしいよ。難なん度どの高いプロジェクトをいくつもこなして、一時は日につ経けいコンピュータの特集にも出てたみたい。あたしも一度国交省の入札会場でニアミスしてたっぽいし」

「だからあなたも一体何者なんですか!?　多た羅ら尾お伴ばん内ない!?」

「残念、キューティーハニーでしたー！」

「なんだってぇえ!?」

「変わるわよ？」

「変わってることは確たしかですね！」

　カモメが首を捻ひねった。やや真顔になり面おもてを寄せてくる。

「……ていうか多羅尾伴内はちょっと古くない？　あれでしょ、七つの顔の男」

「ええ。……まぁ昔、父親に見せられまして」

　ある時は○○、またある時は××、しかしてその実体は！　という奴やつだ。自分でネタ振りして通じると思っていなかった。いくつだよこのお姉ねえさん。室むろ見みさんほどじゃないにせよ相当年ねん齢れい不ふ詳しようだよなぁカモメさんも。

　こほんと咳せき払ばらい、会話を続けようとした瞬しゆん間かん。

「え？　いや、それはきついよ」

　パーティション向こうで声が上がった。振り向くと藤ふじ崎さきが口元を歪ゆがめている。受話器を握りしめ渋い表情になっていた。

　彼はオフィスチェアに身体からだを沈めた。

「無理だよ無理、さすがに。いきなり言われても……こっちだって計画があるんだし。……え？　知らないよそんなの」

　珍しく固い、突き放すような口く調ちようだった。

　カモメが首をすぼめる。「怖い怖い」とつぶやきつつ自席に戻っていく。工こう兵へいはこっそり藤崎の様よう子すをうかがった。相手が食い下がっているのだろう。何か言われる度たび「いや」「無理」とかぶりを振っている。

「……うん、……うん、申し訳ない。……そうだね、他ほかをあたってみて。じゃあ」

　やや乱らん暴ぼうに言って受話器を置く。そのまま疲れ切った様子で長息した。

　工こう兵へいは席を立った。慌てて藤崎のパーティションに赴おもむき一礼する。

「あの……すみません、藤崎さん。勝手に電話回しちゃって」

「ん？　……ああ、いや」

　藤崎は夢から覚めたように瞬まばたきした。苦笑しつつ片手を振る。

「いいんだよ。直接話した方がはっきり断れるし、下へ手たに居留守使うと繫つながるまでかかってくるから」

　断り……、工兵は首を傾かしげた。

「仕事の相そう談だんか何かだったんですか？」

「うん、常じよう駐ちゆう要員を出せって話でね」

　藤ふじ崎さきは肩をすくめた。

「構築プロジェクトの一つでネットワーク要員が足りてないみたいで先方オフィスに二名入れられないか打診してきたんだよ。うちから二人ふたりも出したら部門がなくなっちゃうでしょ？　だから無理って断ったんだけど……しつこくてさ」

「ははぁ」

　相づちを打ちながら、だがいまいちよく理解できてない。

　先方オフィスに人を入れる？　構築プロジェクトの一いつ環かんで？　なんだそれ。どういう依頼だ。

　藤崎は「あぁ」と呻うめいた。バツ悪げに頭を搔かく。

「ごめんごめん、いきなり常駐とか言ってもよく分からないか。えーっとね、派遣とか契約社員って単語は知ってるんだっけ？」

「ええ……まぁ普通に意味くらいは」

　正社員でなく期間限定で働く労働者のことだろう。いわゆる外人部隊、期限つきのヘルプメンバーというやつだ。パートやバイトと何が違うのかは未いまだによく理解していないけど。

　藤崎はうなずいた。

「あれをね、うちの会社に業務として依頼してきた感じ」

「へ？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

「僕らに人材派遣しろっていうんですか？」

「正せい確かくにいうと請うけ負おい業務かな。ＳＥＳ（システム・エンジニアリング・サービス）とも言うけど、実態は契約社員みたいなもんだね。先方オフィスで先方の人間としてエンドユーザーに接する」

「い、いいんですか？　そんなことして」

　昔室むろ見みに教えられたがスルガシステムは人材派遣業の免許を持っていない。偽装請負……だっけか？　そういう不ふ穏おん当とうな単語に引っかからないのかと思ったが。

「まぁ限りなくブラックに近いグレーって感じだね。たとえば普通のシステム開発として受注するんだけど案件資料が持ち出せないから結局客先で作業するとか。ＳＥ部う　　ちも何回かやったことあるよ？　契約上は自社開発だから問題ないでしょ、って感じで」

「作業場所がたまたまお客さんのオフィスだった、……ってことですか？　なんか無茶苦茶むちやくちや詭き弁べんっぽいんですけど」

「まさしく」藤崎は微笑した。

「屁へ理り屈くつだね。ただベンダー側も提案活動を効率化するために確信犯で人を出したりするから。どっちもどっちかな。ほら、客先にいれば案件情報を早めにキャッチできるし予算感も把握しやすいでしょ？」

「………」

　ダーティーすぎる……片や人買い、片や買われた振りして顧こ客きやくの内部情報を横流しとか。怖いよう、大人おとなの世界は真っ黒だよぅ。

　藤ふじ崎さきは指先でこめかみを叩たたきメモを覗のぞき込んだ。

「まぁ今回は完全にＮＢＬ都合、オペレーション環かん境きようが先方にしかないって話だからうちの思惑を入れ込む余地はゼロだけどね。にしてもエンジニア二名の稼か働どうを１００％、とか。よくもまぁ臆おく面めんなく言ってくるもんだ、出せるはずないってのに」

「１００％」

「二に人にん月げつ丸々稼働を買いたいってことさ。プロジェクト期間中は他案件に携わらずＮＢＬの仕事だけをしろっていう」

　!?

　売られる！　売られちゃう！

　震ふるえ上がる工こう兵へいに、だが藤崎はひらひらと手を振ってみせた。

「だから断ったって。桜さくら坂ざか君達がいなくなったら僕も困るんだから。大事な戦力を外に出したりはしないよ。安心して」

「藤崎さん……」

　なんと力強い言葉だろう。無茶むちやな案件から部下を守る、まさに上司の鑑かがみではないか。キャー藤崎さん格好いい、素敵すてきー！

　藤崎が莞かん爾じと笑う。

「代わりに、ちょっと頼みたい仕事があるんだけど」

「ノォォォォオオオ！」

　全力で飛とび退すさり両手を交差した。

　バリアー、バリアー！

　鼻息荒く身構える。藤崎は肩をすくめた。

「冗じよう談だんだよ、今週は比較的落ち着いてるから桜坂君の手を借りる予定はないよ。ていうかそっちはそっちでやること溜たまってるんじゃない？　室むろ見みさんの宿題とか、今週中に終わらせないと百年殺しの刑って彼女言ってたけど」

「……う」

　言われてみれば確たしかに。過去資料の整せい理りや検証環境の片づけなど大分タスクが溜まってきている。先週まで業なり平ひらのクロージングに忙殺されていたからだが──そろそろいつ雷が落ちてきてもおかしくなかった。

「仰おつしやる通りです、至急自席に戻ります。戻って馬車馬のように働きます」

　畏かしこまる工こう兵へいに藤ふじ崎さきは小さくうなずいた。

「うん。室むろ見みさんは今日きよう客先直行？　戻りは夕方になるんだっけか」

「ええ」

　確たしか日に本ほん橋ばしの堀ほり留どめ証しよう券けんに行っているはずだ。馴な染じみの担当者からＷＡＦ（ウェブアプリケーションファイアウォール）？　の引き合いを受けているらしい。スケジューラだと四時戻りになっているが。

　……タイムリミットまであと六時間ってことか。

　ぶるりと身を震ふるわせ立ち去りかけた瞬しゆん間かん。

「あ、そうだ桜さくら坂ざか君」

　背後から声をかけられた。藤ふじ崎さきが席から立ち上がっている。

「一個だけ。さっきの電話──金かな山やまから連絡があったこと、社長には絶対漏らさないでね」

「社長に……ですか？」

　別に言われなくても話すつもりはないが。念押しの意図が分からず立ちつくしていると藤崎は言葉を続けた。

「金山のことは社長も知ってるんだよ。下へ手たに連絡取られて相そう談だんされると困るからさ。この件は絶対オフレコ、なかったことで」

　……なるほど。

　言われてみれば二人ふたりとも適当な感じだし、話した瞬間意気投合しそうだ。電話が繫つながるなり化学反応でブラック案件が生まれかねない。

　得とく心しんしかけてふっと気づく。

「あの……三人とも知り合いってことは、その……前ぜん職しよくからの関係なんですか？　藤崎さんがＮＢＬにいた時の」

「え？」

　藤崎が目を瞬またたく。「なんでそれを」と言わんばかりの表情だった。工こう兵へいは慌てて補足した。

「いえ、さっきカモメさんからそう聞いたんで……」

「ああ」

　藤崎の口元が苦笑の形に変わる。

「うん、もともと僕と金山は同じチームでね、取引先の一つが社長だったんだ。丁度……四年くらい前かな、社長がこの会社作るからってヘッドハントしかけてきて、それで僕だけ誘いに乗った感じ」

「金山さんは断った？」

「そうだね」

　まぁどう考えてもそれが正解だろう。天下のＮＢＬと場末の弱小ＳＩｅｒ、比べることさえおこがましい。妻子ある大人おとなが検討する話ではなかった。

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

「というか藤ふじ崎さきさんはなんで社長のオファー受けたんですか？　ＮＢＬといえば頭に超々がつく優ゆう良りよう企業でしょう。就活生的には憧あこがれの的っていうか、辞めろと言われても辞めたくないっていうか。……あ、分かった！　なんかまた詐さ欺ぎっぽい勧誘されたんでしょ。うちの総務のいつものやり口で」

　藤ふじ崎さきは「はは」と頭を搔かいた。

「いやぁ普通に直球で誘われたよ。給料も下がるし責任は増えるし会社の安定度はゼロに近いけど君の力が欲しい。ついてきてくれないかって」

「なんで……」

　そんな無茶むちやな誘いに乗ったのか。わけが分からない。沈ちん黙もくする工こう兵へいの前で藤崎は「うーん」と唸うなった。

「そうだな。……桜さくら坂ざか君、室むろ見みさんからＪＴ＆Ｗの内情聞いたことあるんだよね。どう思った？」

「どうって」

　ＪＴ＆Ｗ──国内最大手の通信企業、一時期室見が派遣社員として勤めていたところだ。

　記き憶おくを探り彼女の悪あく罵ばを思い出す。

「なんというか……ひどい会社ですよね。派遣社員だけでプロジェクトチーム作ったり下した請うけの売り上げをピンハネしたり、挙げ句に選民意い識しきバリバリで子会社や取引先のエンジニアを扱こき使つかったりとか。本当ろくでもない、最低最悪の企業ですよ」

「最悪の……企業か」

　藤崎は顎あごをもたげた。一いつ瞬しゆんおき、つぶやくように言う。

「僕はあそこ、そんな悪い会社だと思わないけどなぁ」

「え……？」

　藤崎の口角が緩ゆるんだ。

「技術ってのは汎用品コモデイテイ化した瞬間価値が急落するからね。ＪＴ＆Ｗの人件費を考えると内製してもペイしない、市場競きよう争そう力りよくがないと判断してるんだろう。だったらサービス開発やコンサルティング、もっと金の取れることにリソースを傾けた方がいい。そんな風に考えてるんじゃないかな彼らは。会社経営の観かん点てんでは至極真っ当な考えだよ」

「………」

「ピンハネの話もそうだね。あの会社の規模なら単純な再販でも一定の利益は確かく保ほしないといけない。２０％か３０％か、営業処理に関かかわる人間が多いほど必要な利幅は増えていく。中間搾さく取しゆ……といえば聞こえは悪いけど、じゃあ処理する人達の人件費はどうする？　ボランティアでやらせる？　それとも赤字覚悟で案件を受け続けるかい？」

「それは──」

　いきなり大上段な視点を示され工兵は混乱した。

「じゃ、じゃあよい会社だっていうんですか？　ＪＴ＆Ｗが」

「よい悪い……というより普通の会社だね。コストを最小化し利益を最大化する。企業として当たり前の目的に突き進んでるだけだよ」

「………」

　工こう兵へいは反はん論ろんしかけて口をつぐんだ。納得いかない。だが藤ふじ崎さきの意見は理り路ろ整せい然ぜんとしており反はん駁ばくしようがなかった。しばらくたち、ややむくれた表情でうなずく。

「分かりました。ＪＴ＆Ｗは普通の会社、そういうことでいいです。……で、今の話と藤崎さんの転てん職しよくがどう絡むんですか？　ＮＢＬの内情はＪＴ＆Ｗどころじゃない、もっとひどいところだったって言うんですか？」

「いや、……いや、そういう単純な比較をするつもりはなくてね」

　藤崎は慌てて手を振った。苦笑気味に頰ほおの肉を歪ゆがめる。

「ただ……なんというかなぁ。僕はね、あの会社にいた十二年間、一度として上の方向性を理解できたことがなかったんだ。技術の追求でもなく、ＪＴ＆Ｗのように利り潤じゆん第一でもなく、一体ＮＢＬという企業は何を目指してるんだろうってね」

「？　上からの指示が曖あい昧まいだったってことですか？」

　大だい組そ織しき特有の迷走、総そう花ばな的てきな方針策定、そういうことを言っているのかと思ったが。

「いや、指示は明めい確かくだったよ。嫌いやというほどにね」

　………？

　なんだ？　よく分からない。きょとんとしているのが伝わったのだろう、藤崎はおっとと表情をあらためた。

「ごめん、思わせぶりなこと言って。つまりまぁ水が合わなかったってことさ。なんだかんだ言って僕はこれくらい小規模な会社の方が性に合ってるんだよ」

「……はぁ」

　工兵は首を傾かしげた。どうにもすっきりしない、が無理に掘り下げる話題でもなかった。「じゃあ仕事に戻りますね」と会釈する。

「うん、室むろ見みさんの宿題、ちゃんとこなすんだよ」

　藤崎に見送られ席に戻りかける。

　だが途中でどうしても気になり立ち止まってしまった。

「あの……藤崎さん？」

「うん？」

「ＮＢＬで何かあったんですか？」

　先程の迂う遠えんな言い回し、言葉と表情の端々に滲にじむ微かすかな陰いん影えい。いつも飄ひよう々ひようとした藤崎には珍しい。およそ「らしくない」態度だった。

　藤崎は少し驚おどろいたように目を見張った。が、ややあって微苦笑する。

「別に……大したことはなかったよ。取り立てて人に言うような話はね」

「そう……なんですか？」

　うんとうなずかれる。明らかに含みのある口く調ちよう。だが待っていてもそれ以上語ってくれる様よう子すはない。であれば仕方ないか。諦あきらめて引き下がりかけた瞬しゆん間かん。

「ただ……一つ言えることがあるとすれば」

　藤ふじ崎さきの声に微妙な響ひびきがこもった。

　顔を上げる。糸のような双そう眸ぼうが中空を見つめていた。いつもと同じ温厚な雰囲気、だが工こう兵へいはぞくりとした。なんともいえない冷笑的な光がレンズの奥で瞬またたいている。

　藤崎は一瞬間をおいてから細い首を傾けた。

「ＮＢＬ……あの会社はね。魔窟だよ」




　結局、午前中それ以上のトラブルはなかった。

　順調にタスクをこなし室むろ見みに報告メールを出す。続けて検証環かん境きようの片づけに着手、ＯＳ部からの貸たい与よ品ひんを倉庫に返却していった。

　とはいえ全すべてがスムーズに進んだわけではない。何せあの室見が組んだ検証環境だ。完かん璧ぺきを期すあまり多種多様、雑多な機き器きが接続されジェンガのようになっていた。一台一台、ケーブルに手を引っかけないよう注意し機材の山を崩していく。全て片づけ終えた頃ころには気力体力ともすっかり消費し尽くしていた。

　時計とけいを確かく認にんする。時刻は十二時四十五分、そろそろ昼休みも終わりの時間だった。

　埃ほこりを払い自席に戻ってくると藤崎の姿が消えていた。座席の鞄かばんがなくなっている。客先にでも出かけたのか。工兵はカモメのパーティション前で立ち止まった。

「藤崎さん、外出ですか？」

　カモメは「んー？」と身体からだを伸ばした。やや反り気味になり胸を張る。エプロンの胸元が強調されて……おお、これはまたなかなか。

「客先行くって言ってたよ。夕方にも予定入ってたから今日きようはこのまま直ちよつ帰きじゃないかなー」

「直帰ですか」

　Ｄかなー、Ｅかもなー。

「夕方の予定、池いけ袋ぶくろみたいだしね。藤崎さん家ち川かわ越ごえでしょ？　一度オフィスに戻るのも面めん倒どうだしそのまま帰っちゃうんじゃない？」

「ですよねぇ、まったくその通りですねぇ」

　Ｃ……にしては大きいよな。んー、エプロン越しだとちょっと分かりづらいかも。横に回ればもう少し見やすいか──

「工兵君、何見てる？」

「え？　いや今日の空気は乾かん燥そうしているなーと思って」

「へー、工こう兵へい君ってば大気中の水分見えちゃうんだ。すごいなー」

「実はそうなんですよ！　いやぁ僕生まれつき視力８・０で！」

「ちなみに今の湿度５０％だから」

「………」

　ごまかし失敗。

　いかん、いくらなんでもじろじろ見すぎた。

　猛省する工こう兵へいの前でカモメが椅い子すを回す。

「そうだ、藤ふじ崎さきさんから伝言」

「はい？」

　カモメは卓上のメモを取り上げた。

「金かな山やまから相そう談だんの電話があったら問答無用で断ること。取り次ぎも不要、発信者番号控えて着信拒否設定しといて、って」

「無茶苦茶むちやくちや険悪ですね！」

　想像以上の嫌いっぷりだった。

　これでＮＢＬ時代何もなかったとか、強弁にしてもひどすぎる。工兵は苦い表情で嘆息した。

「藤崎さん、前の会社でトラブルでもあったんですかね？　普段ふだんならそういうこと言う人じゃないのに……」

「さぁ……詳しくは聞いたことないけど」

　カモメは小首を傾かしげた。

「何も不満なかったら普通会社移ろうとか考えないんじゃない？　トラブルとまではいかなくても、給料が少ないとか休みが取れないとか、そういう具体的な動どう機きがあって次を探すものでしょ？　転てん職しよくって」

「動機……ですか」

　ＮＢＬでは手に入らずスルガシステムでなら獲かく得とく可能なもの。

　しばらく考えてみたが思いつかない。

　給料、福利厚生、会社のネームバリュー……は比べるのもおこがましい。教育はＯＪＴをそう呼んでいいなら、これ以上ないくらい贅ぜい沢たくな個人教授を受けているが。

　……魔ま窟くつ、か。

　藤崎の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　どういう意味だろう、嫌いやな先せん輩ぱいや上司でもいたのか。あるいは部署間のイザコザとかに巻き込まれたのか。

　………。

　まぁ当事者でもない人間に真実が分かろうはずもない。工兵は溜ため息いきを一つ、カモメに向き直った。

「ところでカモメさん、僕重大な事実に気づいたんですけど」

「？　なぁに？」

「今このオフィスに、僕ら二人ふたりきりですよね」

　そう、室むろ見みも藤ふじ崎さきも、社長や梢こずえのような突然の闖ちん入にゆう者しやもいない。紛うことなき水入らず。カモメとの距きよ離りを縮ちぢめるには絶好のタイミングだった。

　カモメは「あー」と周囲を見渡した。首を捻ひねりつぶやく。

「言われてみれば確たしかに、二人きりだねー」

「いい機き会かいですから、ちょっと普段ふだんできない話をしませんか？」

「普段できない話？」

「ええ」

　工こう兵へいは力強くうなずいた。眦まなじりを決し。

「僕とカモメさん、二人の関係についてです」

　じゃじゃーん！

　どうだ！　言ったぁ！　言ってやったぜ！

　ここまで踏み込んだ発言ならいつもみたいに茶化ちやかしたりできないだろう。さぁどう切り返す!?

　カモメは「二人の関係……ねぇ」と視し線せんをさまよわせた。わずかに考え込んでから。

「うーん……新入社員とアシスタント？」

「じゃなくって！」
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「正社員プロパーとアシスタント」

「でもなくって」

「静しず岡おか県けん民みんとアシスタント？」

「アシスタントから離はなれましょうよ！　なんでそこだけ立ち位置固定なの!?」

　てか今の僕、文ぶん京きよう区く民みんですから！

　工こう兵へいは荒い息づかいでパーティションの柱をつかんだ。

「いい加減にしてくださいカモメさん。こういう時二人ふたりの関係って言ったら一つしかないでしょう。アレですよアレ」

「アレ？」

「好意を持ったり持たれたりとか、甘酸っぱい気分になったりならなかったりとか、そういうアレですよ！」

　カモメはぱちくりと瞬まばたきした。数秒沈ちん黙もくした後、工兵を見つめ。

「工兵君……ひょっとして発情してる？」




　ぶ……！




「そ……そういう直ちよく截さい的な表現はちょっと」

　精神的ショックを受けて後じさる。狼ろう狽ばいが抑えきれず声に出てしまった。カモメは可愛かわいらしく上唇を突き出した。

「んー……じゃあ盛さかってる？」

「だからなんでそんな生々しい単語使うんですか！　もっと恥じらいましょうよ!?　女の子なんですから！」

「いや、真っ昼間に『甘酸っぱい気分』とか言う人に怒られても」

「………」

　うん、それは確たしかに。

　カモメはしばらく考える目になっていたが、ややあってふっと肩の力を抜いた。両手を膝ひざ上うえに置き相そう好ごうを緩ゆるめる。

「いいよ」

「……はい？」

　何が？

　きょとんとする工こう兵へいに対し、カモメは丁てい寧ねいに一礼。

「好きにしてください」

　………!?

「な、な、何を仰おつしやっていもすでしょうか？」

「嚙かんでる嚙んでる」

　カモメはころころと笑い片手を下ろした。

「口で喋しやべっているだけじゃお互いの本気も分からないでしょ？　だから行動で示してほしいの。あたしに対し、工こう兵へい君が本音のところどういう感情を持っているのか」

「こ、行動ですか……」

　ごくりと唾つばを飲む。

　カモメは無防備極まりない表情で腰かけていた。

　長く綺き麗れいな黒髪、涼しげな目元、広く露ろ出しゆつした額ひたいは白はく磁じのようでくすみ一つない。よく見れば今日きようの彼女はスカート姿だった。茶ツイードのボトムスは膝ひざ上うえ丈たけで、裾すそから肉感的な太ももがのぞいている。細い印象ばかりあったが、こうして見るとかなりメリハリのきいた体型だ。胸もあるし。

　鼓動が高鳴る。

　え、ちょっとマジで？　いいの？　僕本能解放したらすごいことになっちゃいますよ？　ここから三時間伏せ字だらけですよ？

　混乱する工兵をよそに、だがカモメはあくまで静かなままだった。つっと長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目ま蓋ぶたが閉じられる。薄うす紅べに色いろの唇が開き微かすかな吐息を漏らした。

（……っ！）

　じゅ、準備ＯＫってことですかー!?

　理性の箍たがが弾はじけ飛ぶ。工こう兵へいは鼻から息を吐き出した。

　ち、畜生！　知らないぞ！　ど、どうなっても知らないからな！

　両手を伸ばす。十指を鈎かぎ爪づめのように折り曲げ、まずは彼女の肩を──

　………。

「………？」

　……っ！　ぐぐぐっ、………！

「工兵君？」

　ううう！

「もしもーし」

　……っ！　……っ！　！

「えーっと……」

　カモメは小首を傾かしげると、にっこり微笑ほほえんだ。

「チキン野郎？」

「ぎゃああああ！」

　頭を抱えしゃがみ込む。

　く……ぐぐ……くぅっ。

　いや、いや、だって無理だよ!?　肩に触ろうとしただけで心しん臓ぞう止まりそうになったもん。刺し激げき強すぎ！

　だが端から見れば今の自分はまさに臆おく病びよう者ものだろう。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃し女性に恥をかかせた。男らしさの欠片かけらもない人物。

　絶望する工こう兵へいの前で、だがカモメは明るく笑った。

「ごめんごめん。工兵君はそういうことしない人だよねー。分かってて悪いた戯ずらしちゃった」

「い、悪戯……ですか？」

　工兵は顔を上げた。一いつ瞬しゆんおき、全身から緊きん張ちようが抜け落ちていく。そ、そうか、悪戯か、なら結果オーライだ。真に受けて突っ込んでたら大変なことになっていた。

　いやぁ、よかったよかった。

　………。

　じゃねぇよ。

　工兵は両りよう眼がんを吊つり上げた。

「悪い冗じよう談だんですよ、カモメさん。僕だって健康な成人男子なんですから、一歩間違えば取り返しのつかないことになってましたよ」

「うーん、でも工こう兵へい君そういうのにあんまり執着なさげっていうか。あれだけ立りつ華かちゃんが痴ち態たいさらしてるのに指一本触れてないし」

「だから痴態とか言わないで下さい！　いや……いや室むろ見みさんはまた話が別ですよ。正直あの体型に興こう奮ふんするのは人としてまずいでしょう？」

「そう？　あれはあれで需要多そうだけど。ほら、漫画とかアニメだとああいう幼い系のキャラが一番人気出るらしいよ」

　マジですか？　……すごいな日に本ほん、どこに向かってるんだ。少年漫画──ジャンプやマガジンとかだと主人公が一番人気になりがちだけど。

　考え込む工兵の前でカモメは首を捻ひねった。

「まぁそれはともかく、工兵君、先月表おもて参さん道どうのイタリアンで女の子とデートしてたんでしょ？　その時も相手の手さえ握れず固まってたって聞いたけど」

「へ？」

　先月？　表参道？　十月末ってことだよな、その頃ころイタリアレストランに行った相手といえば。

　………。

　西にし新じん伊い織おり。




　………!?




「な、なんでそれを!?」

　驚きよう愕がくして訊たずね返す。カモメは不ふ思し議ぎそうに目をしばたたいた。

「梢こずえちゃんから聞いたけど？　あれ？　現地で会ってたんじゃないの？」

「………」

　背筋を冷たいものが走る。なんで、なんで梢──姪めい乃の浜はま梢が自分と伊い織おりの行動を知っているんだ。どこかで話した？　いや、にしたって当日の行動、様よう子すまで知る由よしがない。それこそどこかで自分達を見ていたりしなければ。

　………。

　ぞくっ。

「え、えっと……すみません、それはその……どういう話の流れで」

　狼ろう狽ばいしつつ仔し細さいを確かく認にんしようとした時だった。

　不意に外がい線せんの着信音が鳴なり響ひびいた。

「はい、スルガシステムでございます」

　カモメがよく通る声で対応する。モニタに向き合いロック解除、手際よくＥＸＣＥＬの画面を表示させた。細い背中に先程までの茶ちや気きはない。雑ざつ談だんの時間は終了ということか。

（うーむ……）

　工こう兵へいは唇をすぼめた。

　いまいちすっきりしないが、まぁいいか、忘れよう。ひょっとしたらどこかで無む意い識しきのうちに話してたのかもしれないし。

　自席に戻りマウスをつかむ。さて……メールチェックだけして食事に行くか、そう思った瞬しゆん間かん。

　電でん話わ機きのＬＥＤが点滅した。液晶に外がい線せん二番の表示。

（あー……もう）

　舌打ちしつつ受話器をつかむ。休きゆう憩けいしようと思った矢先にこれだ。いつものことだがマーフィーの法則は絶ぜつ賛さん発動中らしい。

「はい、スルガシステムです」

　溜ため息いき混じりに応対すると。

『あー、もしもし。ＮＢＬの金かな山やまと申しますが』

　………。

　来たよ。

　来ちゃいましたよ。

　工兵は受話器を握り直した。

「お世話になっております」

『お世話になってます。……えーと、藤ふじ崎さき様に回していただきたいんですが』

　いかにも弱り切った声。工こう兵へいは大きく息を吸い込んだ。

「申し訳ありません、藤ふじ崎さきはただいま外出中でして、本日はもう戻らない予定ですが」

『え、そうなんですか』

「はい」

　えー、と呻うめくような声が響ひびく。

　工兵はあえて沈ちん黙もくを保った。やや気の毒だが藤崎の伝言もある、ここで半端な善意を示すべきでなかった。

『あー……じゃあ携帯か何かで連絡取ってもらえますか？　緊きん急きゆうの用件なんですけど』

「すみませんが……ちょっと携帯の通じないエリアにいるようでして」

『データセンター作業とかですか？』

「まぁそんな感じです」

　とりあえず口から出任せ攻勢。相手が諦あきらめるまでＮＧを並べ続ける。実家にいた時、しつこい飛び込みセールス相手に使った手法だが。

『分かりました。じゃあ六ろつ本ぽん松まつさんに繫つないでもらえますか？　ＮＢＬの金かな山やまと言えば分かると思うんで』

　……っ!?

「お、お待ちください！」

　とっさに保留ボタンを押し受話器を置く。荒い息を数回、頃ころ合あいを見計らい保留解除する。

「お待たせしております。申し訳ありません、六ろつ本ぽん松まつも不在にしているようですが」

『六本松さんも？　うわぁ、きっついなぁ。じゃあ──』

「す、すみません！　私もちょっと外出しなければいけないので、大変恐きよう縮しゆくですがご伝言を承うけたまわる形でもよろしいでしょうか？　帰り次第藤ふじ崎さきに伝えますので」

　しーつーこーいー！

　藤崎さんが嫌いやがるわけだ。長引かせたらどこでボロが出るか分かったものでない。早々に切り上げてしまうのが上策だった。

　金かな山やまはしばし沈ちん黙もくしていたが、ごねたところで仕方ないと悟ったのだろう、『では』と口く調ちようをあらためる。

『常じよう駐ちゆうの件、御おん社しやでなくてもいいからどこか出せそうな業者を紹介してくれと伝えて下さい。商流は嚙かんでもらって構わないからと』

「業者の……ご紹介ですね」

　工こう兵へいは手元のメモにペンを走らせた。時間と対応者を追記、最後に「取り次ぎを希望されたので伝言にしておきました」と書き込む。

「……承知しました。では伝えておきますので」

『本当急ぎなんで、くれぐれも藤ふじ崎さきにはそう伝えといてください』

　いつしか口く調ちようがざっくばらんな感じに戻っている。工こう兵へいは「はい」「はい承知しました」と機き械かい的てきに告げ台紙からメモを剝はがした。そのまま何回か応答を繰くり返し会話を切り上げる。

「それでは……失礼いたします」

　慇いん懃ぎんに挨あい拶さつし受話器を置く。

　一秒、二秒、三秒。

　……よし、かかってこない。

　工兵は大きく息をついた。

　椅い子すから立ち上がる。藤ふじ崎さきの席に直行、キーボードの手前に伝言メモを貼はりつけた。肩越しに振り返るとカモメはまだ電話を続けている。

「食事行ってきまーす」

　パーティションから身を乗り出し声がけする。

　本当なら休きゆう憩けい前まえにメールチェックだけはすましておきたかった。がこれ以上マーフィーの法則に付き合うのもごめんだ。ここは迷わず休んでおくべきだろう。

　カモメがひらひらと手を振り返してくる。工兵は軽く会釈して出口に向かった。

　すきっ腹をさすりつつドアノブをつかむ。サムターンを回し勢いよく手前に開こうとした瞬しゆん間かん。

　唐突に、凄すさまじい勢いで扉が押し開けられた。

　………!?

　視界に星が飛ぶ。比ひ喩ゆではなく弾はじき飛ばされ尻しり餅もちをついた。何が起こったのか分からず瞬まばたきしていると、頭上から野太い胴どう間ま声ごえが響ひびいてきた。

「藤ふじ崎さき君、藤崎君はおるか!?」

　眼がん前ぜんに赤ら顔の子こ泣なき爺じじいが立っていた。

　黒豆のような瞳ひとみに異様な光が点ともっている。コーデュロイのジャケットに色違いのスラックス、立たち襟えりのシャツは筋者のようでおよそ真っ当な会社員には見えない。ちょびひげの男性はしかめっ面つらで室内を見渡した。

「しゃ……社長」

　工こう兵へいは呻うめいた。社長──スルガシステム代表取とり締しまり役やく六ろつ本ぽん松まつ健たけ造ぞうはぎょろりとこちらを見下ろした。

「ん？　ん、なんだ。桜峰君、そんなところで寝転んで。怠なまけとるのか、まったく藤崎君はどういう教育をしとるんだ。室戸君も、なっとらん」

「いえ……」

　抗弁しようとして諦あきらめる。だめだ、こういう時の社長には何を言っても無む駄だだ。「すみません」と謝しや罪ざい、埃ほこりを払いつつ立ち上がる。

「藤崎さんなら外出しましたけど、今日きようはもう戻らないって話ですが」

「何、戻らんだと！」

　六ろつ本ぽん松まつは眦まなじりを吊つり上げた。鼻び腔こうを広げ大きく息を吸う。

「この非常時に何を悠長な！　携帯も通じんし、マネージャーとしての自覚が足りん！」

　非常時……？

　不ふ穏おん当とう極まりない発言だった。工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

「あの……何かあったんですか？」

　ひょっとして大規模障害でも、そう思い訊たずねると社長は首を振った。

「障害？　違う違う、そんな些さ末まつな問題ではないわ。見たまえこれを！」

「？」

　Ａ４のプリントを手渡される。ＥＸＣＥＬの表だろうか、紙面いっぱいに精せい緻ちなマス目が印刷されている。横軸に年月、縦たて軸じくに社員名。交差するセルには％つきの数値が入っていた。

　二〇××年十月、桜さくら坂ざか工兵、１８７・５％。同年同月、室むろ見み立りつ華か、２１２・３％。

　………。

　なんだこれ？

　首を傾かしげる工兵に六本松は口角を押し下げてみせた。

「君らの稼か働どう率りつだ。工数一いち人にん月げつに対し実際に売り上げた額がくの比率、単価五十万の人間が五十万円稼かせげばその月は１００％になる」

「はぁ」

　工こう兵へいはもう一度プリントを眺めた。

　十月（先月だ）に１８７・５％ってことは通常の八割増しで働いてたってことか？　残業時間換算で月間百四十時間、……うへぇ忙しいはずだ。室むろ見みに至っては計算するのも恐ろしい。

（なるほど、つまりは働きすぎってことか）

　工兵は得とく心しんした。

　さすがの社長も労災が怖いらしい。一体どういう稼働管理をしているのか、藤ふじ崎さきを詰きつ問もんしにきたのだろう。個人的には「おまえが言うな」と突っ込みたいところであるが。

　まぁここは素直に礼を言っておくとしよう。社会人として、サラリーマンとして。

　工兵は居住まいを正した。

「気にしていただいてありがとうございます。……あ、でも今月からは若干楽になると思いますよ。業なり平ひらも終わりましたし、過労死とかそういうことはないはずです」

「過労死？　何言っとるんだ君は」

「え？」

　六ろつ本ぽん松まつはプリントを奪い取った。紙面の中程を指で示す。

「見ろ、今月以降の計画稼働！　前月に比べて激げき減げんしとるだろうが！」

　げ、激減？

　工こう兵へいは表を眺めた。十一月の稼か働どう、工兵の欄らんは１１５％になっている。室むろ見みは……１５０％か。いや普通に二人ふたりとも１００％以上働いてるんですが。

　だが六ろつ本ぽん松まつは不ふ機き嫌げんな表情を崩さなかった。

「うちのような零細は一人ひとりが一人分だけ働いてたら会社が回らんのだ。三人分でも四人分でも動いて利益を上げていかんと、すぐ大手に負けてしまうわ。１１５％？　足りん足りん。最低でも１６０……いや１６５％は稼いでもらわんと」

「ひゃっ、１６５％……ですか!?」

　一月あたりの基準労働時間を百六十として超過が六・五割、１６０×０・６５は１０４だから……え、ちょっと。残業時間百以上がデフォルトってこと？　一年通してそれが最低値？　じょ、冗じよう談だんじゃない。殺す気かこのおっさん！

　呆ぼう然ぜんとする工兵の前で六本松は舌打ちした。

「まったく……藤ふじ崎さき君め、最近忙しい忙しいというので任せておいたらこのざまだ。こんなことじゃ安心してチームを預けられんぞ。……おい、おい賀か茂も君、藤崎君に連絡取れんか、どうにかして」

　言いながら工兵を押しのけオフィスに入る。カモメが「はぁい？」と振り返った。

「藤ふじ崎さき君だ藤崎君、君、彼の個人携帯知ってただろう。そっち経由で連絡できんのか」

「あー、ごめんなさーい。なんか藤崎さん迷惑電話対策で番号変えちゃったみたいで、新しいの教えてもらってないんですよー」

　にこやかに答えるカモメ。

　おそらく、というより間違いなく口から出任せだろう、だが彼女の演技は完かん璧ぺきで不自然さの欠片かけらもなかった。社長がむむむと唸うなる。カモメさんグッジョブ、工こう兵へいは内心でサムズアップした。

「では、では藤崎君の家いえ電でんだ。家族なら連絡つけられるだろう」

　……ってまだ食い下がるか!?

　怒り心頭のあまり意地になっているのか、突っかかる社長を、だがカモメはさらりとかわす。

「うーん、藤崎さんの奥様、昼はパートじゃなかったでしたっけ。娘さんは学校でしょうし」

「訪問先に取り次ぎ依頼」

「急な呼び出しでスケジューラにお客様名書かれてないんですよー。ちょっとどこ行ってるか分からないですねー」

「最近彼が担当している顧こ客きやくに片っ端から連絡していけば」

「もー社長、藤崎さんのお客さん気き難むずかしい人ばかりなんですから、そんなことして関係悪くなったら大変ですよ？」

　社長の口元が歪ゆがむ。

　おお、苛いら立だってる苛立ってる。だがそれ以上連絡手段を思いつかないのだろう。頰ほお肉にくを歪め立ち尽くしている。

　カモメは肩をすくめた。

「今日きよう中じゆうの話でないなら伝言残されたらどうですか？　明日あしたは藤ふじ崎さきさん、午前中ずっと社内みたいですし」

　出社してすぐ確かく認にんされるはずですよと補足する。

　うまい。

　相手の希望を否定しきらず望ましい方向に誘ゆう導どうする。これなら藤崎は会社に戻らなくてすむし社長対策の時間も稼かせげる。おそらく今のやりとりも携帯メールなどで共有するつもりだろう。さすがカモメさん、修しゆ羅ら場ばの処理は慣なれている。

　社長はぱちくりと目を瞬またたいた。一いつ瞬しゆん遅れ「そうか」「まぁそれもそうだな」とつぶやく。カモメから伝言メモを受け取り何事か書きつけ始めた。

　やれやれ……。

　工こう兵へいは一息ついた。

　稼か働どう率りつの話は気になるが、まぁ藤崎に任せておけば大丈夫だろう。どうやら適当に社長の圧力をかわしてくれているようだし。うまいこと現実的な仕事量に落とし込んでくれれば。

「これ、藤ふじ崎さき君の席に貼はっておくからな。ちゃんと見るよう伝えといてくれよ」

「はぁい」

　よしよし、とっととメモを置いて出て行ってくださいな。肩をすくめ嘆息した瞬しゆん間かん、だが工こう兵へいは凍りついた。

　顔を上げる。社長が伝言メモ片手に藤崎のパーティションに向かっていた。

　脳内でいくつかのキーワードが繫つながる。藤崎の席、メモ、そして伝言。

　………。

　しまったぁああああああ！

　猛スピードでダッシュし藤崎の席に向かう。なんとか社長より先にたどりつこうとしたが。

「……ん、なんだこのメモは。ＮＢＬ……金かな山やま？」

　手遅れだった。

　工兵は天てん井じようを仰いだ。
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　人生とは選択の連続である。

　そんな風に考えていた時期が私にもありました。

　……てか普通、色々選べるほど選択肢ってないわよね。時間やお金、能力でできることって決まってくるし、無理して背伸びしたところで労多くして実り少なしだから。大抵の場合流れに身を任せてゴールを目指す、与えられた条件下でより効率のよい勝利を追求する。それが正着。考えてみなさいよ、高校入試とかで進路を選ぶとしてそうそう海外留学なんて目指せる？　地元以外の学校を親が受けさせてくれる？　私立に行かせてもらえる可能性は？　専門学校は？　就しゆう職しよくは？　……なーんて考えていくと結局近場の公立校を受じゆ験けんすることになる。そりゃね、奨しよう学がく金きんとかバイトとか考えれば選択肢は広がるわよ。ただ普通そこまでしないわよね、成果の割にハードルが高いし、失敗した時のリスクが大きすぎるから。

　でも逆に言うと目の前の選択肢を着実にこなしていけば一定の保証はあるってことよね。若い時は「受験なんて」「サラリーマンなんて」と思うけど、最終的には中高大と進んで就職するのが一番勝ち組だったりするもの。いや、あんたストレートに正社員なっちゃったから知らないだろうけど、自由業じゃクレジットカードもまともに作れないのよ？　本当、本当だってば。家のローンも組めないし、人間一人ひとりが自分の信用だけで銀行に認めてもらうって結構大変なのよ。作家とか漫画家とか、ああいう人達って表向きは華やかだけど全然将来の保証ないんだからね。企業年金とかもないし。

　ちなみにサラリーマンの生涯年収三億弱っていうけど、これ退職金とか年金とか入ってないから。全部あわせたら更に一億くらい上乗せされるんじゃない？　トータル四億、これ仮に自分で商売やってたらどう稼かせげばいいかイメージ湧わく？　湧かないでしょ。会社員って意外とすごいのよ。うちみたいなダメ会社の所属でもね。

　ええと……ちょっと話が逸それたけど。つまり私が言いたいのはね、人間普通に生きていればそうそうひどい目には遭わないってこと。別にうちの会社は違法な取り引きも脱法行為もやってないし。真っ当に仕事してたら危険な世界に入り込む可能性は……まぁゼロに近いはず。

　分かる？　分かるわよね。うん、理解してもらえて嬉うれしいわ。じゃあ一つ教えてほしいんだけど。……いいかしら？　……ありがとう、じゃあ訊きくわね。




「なんであんたはこういつもいつも厄やつ介かいごとに巻き込まれてくるのよー！」




　背後からコブラツイストをかけられた。首と足、肩をがっちりきめられ締しめ上げられる。肋あばらがみしみし唸うなり全身に鈍にぶい痛みが走った。工こう兵へいは慌ててタップした。かぶりを振り謝しや罪ざいする。

「す、すみません、本当申し訳ありません。悪気はなかったんです。なんというか……そう、その不幸な事故というやつで……って、ひぎぁっ!?　痛い、マジで痛い！　死ぬ、死んじゃいます室むろ見みさぁん！」

　涙声で叫ぶとようやく戒いましめが緩ゆるんだ。

　前のめりになって咳せき込む。荒い息をついていると足下に細い影かげが落ちた。

　小柄な少女が眼がん前ぜんに立っていた。吊つり気味の眼まなこ、細い首、朝あさ日ひをまとい流れ落ちる長い髪。少年のような身体からだをシャドウストライプのスーツに包み肩からスクエア型のトートバッグをぶら下げている。

　可愛かわいい。というか愛らしい。なまじきちんとしたＯＬの格好をしているせいだろう。小学生が職しよく業ぎよう体たい験けんしているような、なんともいえない微笑ほほえましさが感じられる。だが不幸にも目の前の少女は小学生などでなく、工こう兵へいの先せん輩ぱい・上司だった。

　彼女──室むろ見み立りつ華かは剣けん吞のん極まりない目つきで工兵を睨にらんだ。

「いい機き会かいだから言っておくけど桜さくら坂ざか、仕事ってのは普通上司から部下に与えるものなの。下から上に振るものじゃない。それが何？　業なり平ひらの件といいベターメディアの件といい、ここんとこ私あんたの持ってきた仕事に振り回されっぱなしなんだけど。どうなってんのよ？」

「……ええっと」

「挙げ句に何？　常じよう駐ちゆう案件？　九時から五時までＮＢＬの業務で全ブロック？　……あはは、もう呆あきれて物も言えないわ。本当周囲の目さえなければ今から三時間くらい説教モードに入りたいところよ。まぁ私は常じよう識しき人じんだからぐっと我慢するけどね、ぐっと。……ったく」

　いかにも不承不承といった様よう子すで舌打ちされる。

　いや……我慢って、さっきの関節技だけでもう大分目立ってる気がするんですけど。

　工兵は首筋をさすり周囲を見渡した。

　タイル張りのペデストリアンデッキが南北に続いている。街がい路ろ樹じゆの向こう、蒼そう空くうを背景に白しら壁かべの高層ビルがそびえ立っていた。花か壇だんや噴ふん水すいの脇わきを通勤中のサラリーマンが行き交っていく。何人かがすれ違いざま、ちらちらとこちらをうかがってきた。……うぅ、やっぱり注目されてる。

　ほうっと溜ため息いきを一つ、工こう兵へいは上体を起こした。

　十一月十八日水すい曜よう日び、午前八時三十分。工兵達は山やま手のて線せんの大おお崎さき駅えきにいる。あの悪夢のような電話騒そう動どうから二日、簡単な面めん談だん（と言ってはいけないらしい、なぜだかよく分からないが）を経てあれよあれよという間に常じよう駐ちゆうが決まってしまった。今日きようは顧客サイト拠点サイトへの初出社日。大崎東口の某ビルが工兵達の勤務先ということだったが。

　ええっと……ＯＮＣ第四ビル、第四ビル。

　地図と周囲の景色けしきを照らし合わせる。

　正面右手、二十階建て程度の白い高層建築、……あれか。

「室むろ見みさん、室見さん、見てください。あれが目的地のビルじゃないですか？　思ったより近いですね。この分ならちょっとお茶していく時間くらいあるかも……って、あれ!?　いない!?」

　室見の姿が消えていた。慌てて見渡すと噴水脇に小さな背中が見える。室見が膝ひざを抱えしゃがみ込んでいた。

「む、室見さんどうしたんですか、いきなり。体たい調ちようでも悪いんですか」

　慌てて駆け寄り声がけする。だが室見は暗い眼まな差ざしで振り返ると、すぐまたうつむいた。

「行きたくない」

「はぁ？」

「一人ひとりで行けば？　私なんかいなくたってあんた一人でなんとかできるでしょ」

「な、何を小学生みたいな……」

　絶句する工こう兵へいの前で彼女は一層背中を縮ちぢこまらせた。

「私が上司なのに、私が先せん輩ぱいなのに、いつもいつもあんた主しゆ導どうで話が進んでって。これじゃどっちが上だか分かったもんじゃないわ。……どうせ今回もあれでしょ？　客先に綺き麗れいな女担当者がいて、あんたとイチャイチャしてそれで問題が解決するのよ。私の指導力なんか全然関係ないんだから」

　すねてやがる……！

　ま、マジで子供だこの人！

　工兵は必死で両手を振った。

「い、いやだなぁ室むろ見みさん。僕が室見さんより上？　そんなわけないでしょう、僕なんて室見さんの足下どころかつま先にも及びませんよ。いやもう本当、部下と名乗るのさえおこがましいくらいで」

「………」

「考えてみて下さい。僕みたいな新人が本当に自分一人ひとりで問題を解決できてると思います？　他ほかでもない室むろ見みさんというベテランがバックにいるからこそ、相手も僕の言葉に一目置くんじゃないですか。ずぶの素しろ人うとがハッタリかましたところで笑われるか、最悪黙もく殺さつされるだけですよ。つまり室見さんあっての僕、室見さんあってのスルガシステムなわけです。いやぁ本当に室見さんってすごいなぁ！　尊敬しちゃうなぁ！」

　ちらと室見が振り返る。綺き麗れいな鳶とび色いろの瞳ひとみが疑わしげにすぼめられた。

「本当？　本当にそう思ってる？」

「もちろん！　室見さんは僕にとって憧あこがれ、理想の先せん輩ぱいですよ。将来の夢とか訊きかれたらノータイムで『室見さんみたいなエンジニア』って答えちゃいますね！」

「……そ、そう？　ふぅん。まぁ全然嬉うれしくないけど、続きがあるなら聞いてみようかしら。もっと言ってみなさい」

「歴史に君くん臨りんする四人の天才技術者、レオナルド・ダ・ヴィンチ、トーマス・エジソン、フォン・ブラウン、そして室見立りつ華か」

「すごい！」

「古代ローマの格言に曰いわく『全すべての道は猿さる楽がく町ちように続く』」

「私の家!?」

「いやぁ室見さんって本当に素す晴ばらしいエンジニアですよねー」

「水みず野の晴はる郎お先生！」

「サヨナラ、サヨナラ」

「終わっちゃった!?」

　年ねん齢れい不詳のノリ突っ込みをしてから室むろ見みは立ち上がった。片目をすがめ工こう兵へいを睨にらみ上げる。

「てかあんた妙に明るくない？　自分の立場分かってる？　私達売られに行くのよ」

「分かってますよ、そりゃもちろん分かってますけど……」

　工兵は頰ほおを搔かいた。

「正直いつもの修しゆ羅ら場ばと何が違うのかピンと来なくて、別に働く場所が客先になるだけで仕事内容は変わらないんですよね？　そりゃ今から裸で肉体労働祭りだ！　とか言われたら弱りますけど」

　それに、と工兵は口元を緩ゆるませた。

「ＮＢＬっていえば就活生憧あこがれのスーパー大企業ですよ？　そこのオフィスで働けるとか一業界人として素直に楽しみじゃないですか。んふふ、一部上場企業のオフィス、んふふぅ」

「はぁ……」

　室見は呆あきれたように首を傾けた。

「そこらへんの感覚、私いまいち理解できないんだけど、大企業のオフィスなんて人が多いだけでいいことないわよ？　一度高層ビルの三十階で勤務したことあるけど眩まぶしいからってブラインドは締しめ切きりだし始業時・昼時のエレベーターは激げき混こみだしで最悪だったわ」

「それは室むろ見みさんが一通り経けい験けんしているから言えることですよ。僕にしてみたらまったく未知の世界なんですから、憧あこがれて当然、室むろ見みさんだって最初はそういう初うい々ういしい感情持ってたんじゃないですか？」

「うーん……？」

　室見の視し線せんがさまよう。一体何年前のことを思い出そうとしているのか、しばらくして彼女は唇を歪ゆがめた。

「まぁいいわ、それより今何時？　そろそろ行かないとまずいんじゃない？」

「え？　……あ、やば！」

　いつの間にか八時四十五分になっていた。始業十五分前、お世辞にも余裕があるとは言えない。

　小走りに広場を進み目的地──白いビルの入り口にたどりついた。案内表示に従って四階に。ぎゅうぎゅう詰めのエレベーターを降り歩いていくとほどなく右手に小さな扉を認めた。手前に内ない線せん電話とアクリル板、無色透明なプレートにＮＢＬのロゴが浮かんでいる。

　内線電話を取り上げる。短たん縮しゆくダイヤルで「受付」をコール、携帯を確かく認にんすると時刻は八時四十九分だった。……よかった、なんとか十分前行動で動けた。

　胸をなで下ろした瞬しゆん間かん、ガチャリと電話が繫つながる。

『はい、ＮＢＬです』

　ややぶっきらぼうな男性の声、工こう兵へいは背筋を伸ばした。

「あ、おはようございます。私スルガシステムの桜さくら坂ざかと申しますが。本日からこちらで勤務させていただくことになっています」

『お待ち下さい』

　耳元で保留音が流れる。三小節、四小節、五小節、緊きん張ちようしながら待っていると電話口に相手が戻ってきた。

『お待たせしました。スルガシステム様、お二人ふたりでよろしいですか？』

「はい」

『ただいまうかがいます。失礼します』

　電話が切れる。工こう兵へいは受話器を戻し扉から離はなれた。傍かたわらで室むろ見みが首を捻ひねる。

「てか本当にここなの？　なんかえらく殺風景だけど」

「………」

　確たしかに……言われてみればやたらこぢんまりとしている。もっと業なり平ひらの本社みたいにエントランスロビーとか受付カウンターがあるのかと思っていた。てか他ほかの会社も入居しているみたいだし……んん？　雑居ビル？

　工兵は唇を結んだ。

「い、入り口なんて飾りですよ。大事なのは職しよく場ば環かん境きよう、実際に働くオフィスの有りようです」

「第一印象がだめな飲み屋ってだいたい料理も失敗じゃない？」

「やめて！　嫌いやな喩たとえ出さないで！」

　まぁ言わんとすることは分かるけど。確たしかにオフィス作る時エントランスだけ手抜きしたりはしないよなぁ。逆はありそうだけど。応接スペースに金かけて社員用の空間はケチるとか。

　うーん……うーん、じゃあ。

　眉まゆ根ねを寄せ考え続け、ふっとひらめく。

「ああ、そうだ。多た分ぶんここ通用口じゃないですか？　実際の受付は別の場所にあるんですよ」

「別の場所？」

　工こう兵へいはうなずいた。

「ほら、さっきエレベーターホール出たあと左右に通路分かれてたでしょ。僕らなんとなく右に来ちゃいましたけど実は左手にメインエントランスがあったとか」

「あー……」

　室むろ見みの口が開く。彼女は得とく心しんしたように顎あごを引いた。

「なるほど、来る途中他ほかのテナントなかったしね。フロアのこっち側全部ＮＢＬならあんたの考えもありえるわ」

「でしょう？　間違いないですよ。多分来客用入り口はこの百倍、いや千倍はすごいはずです。企業ロゴとかも壁かべ一面に描かれていて──」

　両手を広げ熱ねつ弁べんしていると扉の奥で物音が響ひびいた。慌てて居住まいを正す。ジィと電子ロックの開かい錠じよう音おん、ドアの隙すき間まから作業着姿の男性が顔を出した。

「スルガシステムさんですか？」

「あ、はい」

　お世話になりますと頭を下げる。だが男性は事務的に会釈を返しただけで工こう兵へいと室むろ見みを交互に眺めてきた。

「……こちらにどうぞ、受付しますので」

　奇妙な間をおき扉を開け放つ。工兵達は顔を見合わせた。なんとも言えない不安が胸中に生じる。とはいえ断ることもできない。指示されるまま室内に足を踏み入れた。

　………。

　え？

　一いつ瞬しゆん、何を見ているのか分からなかった。

　スタイリッシュな受付、広々とした応接スペース、歓かん談だんするエリートビジネスマン達……なんて光景はどこにも見当たらなかった。

　四畳間ほどのスペースに長机や傘立て、ロッカーが置かれている。壁は……パーティションパネルか？　マグネットのフックに小汚いバインダーがぶら下がっている。男は壁かべ際ぎわに歩み寄りバインダーを取り外した。胸ポケットのボールペンを添え机に置く。

「社名とお名前、今の時間を記入してもらえますか」

「あ、あの」

　工こう兵へいはたまりかねて声を上げた。男が怪け訝げんそうに見返してくる。

「何か？」

「……いえ、こちらＮＢＬさんのオフィスですよね？」

「？　そうですけど」

「他ほかの階に事務所入ってたりしません？　ええっと……別の部署とかで」

「ないですよ」

「………」

　にべもない回答。

　工兵は質問する気力を失いペンを取り上げた。バインダーに向き合い氏名、所属会社を記載する。なんだろう、何かやばい契約書にでもサインさせられている気分だった。

　続けて室むろ見みが記入を行う。一通り書き終えたあと男は無言でバインダーを受け取った。片目をすがめ舐なめるように確かく認にんしていく。

　ううむ……なんか本当に人身売買とかされてるみたいだ。商品一号、男性、中肉中背健康体。商品二号、幼女、吊つり目め、胸部断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき──的な。

　そういえば大だい航こう海かい時じ代だいの捕ほ虜りよは私物も含め売買の代金とされていたらしい。装身具……腕うで輪わやピアスをつけていたらその分競せりの価格が吊り上がったとか。だとすれば次は持ち物没収か？　うはは冗じよう談だんにしても笑えねぇ。

　引きつった表情で立ち尽くしていると男性が顔を向けてきた。

「じゃ私物はこちらのロッカーに預けてください」




　……はい？




　瞬まばたきして訊たずね返す。冗談かと思った。だが男性は陰気な顔を崩さなかった。

「個人の荷物は持ち込み不可ですので。ご了承ください。危険物がないか確かく認にんしたあと金属探たん知ち機きでボディチェックいたします」

「ぼ、ボディチェック？」

「はい」

　ま、マジかよ……。

　工こう兵へいは心中で呻うめいた。

　一体どこの刑務所だよ。……しかも本当に私物没収とか、ここ娑しや婆ばだよね？

　逃げるように視し線せんを巡らせる。だが背後の扉は既に閉ざされていた。退路はない。混乱する工こう兵へいに男性は低い声で告げてきた。

「鞄かばんは口を開けて、机の上に置いてください。あとポケットの中の私物を全部出して」

[image: ]

　男の片手に黒いルーペ状の物体が握られていた。




「やられたわ……」

　室むろ見みが仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやく。

　窓のない会かい議ぎ室しつ、八平へい米べいほどの小こ部べ屋やに工こう兵へい達は通されていた。ミーティングテーブルに古びたロッカーキーが一つ置かれている。財布、パスケース、鞄かばん、携帯、本当に全すべて預けさせられてしまった。室内に沈ちん鬱うつな空気が立ちこめている。意気消沈する工兵の横で、室見は椅い子すに座ったまま忌いま々いましげにキーをつかんだ。

「ったく……何がＮＢＬのオフィス勤務よ。詐さ欺ぎもいいところだわ、これどう見てもプロジェクトルームじゃない」

「プロジェクトルーム？」

　聞きき慣なれない言葉に顔を上げる。室見はうなずいた。

「仮設事務所ってあるでしょ、工事現場とかにプレハブで作られるやつ、あれよ。プロジェクト期間中だけ場所を借りて業務スペースにするの」

「か、仮設事務所……？」

　工兵は目をしばたたいた。

「じゃ、じゃあここＮＢＬの拠点じゃないんですか？　ただの雑居ビルの一室？」

　こくりと首肯される。工兵は愕がく然ぜんとした。

「な、なんでそんな面めん倒どうなことを……」

　自社の業務なんだろう？　であれば自社で実施すればいいじゃないか。わざわざ他ほかのビルを借りて。わけが分からない。絶句する工兵に室見は補足してみせた。

「うちみたいな中小には無む縁えんの話だけど、ＮＢＬ規模の会社って一案件で百人以上外注雇ったりするのよ。その人達に合わせてオフィスを拡張していったらお金がいくらあっても足りないでしょ？　だからプロジェクトの規模に合わせて都度作業場所を確かく保ほする。もちろん場所代もお客さんに請せい求きゆうしてね」

「はぁ……」

　工兵は頰ほおを搔かいた。つまりプロジェクト単位で会社を作ったり潰つぶしたりしてるようなものか？　オフィスも社員も借り物で。ふぇえ。

「なんかもう……スケールがでかすぎてピンとこないんですけど」

「いいわよピンと来なくて。普通にインフラ案件やってたらまず関係ない話なんだから。とにかくプロジェクトルームってのはそういうもの。あとは……そうね教科書的に言うならコミュニケーション改善、セキュリティ向上のための場ってところかしら」

「？　というと？」

「たとえばの話、百人の外注が全員自社で勤務していたらどうなると思う？　打ち合わせアレンジ調アレ整ンジとか、作業レビューとか」

　工こう兵へいは少し想像しただけでげんなりした。

「悪夢ですね」

「でしょ？　だったら一箇所に集まって好きな時にコミュニケーションできた方がいい。それからセキュリティも。たくさんのベンダーが案件情報をやりとりしてたら流出リスクが増えるだけよね。じゃあ情報は全すべてプロジェクトルームに置いて外部には持ち出し禁止にしましょうとか、まぁそういう話になるわけよ」

「……なるほど」

　順を追って説明されるとしごく真っ当な話だ。合理的というか、よく考えられている。

「確たしかに……働く側としても関係者が近くにいると楽ですよね。いちいち携帯やメールで捕まえなくていいし社内みたいな感覚で話ができるわけですから。……おお、いいじゃないですかプロジェクトルーム！　僕ちょっと楽しみになってきましたよ！」

「単純」と小突かれた。

　室むろ見みは嘆息した。

「今言ったのはよい面の話、当然マイナスの要素だってあるわよ。というか欠点の方が多いくらいかも、正直好んで入りたい現場じゃないわ」

「？」

　含みのある言葉だった。どういう意味だろう、詳しく訊きこうとした瞬しゆん間かん、騒そう々ぞうしい足音が響ひびいてきた。姿勢を正す間もなく扉が開く。

「いやぁすみません、お待たせしました！」

　角刈りの男性が入ってきた。脇わきにノートＰＣと手帳を抱えている。年の頃ころは三十くらいだろうか、肩幅が広くスポーツマン然とした印象を受ける。ハーフリムの眼鏡めがねに白シャツ、ネイビーカラーのネクタイをオーソドックスに合わせていた。

「ＮＢＬ大おお濠ほりです、どうぞよろしくお願ねがいします」

　男性は折り目正しく一礼してきた。顔を上げかけ、瞬間、室見に目を止める。

「ん……ん？」

　子供が迷い込んだとでも思われたのか、まじまじと眼がん前ぜんの少女を見据えている。工兵は慌てて立ち上がり挨あい拶さつした。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかです、こちらこそよろしくお願いいたします」

　続けて室見が自己紹介する。男性──大壕は狐きつねにつままれたような面持ちで「はぁ」「はぁエンジニアさん」とつぶやいた。ネットワークアーキテクトなどと名乗られてもにわかに信じられないのだろう。まぁ無理はない。だがしばらくして気持ちを切り替えたのか片手を伸ばしてくる。

「どうぞ、どうぞ座ってください」

　工こう兵へいは「失礼します」と答えて着席した。大おお濠ほりは表情を和らげた。

「いやぁ、もう本当バタバタですみませんね、なんか昨日きのう？　顔合わせして今日きよう配属とうかがったんですけど、準備とか大変だったんじゃないですか？」

「あー……まぁ」

　曖あい昧まいにうなずき返す。実際は大変どころの騒さわぎでなかった──業務整せい理りや引き継ぎはおろか、社内通知の間さえなく放り込まれたわけだが、そのあたりを馬ば鹿か正直に話しても仕方ない。工兵は懸けん命めいに愛想笑いを保った。

　大濠は椅い子すにもたれかかった。

「あはは、そんなかしこまらず、ぶっちゃけトークでいきましょう。これからしばらく同じオフィスで働くわけですから、必要以上の遠えん慮りよはなしということで」

「いえ、そういうわけには」

「いいから、とりあえず上着脱いじゃってください。アタシもネクタイ緩ゆるめますから」

　止める間もなく第一ボタンを外し結び目をほどく。工兵は一いつ瞬しゆん室むろ見みと視し線せんを交わしジャケットを脱いだ。……なんと言うかかなり強引な人だ。悪気はないみたいだが少し圧倒される。

　首をすぼめつつ背もたれにジャケットをかける。大濠はノートＰＣを開けた。

「ええっと……じゃあ早速ですけど」

　視線を上げる。

「本案件についてどのくらい説明受けてますか？」

「構築プロジェクトでネットワーク部分を担当する……とはうかがってますけど」

「エンドユーザー名とかは？　まだ？」

「はい」

　実際必要最低限の情報しか開示されていなかった。詳細は入場後、秘密保持誓約書にサインしてからということだったが。

　大濠は「なるほど」と口角を持ち上げた。

「じゃあ不安だったでしょう。お客も分からない対応範はん囲いも分からない、作業内容についての情報もなしじゃあ」

「まぁ……ですね」

　大濠はうなずいた。

「了解です、じゃあ順を追って説明しましょうか。まずエンドユーザーですが……カウルドットコムってサイトご存知ですか？」

「カウル……あのショッピングサイトのカウルですか？」

「ええ」

　知らないはずがない。書しよ籍せきから家電、食料、衣料品まで揃そろう日に本ほん最大級のインターネット通販だ。工こう兵へいもゲームソフトの購こう入にゆうで何度か使ったことがある。ちなみに最後に買ったタイトルはファミコンソフトのゲイモス。噂うわさに違たがわぬ迷作だった。

　そこまで考えて工こう兵へいは目を丸くした。

「え？　じゃあひょっとしてカウルのシステムを構築しているんですか？　ＮＢＬさんで？」

　こくりとうなずかれる。大おお濠ほりはＰＣの液晶を工兵達に向けた。画面いっぱいにパワーポイントのスケジュールが表示されている。

「年度内いっぱいかけて業務システムを再構築する予定です。それこそ表のサイトから裏のデータベースまで。インフラもほぼ全面入れ替えですね、ルータ、スイッチ、ファイアウォール、あとロードバランサとかも」

　うぉおお。

　すごい、まさかのビッグプロジェクト。ちょっと意表を突かれた。へぇ、あのカウルのサイトリニューアルに関かかわれるのかぁ、知り合いに自慢できそうだ。高揚気味に画面を見つめていると傍かたわらで室むろ見みが小さく手を上げた。

「あの……すみません、もしかしてそのネットワーク機き器きを全部私達でリプレースするってことですか？　調ちよう達たつから設定、設置確かく認にんまで」

　え……？

　きょとんと瞬まばたきしてから素に戻る。

　……そうか、言われてみれば確たしかに。今の自分達は「ネットワーク担当」という立ち位置だ。しかもＮＢＬ要員の不足を補うために手配された人員、先方がこなせない範はん囲いを全部押しつけられてもおかしくなかった。カウル規模のネットワークならルータ・スイッチだけで数十台、いや百台以上あるだろう。おまけにバランサやファイアウォール？　……うげ、とてもじゃないが二人ふたりで対応できるボリュームと思えない。凍りつく工兵にだが大濠は笑いながら手を振ってみせた。

「まさかまさか、いくらなんでもそんな無茶むちや言いませんよ。ご心配なく、新ネットワークインフラはあらかた出来上がってますから」

「出来上がってる？」

「ええ」と大濠は首肯した。

「あるネットワークベンダーさんにお願ねがいして、つい先月ですかね、引き渡しを受けたところです。試し験けん項目も全すべてクリアしていますから特段問題はないと思いますよ」

「はぁ」

　工兵は首を傾かしげた。んん？　てことはつまり……どういうことだ？

「ええっと……であれば我々の仕事はなんになるんでしょう」

　構築完了したシステムに担当を付けるとか意味が分からない。まさか運用担当？　二人で二十四時間機き器きのサポートをするとか？

　工こう兵へいの質問に大おお濠ほりは「うーん」と唸うなった。しばらく悩んだ後、答える。

「チューニングかなぁ」

「チューニング？」

「インフラ構築は終わったけどサーバ・ソフト側のリリースはこれからなんで、アドレスとか修正出たらネットワーク側も変更加えないといけないでしょう？」

「………」

　それこそ構築ベンダーに頼めばいいんじゃないのか？　中身もよく知っているはずだし、全すべてのチューニングが終わったあとに引き渡してもらうとか。

　室むろ見みも同じ疑問を持ったのだろう、要領を得ない顔で沈ちん黙もくしている。だが大おお濠ほりは工こう兵へい達の困惑に気づいた様よう子すもなくＰＣを引き寄せた。

「じゃあ次にプロジェクト全体の体制と会かい議ぎ体たいを説明していきますね。あとで資料のパスは共有しますからメモを取らなくても大丈夫です。まずは単語レベルでふんふんと聞いていってもらえればと」

「はい」

　大濠は席を立ちホワイトボードに向き直った。マーカーのキャップを取り板書し始める。

　顧こ客きやく担当はカウルドットコムの情報システム部とポータル事業部、対するＮＢＬはリテイル本部のＥＣ（電子商取引）ユニットを筆頭として、配下に開発・保守・ファシリティ、セキュリティの各部門がぶらさがっている。役割分担を見る限りＥＣユニットが営業・プロジェクトマネージャ・顧客窓口を兼ねているらしい。大濠は……ＥＣユニットのインフラチームリーダーか？　であればレポートラインは「顧客」→「ＮＢＬのＰＭ」→「大濠（インフラチームリーダー）」→「室見・工兵」となるわけか。よし、少なくとも自分達のポジショニングはつかめた。

　諸悪の根源──金かな山やまさんはＥＣユニットの副部長らしい。結構偉い人なのか、本案件には直接関かかわらずあくまでもユニットマネージャとしてチームをサポートしているようだ。ならばあまり現場で顔を合わすこともないだろう。プロジェクト自体の統括責任者は○○本部長、ＰＭは△△さん、開発責任者は××さんで……

　………。

　しばらく頭の中でまとめようとして工兵は諦あきらめた。

　無茶苦茶むちやくちや登場人物が多い。さすがはビッグプロジェクト、チームリーダーだけで十人以上いる。うーむ、映画のパンフレットみたいに人物相関図でもあればいいのに。

　続けて簡かん単たんにミーティングスケジュール、業務ルールを説明して大濠はペンを置いた。

「取り急ぎこんなところですかね。何か質問ありますか？」

　工兵は首を振った。室見の顔色をうかがってから「一いつ旦たんは大丈夫です」と答える。大濠はＰＣと手帳を取り上げた。

「じゃあオフィスの方にご案内しましょうか。ロッカーキーだけ忘れないようにしてくださいね」

　扉を開け先に出るよう促してくる。工こう兵へいはジャケットを手に退室した。続いて室むろ見みが部へ屋やから出てくる。大おお濠ほりは室内をもう一度確かく認にんし消灯、アクリルパネルの表示を「空室」に切り替えた。振り向きながら肩をすくめる。

「こういうのもアナログですよねぇ、折せつ角かくの大規模案件なんだからもっといいとこ借りればいいのに。あ、ここ今回のプロジェクトで借りたオフィスなんですけどボロいでしょう？　ねぇ、うちもケチだから」

　工兵は「はは」と乾いた笑えみを漏らした。本当にざっくばらんな人だ。気をつけないと「ですよねー」と同意しそうになる。危ない危ない。

　まぁただ身体からだから余分な緊きん張ちようが抜けているのも確たしかだった。この調ちよう子しなら大して気負わずに仕事できそうだ。ひょっとしてよい担当者に当たったのかも？　工兵は相そう好ごうを緩ゆるめた。

「けどＮＢＬさんの事務所はすごいんでしょうね、会かい議ぎ室しつとか設備が充実してて」

「ん？　んーまぁピンキリですよ、古い拠点は本当古いし。あぁただ本社はすごいですね。二百人とか入れる会議室があって天てん井じようから四面のモニタがぶら下がってるんです。そこに海外拠点の映像が映し出されて同時数カ国でテレビ会議みたいな」

　おお。

「あとエグゼクティブ向けの会議室だと地上数十階にあったりして、下へ手たな展望台より眺めがいいですね。アタシは入ったことないけど国連安保理みたいな部屋もあるそうですよ。円卓がすり鉢ばち状に段々になってて」

　おおおお。

　すげー！　大企業すげー！　そうそう、そういう話が聞きたかったんですよ。普通に暮らしていたら絶対に近寄れない場所、領域。

「他ほかには、他には何かあるんですか？」

　廊下を歩きつつ訊たずねる。大濠は「そうだなぁ」とつぶやいた。

「相模さがみ原はらの方に工場・研究センターがあるんですけど、敷しき地ちが広すぎるんで中にバス路ろ線せんが通ってるんですよ。第一地区から第四地区なら環かん状じよう二系統に乗って移動とか」

　きゃー！

「食堂だけでも五つくらいあったかなぁ、テニスコートやプール、体たい育いく館かんも併設されてて」

　痺しびれるー！

「そうそう本社脇わきの資料館とか行ったことありません？　ＮＢＬが過去作ってきたコンピュータを時系列順に展示してるんですけど」

　最高ー！

　心の中でガッツポーズ、更に続きを促そうとした瞬しゆん間かん。

「あ、こちらです」

　大おお濠ほりが立ち止まった。視界が開ける。曲がり角の向こうに広々とした空間があった。白んだ蛍光灯の明かりにキャビネットや複ふく合ごう機き、コートハンガーが浮かび上がっている。

　おお、オフィスか。

　工こう兵へいは目を瞬またたいた。

　じわじわと期待が高まってくる。

　先程までＮＢＬの豪華な施設について話を聞いていたこともある。いやが上にもテンションが高まっていた。いや、もちろん古い物件だから多少の汚れ・傷はあるだろう。だがなんと言ってもＮＢＬの名を冠するオフィスだ。きっとスルガシステムなど比較にならない光景が広がっているに違いない。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめ一歩踏み出す。さぁて一体どんな業務環かん境きようが待っているのかなっ！

　………。

　……ん？

　工兵は眉まゆ根ねを寄せた。

　一見して普通のオフィスのようだった。机と椅い子す、書棚、複合機がテニスコートほどの空間に並べられている。デスクは四列八島、全部で七十席ほどあるだろうか。スーツ姿の男女が液晶ディスプレイに向き合っていた。壁かべ際ぎわには屑くず入いれ、ミーティングテーブル、あとホワイトボード。……うん、どこにでもある真っ当な職しよく場ば風景だ。が、何かがおかしい、だまし絵でも見ているかのごとき妙な違和感。……ううん？　なんだ？ 

　しばらく凝ぎよう視しした後、工兵は気づいた。




　──一つの机に人が二人座っている。




　あたかも博はか多たラーメン店の独立カウンターのごとく、職員達が窮きゆう屈くつそうに肩を寄せ合っていた。見れば前後のスペースもかなり狭い。椅子を引く度たびに背後の席とぶつかっている。見ているうち、肥満気味の青年が一人ひとり、隣りん席せきのコーヒーカップを肘ひじで引っかけ倒した。

　せまっ！

　頰ほお肉にくを引きつらせて呻うめく。なんだこの人口密度、詰め込みすぎだろう。養よう鶏けい場じようの鶏にわとりじゃないんだぞ。あんなスペースで終日働けって？

（……冗じよう談だんだろう）

　呆ぼう然ぜんとする工兵を尻しり目めに大おお濠ほりはずんずん歩いて行く。キャビネと複合機の前を通過、右手奥のデスク島にたどりつき振り返った。

「ここです」

「………」

　年季物の事務机が置かれていた。黄ばんだ天板、ガムテープで補修された足、歪いびつに凹へこんだ引き出し。どこかゴミ捨て場から拾ってきたのかと思うくらい凄すさまじい外がい観かんだった。工こう兵へいは大おお濠ほりを見つめる。噓うそですよね？　という思いを込めたのだが。

「ちょっと狭いですけど、壁かべ際ぎわですし後ろの人がいない分居い心地ごこちいいと思いますよ。いやぁ桜さくら坂ざかさん達は運がいい、アタシの席と代わってほしいくらいだ」

　……羨うらやましがられた。

　絶望する工こう兵へいの前で大おお濠ほりは「えーと」と視し線せんを走らせた。机上のクリアファイルを取り上げる。

「これ、ＰＣのセットアップ手順です。ざっと読んでいただいて業務環かん境きようを整ととのえてもらえますか。まぁメールとブラウザ、オフィスさえ使えれば一通り仕事はできると思うんで。そのあたりから取りかかってもらえればと」

「……はい」

「プロジェクトの主要メンバには後程顔合わせしますね。ちょっと外出してるスタッフが多いんで。戻ってきたあとにまとめて挨あい拶さつする感じで」

　まだ人数増えるの!?　この部へ屋や、満員じゃなかったの!?

「じゃあアタシ、あっちに座ってますので何かあったら呼んで下さい。ではまた、後程」

　暢気のんきな口く調ちようで告げ大濠は立ち去ってしまった。

　工兵は虚脱状態で彼の背中を見送っていた。あいかわらず視界が人の頭で埋まっている。カタカタと乾いた打だ鍵けん音おんが室内に響ひびいていた。

　………。

「何ぼやっとしてんのよ、座るわよ」

　袖そでを引かれた。

　室むろ見みが着座している。長い髪を後ろに流しＰＣ起動、クリアファイルからマニュアルを取り出した。工兵は嘆息し隣となりに腰かけた。

　……う、狭い。右肩がほとんど彼女と触れ合わんばかりだ。背もたれが壁にぶつかっている。つま先は前席との仕切りに当たり足を伸ばすことさえ難むずかしそう。これ……離り席せきする時どうするんだ？　椅い子すを斜めに傾けて、足から先に出る？

　……マジかよ。

　呻うめきつつ室見を見る。彼女は無表情にてきぱきとマニュアルを確かく認にんしていっていた。

「……室見さん、立ち直り早いですね。僕もう大概くじけそうですよ」

「まぁ……予想はしてたしね」

　細い指がキーボードを叩たたく。ログオンプロンプトに仮アカウントとパスワードを入力。マウスポインタが砂すな時計どけいに変わり画面が青一色で塗ぬり潰つぶされた。

　彼女は首をわずかに傾けた。

「さっきプロジェクトルームはロクなもんじゃないって言ったでしょ。好んで入りたい現場じゃないって。これがその理由の一つ、ボロい、狭い、汚い」

「え？」

　工こう兵へいは目を瞬またたいた。

「机がボロい理由ってプロジェクトルームだからなんですか？」

　なんで？　だって大規模案件の仕事場だろう？　普通に考えたら動く金きん額がく・人数相応のオフィスになるんじゃないか？　少なくともスルガシステムより劣る理由が分からない。

　きょとんとする工兵に、だが室むろ見みは嘆息してみせた。

「ちょっとは頭を使ってみなさいよ、まず私達のオフィスは誰だれがお金を払って維持してるの？」

「？　それは……会社でしょう」

「そうね、会社が日々の売り上げから経費として捻ねん出しゆつする。じゃあプロジェクトルームは？　一体誰のお金で借りてるの？」

「………」

　同じ会社ですよね？　と答えかけて口ごもる。少し考えてから気づく。……ああ、そうか。ひょっとして。

「その案件の発注者……お客さんですか？」

「正解」

　室見はうなずいた。

「普通のオフィスと違って、プロジェクトルームの賃料は直接顧こ客きやくに請せい求きゆうされる。客にしてみたらなんで業者の職しよく場ばを金かけて豪華にしなきゃいけないんだ？　って感じでしょう。可能な限り値切って必要最低限の設備に抑える。ま、当たり前の思考よね」

　確たしかに……。

「もう一つ、プロジェクトルームの利用者は非正規社員──派遣や業務委託が多い。元もと請うけ企業にとったら大して気を遣つかわないでいいわけよ。これが自社の社員なら健康やメンタル管理もしっかりしないとだけど。下請け相手なら……ね」

「病もうが潰つぶれようが知ったこっちゃない、ってことですか？」

「平たく言うとね」

　……えげつねぇ。

　本当に日に本ほんって平等社会なのか？　たまに疑わしくなるぞ。福ふく澤ざわ諭ゆ吉きち先生に説教していただきたいところだ。

　だが文句を言っていても始まらない。とりあえずＰＣをセットアップしよう。

　工兵はデスクトップの電源を入れた。ぶぅんと低いファンの音が響ひびく。画面にＸＰの起動ロゴが表示された。

　クリアファイルを取り上げる。中にＰＣの設定手順とアカウント・パスが入っていた。まずは仮アカウントでログオンしてユーザー作成、パスワードを変更。ウィルス対策ソフトをインストールして。ふむ……

　───。

　しばらく作業して首を傾かしげた。

「室むろ見みさん？　ＭＳオフィス、セットアップできてます？」

「……まだ」

「……ですよね」

　手順書にはブラウザから所定のフォルダにアクセス、インストールファイルをダウンロードしろとある。だが何度試しても認証ダイアログがポップアップし弾はじかれてしまった。試みにＰＣのログオンアカウントとパスを入力してみるも結果は同じ。『認証エラー、パスワードが違うか権限がありません』

　……ううむ？

「ちょっと大おお濠ほりさんに聞いてきましょうか」

　たまりかね立ち上がると室見にたしなめられた。

「よしなさいよ、ＰＣのセットアップくらいで。マニュアルもあるんだし、ちゃんと手順通りやればできるはずよ」

「はぁ……」

　首を捻ひねりつつモニタに向き直る。確たしかにこれだけちゃんと環かん境きよう・情報が整せい備びされていて、うまくいかないはずがない。きっと自分達のやり方がまずいのだろう。最初から指示を守り確かく認にんしていけば。

　……五分。

　……十分。

　……十五分経過。

　………。

　できねぇ。

「訊きいてきます」

「………」

　今度は止められなかった。身体からだを捻りつつ自席から脱出、壁かべ際ぎわを回り込み大濠のデスクにたどりつく。「すみません」と声がけした。

「はい？」

　大濠が振り向く。丁度電話しようとしていたのか、片手を受話器にかけていた。

「あ、申し訳ありません。ご都合悪いようならあとで」

「いや、いいですよ。どうしました」

　言いながら席を回してくる。工こう兵へいは事情を説明した。

「……というわけで、何回やってもオフィスをダウンロードできないんですよ。僕だけじゃなくて室むろ見みも同じ状況で」

「えぇ？　本当ですか」

　大おお濠ほりは眉まゆをひそめ疑わしげな表情になった。

「マニュアル通りやられました？」

「はい……」

「じゃあできるはずなんだけどなぁ」

　……と言われても。できないから訊ききに来ているわけで。

　二人ふたりして難むずかしい表情で固まっていると「あのぉ」とか細い声が響ひびいた。

　大濠の正面、アシスタント席と思おぼしきデスクに眼鏡めがねの女性が腰かけている。彼女は小さな目をしょぼしょぼさせた。

「スルガシステムさん、オフィス使われるんですか？」

「ん？　そりゃ使うよ。使わないと仕事にならないでしょ」

　大濠の言葉に、だが女性は眉根を寄せた。

「申しん請せい出してませんよ」

「え？」

「入場処理で申請物のチェックリストいただくじゃないですか、パソコンと入にゆう館かん証しよう、あとメールアドレスとかって。その中にオフィス入ってませんでしたよ」

　………。

「マジで？」

「マジです」

　なんとも言えない沈ちん黙もくが訪れる。大濠は気まずげに硬直していたが、ややあって「なるほどね」と肩をすくめた。ニヒルに微笑しながら、かぶりを振り。

「すんません！　ダウンロード権限申請するの忘れてましたっ！」

　平身低頭で謝罪してきた。

　工こう兵へいは素でずっこけそうになった。

　いや「なるほどね」じゃなくて。それマニュアル通りやっても絶対無理だろう。あやうく今日一日オフィスのダウンロードに費やすところだったぞ。

　引きつる工兵の前で大濠はＰＣに向き直った。

「えーっとじゃあすぐ申請しちゃいますね、必要なのはWordとExcelと……あとVisioはいるかな？」

　知らんがな。

「……ネットワーク図とか見るならいるんじゃないでしょうか」

「おおそうだ！　ネットワーク図、確かVisioで作ってあった。じゃあこれで申請……と」

　そこはかとなく不安なやりとりの末、ブラウザに申しん請せい完了メッセージが表示される。大おお濠ほりは「うん」とうなずいた。

「多た分ぶん十分か十五分くらいすれば権限が更新されるんで。そうしたらダウンロード試してみてもらえますか？　できなかったらまた声かけてもらう感じで」

「はい、ありがとうございます」

　一礼し踵きびすを返す。自席に戻ると室むろ見みがモニタを覗のぞき込んでいた。

「あ、室見さん、オフィスダウンロードできそうです……よ」

　禍まが々まがしいオーラに口ごもる。室見が不ふ機き嫌げん極まりない表情でキーボードを叩たたいていた。手元からマシンガンのような打だ鍵けん音おんが響ひびいている。あからさまに険悪な雰囲気だった。

「あ、あの……室見さん？」

　恐る恐る問いかけた瞬しゆん間かん、室見が机を叩たたいた。

「この腐れＰＣがッ！」

　軋きしるような声だった。ぎょっとする工こう兵へいの前で彼女は奥歯を食いしばった。

「TeraTermもWireSharkもCygwinも入ってない！　これでどうやってオペレーションしろっていうのよ？　おまけにコマンドプロンプトも起動しないし、……何これ？　おもちゃ？　スーパーカセットビジョン？」

「む、室見さん声が大きいです」

　慌てて彼女をたしなめる。周囲を見回すが、こちらに気づいている人はいない。角席なのが幸いしたのか、工こう兵へいはほっと安あん堵どし室見に向き直った。

「入ってないソフトがあるなら普通にネットで落としてくればいいじゃないですか。スルガシステムのパソコンだって事前にインストールされてるソフトはほとんどないでしょう」

　今更ＰＣの環かん境きよう構築くらいで何をごねてるんだ？　そう思ったのだが。

「それができたら苦労しないわよ」

　室見は鼻を鳴らし座席にもたれかかった。挑むような眼まな差ざしでデスクトップ筐きよう体たいを見つめる。

「この会社、グループポリシー使ってブラウザ経由のダウンロード無効にしているのよ。ＵＲＬフィルタでダウンロードサイトにも繫つながらなくしてるし、……ったく、今時子供用携帯でもここまでガチガチじゃないっていうの」

「……え？」

　言葉の意味が分からず立ちすくむ。ダウンロード……無効？　ユーザが自分でソフトをインストールできないようにしてるってこと？

　工兵はぽかんと口をあけた。

「な、なんでそんな……使い勝手の悪い」

「利便性よりセキュリティを重視してるのよ。想定外のファイルをインストールされて事故が起こるのを防ぐためにね。試してないけど多た分ぶんＵＳＢポートも殺されてるんじゃない？　データの持ち込み・持ち出しができないように」

　マジですか……。

　工こう兵へいは着席しマウスを動かした。

　グーグル経由でダウンロードサイト……「窓まどの杜もり」にアクセスしようとする。ブラウザのプログレスバーが伸展し画面フラッシュ、黒一色のホームページが表示された。

『このページはＵＲＬフィルタによってブロックされました。カテゴリ：ダウンロード（プログラム）』

　試しに他ほかのサイト、VectorやSourceForgeを見てみるも結果は同じ。ではというのでWiresharkの本家サイトにアクセスすると今度はセキュリティ警けい告こくのポップアップが出現した。

『現在のセキュリティ設定では、このファイルをダウンロードできません』

　……うはぁ本当にガッチガチだ。

　暗い表情で室むろ見みに向き直る。彼女は嘆息しこめかみを押えた。

「まぁ……まぁいいわ。どんな業務があるかも分からないし、必要なソフトがあれば都度ＮＢＬ側に相そう談だんしましょ。……それで？　あんたさっき何か言いかけてなかった？」

「あ、えっと」

　工兵は姿勢を正した。

「オフィス、ダウンロードできるようになるみたいです。なんか事前申しん請せいが必要だったそうで、今大おお濠ほりさんの方で対応してもらいました」

「………。つまり申請漏れ？」

「えー……まぁ平たく言うと」

　素直に答えかけた瞬しゆん間かん、室見の眉まゆが吊つり上がる。工兵は両手を振った。

「いや、いや、まぁちょっとした連絡の行き違いだったみたいです。で、申請完了まで十分十五分かかるそうなんで、それまで別の設定してましょうよ」

「別の設定」

「たとえば……ほら、これ、プリンタの設定とか！」

　マニュアルを取り上げ指さす。室見はうさんくさげに片目をすがめた。

「資料も読み込めないのに印刷だけできるようにしてどうするのよ……」

　まぁ確たしかに。オフィスのドキュメントも開けないしファイルサーバへのアクセス権もない。こんな状況で何を打ち出すって話だが。

「いや、トラブル起きた時に画面キャプチャをプリントアウトできると楽じゃないですか。ほらこんなんなってますよーって大濠さんに説明できますし」

「………」

　我ながら苦しい説明だった。だが室見は諦あきらめ顔がおでマウスをつかむ。身内で言い合っていても仕方ないと考えたのか、マニュアルの指示に従い画面をクリックし始める。

　工こう兵へいは胸をなで下ろし作業に戻った。マニュアルを確かく認にん、……えー何々？　まずはセットアップウィザードを起動して『プリンタの自動探索』メニューへ。『新規プリンタ追加』を選択して『次へ』、インストール開始。

　手順に従い設定を進めていく。幸い今度は途中で警けい告こく画面が出ることもなかった。無事セットアップを終え最後にテストプリントを実行する。数秒おいて通知領域にプリンタアイコンが現れた。バルーンメッセージ『このドキュメントはプリンタに送信されました』……よし。

　立ち上がり周囲を見渡す。入り口近く、コートハンガーの隣となりに無骨な複ふく合ごう機きが見えた。

「室むろ見みさん、ちょっとプリント取ってきますね」

　軽く断りを入れ離り席せきする。キャビネ前の空間を抜け複合機スペースに。筐きよう体たい右手に回り込み排出トレイを覗のぞき込んだ。

　………。

　出てなかった。

　んん？

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

　おかしいな、別のプリンタに出力されたのか。周りを確認するもそれらしい機械は見当たらない。じゃあまだ受信中？　たった一枚のテストプリントで？

（はて……？）

　不ふ思し議ぎに思いつつ複合機を見下ろす。操そう作さパネルにエラー表示、紙切れ警告などは見あたらない。一体自分の印刷データはどうなってるのか。メニュー画面からジョブステータスを確認しようとして、だが工兵は固まった。液晶に一行、システムメッセージが表示されている。

『ロック中です。ＩＣカード認証を実施してください』

　ＩＣカード……認証？

　思考が空白化する。数秒沈ちん黙もくした後、持ち物を確認。ハンカチにティッシュ、ペン、ロッカーキー、セットアップマニュアル。

　………。

　回れ右、工兵は大おお濠ほりの席に赴おもむいた。

「すみません。ちょっとよろしいですか？」

「はいはい」

　大濠が振り向く。工兵の姿を認めると「ありゃ」と目を見開いた。

「オフィス、まだダウンロードできません？」

「いや、いやその話じゃなくてですね」

　工兵は背後の複合機を指さした。

「あのプリンタなんですけど手順書通りやっても印刷できなくて。なんか操作画面にＩＣカード認証とか出てるんですけど」

「ＩＣカード認証……」

「はい」

「………」

「………」

　どのくらいそうしていただろう。見つめ合う工こう兵へい達の前で、すっと女性が片手を上げる。眼鏡めがねのアシスタントは眠そうに目をしょぼしょぼさせた。

「あの……スルガシステムさん、コピー機き使われるんですか？」




　疲れた……。

　午前十二時十五分。

　工兵は大おお崎さき駅えき前まえのサンドイッチ屋で机に突っ伏している。正面で室むろ見みが黙もく々もくとツナサンドを食べていた。会話はない。二人ふたりとも暗あん澹たんたる表情でエネルギー補給を続けていた。

　結局午前中いっぱいかけてもＰＣセットアップは終わらなかった。やれアクセス権限がない、やれ支給物が足りないと作業を中断されマニュアルの半分もこなせなかった。午後からの予定はWindows Updateにウィルスパターンファイルの更新。まったく、なんの仕事をしにきたか分かったものではなかった。

「……ていうか色々窮きゆう屈くつすぎじゃないですか？　この現場。ＰＣの機能制限もそうですし座席も」

　工兵の愚ぐ痴ちに室見は暗い視し線せんを投げかけてきた。

「誰だれかさんがガンガン幅寄せしてくるしね。あんたキーボード打つ時いちいち肘ひじ動かすのやめてくれない？　私の胸に当たりまくりなんだけど」

「え？　マジですか、全然気づかなかっ」

　プスッ。

「ぎゃああああ！　目が、目がぁああああ！」

　室見は嘆息しながらドライバーを胸ポケットに戻した。出てくる時ロッカーから回収してきたのだろう。もう片方の手で携帯を開く。

「まぁ文句ばかり言ってもしょうがないでしょ。自社とは違うんだから。郷ごうに入いっては郷ごうに従したがえ。今はここが私達の職しよく場ばよ」

「はぁ」

「一応昼休みも取らせてもらえるしね、常じよう駐ちゆう案件としてはマシな方じゃない？　ひどいところになるといきなり客先ミーティングに拉ら致ちされて缶かん詰づめ状態とかあるみたいだから」

「………」

　幸せを感じるラインが低すぎるだろう……。工兵は目元をさすりながら起き上がった。　

　ちらと外に視し線せんを向ける。青空を背景に重厚な高層ビルがそびえ立っていた。

　……外から見ると格好いいんだけどなぁ。

　溜ため息いき混じりにつぶやく。まったく、外がい観かんと中身は大違いだ。収容所よろしく非人間的な空間。ていうかあれ多た分ぶんオフィススペースじゃなくて倉庫だろう。窓もないし。

（それもこれも賃料を低く抑えるため、プロジェクトの採算性をよくするため……か）

　工こう兵へいは陰いん鬱うつな気分で首を振った。頰ほお杖づえを突きウーロン茶に口をつける。室むろ見みは呆あきれたように眉まゆを寄せた。

「何よあんた、この世の終わりでも来たような顔して。朝のテンションはどこ行ったのよ？　ＮＢＬ最高ー！　抱かれたい！　過労死したいー！　とか言ってたじゃない」

「言ってませんよそんなこと！　なんですかその変態社畜発言!?」

「ＮＢＬさん！　第二ボタンください！」

「どこにあるのそれ！」

「本社ビル屋上のパラボラアンテナ？」

「取れんわ！　てか潰つぶされるわ！」

　一通り突っ込んでから工兵は嘆息した。

「……いや、いやさすがにここまでひどいと思わなかったんですよ。うちの会社の方が百倍働きやすいですもん。ＰＣもプリンタも自由に使えますし」

　あと私物も持ち込み可能だし入退室の断りもいらない。昼休み以外の休きゆう憩けいも（程度次第だが）自由に取れる。ああスルガシステム、なんと素す晴ばらしい会社か。慨嘆する工兵の前で室見はポテトをつまんだ。

「人が多くなればトラブルも増えるしね。うちみたいに社員全員が顔見知りってわけでない以上最悪の事態に備えるのは当然でしょ。不要な権限は一切与えない、情報流出のもとになる機き能のうはあらかじめオフにしておく……ってね。別に間違っちゃいないと思うわよ？　実際に働く側からすればたまったもんじゃないけど」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言ってキツネ色のスティックにかぶりつく。

　まぁ確たしかに、毎年数百人以上の人間が出入りする会社だ。性善説だけでは成り立たないのだろう。最低のＰＣリテラシー、遵じゆん法ぽう意い識しき、モラルに合わせて業務環かん境きようを作る必要があるってことか。

　……たまらんなぁ。

　工兵は天てん井じようを仰いだ。小さくかぶりを振った後、ふっと気づく。

「ちなみに僕ら他ほかのメンバと全然挨あい拶さつしてませんけど、それも同じ理由ですか？　不必要なコミュニケーションをされて情報漏ろう洩えいするのを避けるためとか？」

「というより、あそこにいるのほとんど業務委託でしょ。外注同士仲よくさせたってＮＢＬにはなんのメリットもないもの。たとえばの話、あんた自分家ちに宅配業者と郵便局員が来たとして、お互いを紹介……挨あい拶さつさせたりする？」

「しませんね」

「そういうこと。その程度の扱いってことよ、私達は」

「……はぁ」

　どれだけ「遠えん慮りよ無用」「ぶっちゃけトークで」と言われても所しよ詮せんは外と様ざまってことか。きっちり一いつ線せんは引かれている。

　少し気分を暗くしていると「でもまぁ」と室むろ見みが言った。

「悪いことばかりじゃないと思うわよ。ここの仕事」

「え？」

　瞬まばたきして見つめ返す。室見は食べかけのポテトを左右に揺らした。

「さっき大おお濠ほりさんが言ってたでしょ、私達の業務はネットワークのチューニング・設定変更だって。逆に言えば直ちよつ近きんＡＳＡＰのタスクはないってことよ。とりあえず座ってて何もなければ定時に引き上げ可能、そういう働き方もできるんじゃないかしら？」

「定時……ですか？」

　室見がうなずく。

「ざっと資料見た限りネットワークの初期構築は本当に終わっているっぽいしね。だとすれば日々〆しめ切きりをこなしていくというよりは、問い合わせ対応に近い動き方になるんじゃない？　状況次第だけどひょっとしたら暇を潰つぶす方が大変になるかも」

「暇を潰す……ですか」

　異次元の概念だった。工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せ考え込んだ後、唸うなった。

「というかいまいちよく分からないんですけど、僕ら本当に必要とされてるんですかね？　なんか緊きん急きゆうで招集された割にはやたらまったりしてるんですけど」

　事実上ＰＣセットアップ以外の仕事はまったく与えられていないわけで。金かな山やまの焦りっぷりとは真逆の状況だった。

　室見は頰ほお杖づえを突き考える目になった。

「まぁ……いくつか理由は考えられるけど、ひょっとしたら人事絡みかもね。社員の配転とか」

「ハイテン？」

「配置転換、部署異動のことよ」

　………？

　ＮＢＬ社員の異動が自分達とどう絡むんだ？

　要領を得ない顔で固まっていると室見は口角を押し下げた。

「たとえばの話、今回のプロジェクト立ち上げに当たってＮＢＬが各技術分野毎ごとに正社員プロパーをつけたとするわよ。ネットワーク担当、データベース担当、アプリケーション担当って具合でね。もちろん各担当の下にベンダー・開発業者はいる。社員には窓口・調ちよう整せい業務をやらせるイメージ、そういう体制を想像してみて」

「……はい」

「で、データベースやアプリは絶ぜつ賛さん開発中なんだけど、ネットワーク部分は先行して構築が完了したとする。ネットワーク担当の社員はほとんどやることがなくなってしまった。あんたが上長ならどうする？」

「どうするも何も……プロジェクトが終わっていない以上、担当をなくすわけにはいかないでしょう？　細かな問い合わせや調ちよう整せいは引き続き発生するでしょうし……」

　暇でもなんでも確かく保ほしておかなきゃまずいだろう。そう思ったのだが。

　室むろ見みは小さくうなずいた。

「そうね、担当は必要。でも考えてみて、ＮＢＬの社員を確保するのに一体どのくらいのコストが必要になるか。工数換算でいくら計上しなきゃならないか」

「……人にん月げつ百万くらいですか？」

「冗じよう談だん、最低でも二百からよ。上級コンサルになれば四、五百万とかザラじゃない？」

　し、四、五百万!?

　想像を絶する数字だった。絶句する工こう兵へいの前で室見はポテトの残りを飲み込んだ。

「もう分かったでしょ。短期プロジェクトならともかく、ＮＢＬくらいの企業になると長期プロジェクトで社員を遊ばせておく余裕なんてないのよ。だから少しでも社員の稼か働どうが下がった瞬しゆん間かん、派遣や業務委託に担当を引き継ぐ。外部に仕事を出して人件費の原価を下げる」

「その投げ先が今回は僕ら……スルガシステムだったってことですか？」

「ま、そうじゃないかって話よ」

　なるほど……筋は通っている。単価の高い正社員を別案件にアサインし代わりにパートナー要員をつける。配置転換、部署異動か。……ふむ。

「あれ？　じゃあ僕ら本当にラッキーじゃないですか。座ってるだけでお金もらえて、しかも定時で帰れるんですよね？　なんですかそれ、美お味いしすぎでしょう」

「だから悪いことばかりじゃないって言ったのよ。確たしかにオフィスは汚いし狭いけど、それさえ我慢すれば比較的楽に過ごせるかもってこと。だからあんたもそんな暗い顔ばかりしない、客先なんだからちゃんと背筋伸ばして」

「室見さん……」

　工兵は喘あえいだ。

　凹へこんでる自分を見かね励ましてくれたのか？　なんという細やかな気き遣づかい。感動し礼を言おうとした瞬しゆん間かん。

「定時で帰れればそのあと自社業務に戻れるしね。今までとそう変わらない仕事量がこなせるはず、うふふ……本当よい案件。うっふふふぅ」

「この仕事中毒ワーカホリツクがッ！」

　一いつ瞬しゆんでも感かん謝しやした自分が馬ば鹿かだった！　二社かけもちの仕事なんてできるか！

　……いや、そりゃ仕掛かり中・引き継ぎ未了の案件は定時後に帰社してこなすつもりだったけど、だからってガチで常じよう駐ちゆう前まえの仕事量を維持とか身体からだがいくつあっても足りんわ。

　激げつ昂こうする工こう兵へいをよそに室むろ見みは涼しい顔で携帯を取り上げた。

「そろそろ時間ね。行くわよ」

「時間、……え？」

　携帯を確かく認にんすると時刻は十二時四十分、……ううん？　まだ昼休み終了まで二十分あるぞ。

　目をぱちくりしていると室見は唸うなった。

「あんた朝方ロビーがどうなってたか覚えてないの？　昼休み終了十分前に動き始めたらエレベーター乗れないわよ。大規模テナントビルの混雑舐なめるんじゃないわよ」

　あ……そうか。

　工兵は頭を搔かき立ち上がった。

　どうも慣なれない。スルガシステムと同じ感覚でいたら大失敗しそうだ。残ったウーロン茶を飲み干し工兵は室見のあとを追った。




　プロジェクトルームに戻ると大おお濠ほりが声をかけてきた。

　自分達が戻るのを待っていたのだろう、にこやかに手を振り近づいてくる。

「すみませんスルガシステムさん、休きゆう憩けい明けのところ申し訳ないですがちょっとだけ時間いただけますか？」

「はい？」

「外に出てたメンバーが戻ってきたんで軽く顔合わせさせていただければと」

　おお、朝言っていた人達か。

　大濠に誘ゆう導どうされるまま移動する。眼鏡めがねアシスタントの周囲に複数の人ひと影かげが見えた。背広姿の壮年男性、長髪の青年、あと恰かつ幅ぷくのよい色白の中年男。

「課か長ちよう、すみません」

　大濠の声に壮年男性が振り向く。ややえらの張った無骨な風ふう貌ぼう。課長と呼ばれた男性は無表情に「ん」と答えた。

「こちらスルガシステムさん。ネットワーク部分を担当してもらう」

「……スルガシステム？　……ああ」

　えら課長は視し線せんをさまよわせた。

「例のＥＥの件？」

「ええ」と大濠がうなずく。課長は首を傾かしげた。

「安やす武たけさんには？　話通ってるの？」

「高たか宮みや本部長が直接説明すると仰おつしやってましたよ」

「ふぅん……いやだよ、あとでとばっちり来るのは」

「大丈夫です、金かな山やまさんも了承済みらしいですし」

　………？

　よく分からない。困惑する工こう兵へいの前で課か長ちようは腰を浮かせた。首だけで会釈してみせる。

「どうも、本案件のＰＭをやっている井い尻じりです」

「あ、どうも……桜さくら坂ざかです。よろしくお願ねがいします」

　ＰＭだったのか。あわてて姿勢を正すと課長は背後を指し示した。

「で、こっちが決済システム担当のＫ池いけ、セキュリティチームリーダーのＨ郷ごう、ファシリティのＮ島じま君」

　無造作に紹介していく。男性達が続けざまに頭を下げてきた。当然のごとく覚えきれない。だが井尻課長もきちんと紹介するつもりはないのだろう。何人か飛ばした後「ええと」と視し線せんを巡らせる。

「ああいた。……そちらがデータベース担当の貝かい塚づかさん、一いつ旦たん主要メンバーはこんなところかな」

「どうもー、貝塚です。よろしくお願いしますー」

　気の抜けた声に顔を向ける。アシスタント席の斜め後ろに面おも長ながな人物が座っていた。なで肩気味のブラウスにサブリナパンツ、長い髪をまとめもせず無造作に背中に流している。狐きつね目めが印象的な……女性だった。口元に人ひと懐なつっこい笑えみが浮かんでいる。彼女は細い目を糸のようにして会釈した。工兵は頭を下げ返しつつ瞬まばたきした。

（女の人が担当なのか……）

　スルガシステムはともかく、ＩＴ系の職しよく場ばで女性エンジニアというのはなかなか珍しい。ましてやＮＢＬ規模の会社でチームリーダーを務めているとなれば立派な希少種だった。

　好奇心の赴おもむくまま注視していると大おお濠ほりが横から進み出てきた。

「はい、じゃあこんな感じで。すいませんね、いきなりお呼びだてして。席に戻っていただいて大丈夫です」

「もういいんですか？」

「ええ、ええ」

　軽くうなずかれる。本当に顔合わせだけだったらしい。拍子抜けする工兵達の前でＮＢＬ社員達が話し始める。

「じゃあ課長、すぐ打ち合わせに入りますか？　カウルさんから出てきたリクエストどうするかについて」

「うん……ああ、その前に今晩の作業スケジュール変更を監かん視しチームに展開しといて。どっちみち延長必要でしょ、要求通りやるにしてもやらないにしても」

「了解です。じゃあ午前二時からの作業を三時にずらす形で」

「あとアプリベンダーも招集して。切り分け要員確かく保ほしないと」

「分かりました、至急連絡します」

　ひぇぇえ。

　午前二時、三時の作業とか……えらいことになってるなぁ。自分達と大違いだ。まぁネットワーク以外は絶ぜつ賛さん構築中ということだから無理もないか。てか今日きようの作業要員を今日招集するとか……さすが業界最大手、豪腕すぎる。

（インフラ担当で本当によかった……）

　他ほかの人達が作業準備している間に自分達はＰＣのセットアップ、まったく申し訳ない。

　胸をなで下ろし踵きびすを返す。邪じや魔まにならないよう退散しかけていると不意に「あ」と課か長ちようが顔を上げた。無表情なまま大おお濠ほりをかえりみる。

「ＶＬＡＮ変更の話は？　あれスルガシステムさん担当でいいの？」




　……え？




　唐突に耳みみ慣なれた単語が聞こえてきた。

　大濠の小さな目が瞬またたかれる。課長は鼻び腔こうを広げた。

「ＶＬＡＮ変更。フロントエンドサーバ増えるからスイッチポートが足りなくなるって先週相そう談だんしたでしょ？　収容設計やり直さなきゃって」

「あ……あー」

　大濠がしまったという顔になる。しばし沈ちん黙もくした後、救いを求めるようにこちらを見てきた。

　……待て。

「今週中に使用するポート決めないと。配はい線せん手配も必要でしょ？　部材は？　余分あるんだっけ」

「ラックまたぎだとちょっと厳きびしいかもしれませんよ？　場合によっては現場調ちよう査さして必要ケーブル長サイジングしないと」

「あとサーバ側、インタフェースはタグ受けしてるんで早めにＶＬＡＮ─ＩＤ伝えてあげないとキッティングできないですよ。その辺りのスケジュール感大丈夫です？　大濠さん」

　各担当が次々に口を開く。

　大濠は左右に目を泳がせた末、にへらと笑った。首肯を一回、得意げに胸を反らし。

「そのへんは……全部スルガシステムさんにお願ねがいしてます！」

　言いやがったぁああああ！

　愕がく然ぜんとする工こう兵へい達の前で井い尻じり課長は「あ、そう」とうなずいた。

「じゃああとでスケジュールの目安だけ出しといて」

　短く指示し打ち合わせに戻る。

　工こう兵へいと室むろ見みはただただ石のように凍りついていた。
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　とにかく現況をキャッチアップしなければ。

　そういう話になった。

　今の自分達は異国に放り込まれた出で稼かせぎ労働者のようなものだ。言葉も文化も過去の経けい緯いも何一つ分からない。だが仕事の依頼は容赦なく降ってくる。納期までにこなせなければ即クレーム、責任問題。助けを求めようにも前任・引き継ぎ担当は存在しない。まったくもってヘビーな状況だった。

　だからこそ早急に過去資料を読み込まねばならない。物理・論ろん理り構成図、詳細設計書、ポートアサイン表を紐ひも解とき構築者のポリシーを探る必要があった。

　だが。

「ちょっと桜さくら坂ざか、過去成果物のフォルダにアクセスできないんだけど」

「あ、なんかそこだけ特殊な権限かかってるみたいで、今申しん請せいして開けてもらってるところです」

「……ネットワーク図、同じようなファイル名が十個くらい並んでるわよ？」

「それ全部古いファイルだそうです。最新版は大おお濠ほりさんのＰＣにあるとかで」

「ポートアサイン表と物理構成図でスイッチの数違わない？　どっちが正しいのよ」

「えー……どっちも間違ってるみたいで、コンフィグファイルの数を正ととらえてくださいってことです」

　何度か大濠とのやりとりを中継した後、室むろ見みは「うん」とうなずいた。

「よし分かった。ちょっと喧けん嘩か売られてるみたいだから買ってくるわ。桜坂、警けい備び員いん来たら適当に足止めしといて」

「!?　いや、いや室見さん何腕まくりしてるんですか。だめです！　暴ぼう力りよく沙ざ汰たはまずいです、まずいですってば！」

　………。

　などなど……胃の痛くなるようなやりとりを繰くり返した末、結局初日は終電帰り、翌日も朝六時に出社して過去資料を漁あさった。そんな工こう兵へい達にだが大濠は気さくな様よう子すで「で、いつ頃ごろアウトプット出せそうですか？」と訊たずねてくる。「今週中って話はなししましたよね。事前レビュー考えると今日きよう中じゆうにはもらえるとありがたいんですけどー」

　正直気が狂いそうだった。何度「いや無理です、すみません」と言いかけただろう。懸けん命めいに気力を保ち「もう少し、もう少し情報収集させてください」と頼み込んだ。その甲か斐いあってか午前中にはなんとかポート収容設計に入れそうだったのだが。

　………。

　はぁあああ。

　十一月十九日木曜日午後二時、工兵はオフィスの休きゆう憩けいスペースでたそがれている。

　身体からだを強い疲労が満たしていた。先程大濠と話した内容を思い出す。「定時くらいまでにはポートアサイン表お出しできそうです」と報告した工こう兵へいに大おお濠ほりは言ったのだ。

『あ、すいません。なんかアドレスの割り当てア　サ　イ　ンも僕らタスクみたいなんで、そっちも案出ししてもらえますか？』

　もちろん〆しめ切きりは今日きよう中じゆう。割り当てア　サ　イ　ンの具体的な方針、手順の指示は一切なし。ポート収容設計と同様、過去の情報を調しらべよろしくやってくれというノリだった。

　あまりにも大ざっぱ、且かついい加減。気の置けない相手という第一印象はどこへやら。蓋ふたを開けてみればこの担当者、ただひたすらに雑でアバウトなだけだった。

　打ち合わせ後どうやって席に戻ったのかよく覚えていない。余程ひどい顔をしていたのだろう、着席するなり室むろ見みに『休きゆう憩けいしろ』と言われた。

『話はあとできくから、とりあえず十分くらい休んできなさい』

　有無を言わさぬ口く調ちようだった。

　結果工兵は一人ひとり休憩室の分煙カウンターに寄りかかっている。立ち飲み屋でくだを巻くサラリーマンよろしく、ペットボトルのお茶をちびちびと舐なめ続けていた。

「あ、お疲れ様でーす」

　不意に明るい声をかけられた。狐きつね目めの女性が入り口脇わきに立っている。左手に赤パッケージの煙草タバコ箱ばこ、右手に銀ぎん色いろのジッポライターを握っている。白のブラウスが目に眩まぶしい。ビジネスカジュアルルックのＯＬだった。データベース担当の……確たしか貝かい塚づかさんだったか。

　工兵は居住まいを正し一礼した。

「お疲れ様です」

「どうもどうも、お邪じや魔ましますね」

　貝塚は手をひらひら振りカウンターに歩みよってきた。工兵の正面に陣取ると一本煙草を取り出す。カチリと慣なれた様よう子すで着火。ややあって固まる工兵に気づいたのか片かた眉まゆをもたげる。

「あー、いいんですよ。もっとだらーってしてて、休憩スペースですし」

　と言われても……。

　顧こ客きやく相手にあまりだらけた姿も見せられない。困惑してたたずんでいると貝塚は「ああ」と声を上げた。

「誤解してたらすいませんけど、わたし、ＮＢＬの社員じゃないですよ。そちらと同じ業務委託です」

「……へ？」

　きょとんとする工兵の前で貝塚は名刺入れを取り出した。中身を一枚抜き取り差し出してくる。

「あらためまして、株式会社スピリッティアの貝塚です。どうぞよろしく」

「あ、はい……えと」

　身体からだを探るも名刺入れはない。ロッカーに置き忘れてしまったのか、仕方なく工兵は手ぶらで名刺を受け取った。

「すみません、ちょっと名刺を置いてきてしまって。……スルガシステムの桜さくら坂ざかです」

「どうも、よろしく」

「よろしくお願ねがいします」

　受け取った名刺を覗のぞき込む。株式会社スピリッティア……聞かない名前だ。本社所在地は目め黒ぐろ、代表電話に並んで携帯の番号がプリントされている。

　名前の欄らんに視し線せんを移動。貝かい塚づか悠ゆう里り、肩書きは……データベースアーキテクトか。

「やーそんなまじまじ眺めないでください。大した会社じゃないんで」

　貝塚が恥ずかしそうに言う。細い腕を上げ頭を搔かいた。

「ベンチャーって呼ぶのもおこがましい零細企業なんで本当は名刺交換とかしたくないんですよね。ただこんな現場だとお互いの顔と名前もなかなか結びつかないですし。せめてこういう形で挨あい拶さつしておかないと」

　確たしかに……昨日きのうからやれ○○さんだ△△さんだと紹介され、さっぱり記き憶おくできていない。名刺に相手の特徴を書き込んでおけば大分マシになるだろう。

　と思った瞬しゆん間かん、名刺を取り上げられた。

「というわけで質問ターイム！　わたしの名前と会社名はなんでしょー！」

「え、えええ？」

[image: ]

　瞬まばたきする工こう兵へいの前で貝かい塚づかが片手を広げる。

「制限時間五秒、正解者には素敵すてきなプレゼント、外れたらドキドキのバツゲームが待ってます！」

「バツゲーム!?」

「はい、いきますよ。ごぉ、よぉん、さぁん……」

「わ、わわ」

　慌てて記き憶おくを探る。えーと名前はともかくとして……会社名はスピ、スピ、スピ……？

「いぃち、ぜろ！　はい回答！」

「株式会社スパゲッティの貝塚さん！」

「はいパスタいただきましたー！　わたしの名前も貝が入ってるし、具材みたいでベストマッチだね！　……ってなんでやねん！」

　見事なノリツッコミを返された。

　かなりな無茶むちや振ぶりかと思ったのに……完かん璧ぺきな間とネタ返し。何者だこの女、ただ者じゃねぇ。

　おののく工兵に貝塚は再度名刺を差し出してきた。

「はい、スピリッティアの貝塚です。忘れないでくださいな」

「すみません……」

「というわけでバツゲームいきましょうか」

「本当にやるの!?」

　貝かい塚づかは厳おごそかにうなずいてみせた。

「約束は約束ですから」

　約束してないし！

　工こう兵へいの反発を気にした風もなく貝塚は「そうですねー」と考え込んだ。しばらく沈ちん黙もくした後、両手を叩たたく。

「決めました。明日あしたまでにマルボロ、ワンカートン買ってきてください。メンソール以外で」

「パシリ!?」

「桜さくら坂ざかさんも一本吸っていいですよ？」

「二百分の一を恩着せがましく言うとか！」

　そもそも自分、煙草タバコ吸わないし……！

　うらめしげに貝塚を見上げる。

「……ちなみに正解だった時のプレゼントはなんだったんですか？」

「ん？　煙草一本吸わせてあげようかなーと思って」

　変わらねぇじゃん。

　工兵は嘆息しカウンターにもたれかかった。やさぐれ気味にペットボトルの中身をあおっていると、貝塚がくすりと笑った。

「そうそう、そのくらい気を抜いて丁度いい感じですよ。普通の案件みたいにピリピリしていたら三日ともちませんから」

「え？」

　視し線せんをもたげる。貝かい塚づかが口元を緩ゆるめていた。糸のような目が笑っている。彼女は煙草タバコを口から離はなすと紫煙をくゆらせた。

「ほんっとバンバン人が潰つぶれてくんですよね、ここの現場。プロジェクト開始から三分の一くらい入れ替わってるんじゃないですかね？　かくいうわたしも実は三人目のデータベース担当なんですよ」

「え、そうなんですか？」

「ええ、前任は三週間でダウンしたらしいですよ」

　マジか……。

　ネットワークだけが無茶苦茶むちやくちやなのかと思いきや他ほかの分野も大変なことになっているらしい。三分の一が交代って、軍隊なら全滅扱いだぞ。おかしいだろう。

「一体なんで……そんなことになってるんですか」

　天下のＮＢＬともあろう会社のプロジェクトが。

　訝いぶかしむ工こう兵へいに貝塚は「うーん」と唸うなってみせた。周囲を見渡してから声を潜ひそめる。

「一言で言えば赤字プロジェクトなんですよ、これ」

「赤字？」

「そう、受注時の予算をとっくに使い果たして毎月のようにキャッシュ垂れ流し中」

「………」

　貝かい塚づかは肩をすくめた。

「もともと既存顧こ客きやくの解約阻止？　案件だったみたいで、競きよう合ごうベンダー蹴け散ちらすためにかなり無む茶ちやなディスカウントかけたらしいんですよ。採算度外視、利益率最低、ＲＦＰの実現可能性とかもガン無視で」

　うげ。

「で蓋ふたを開けたら全然顧客要件が実現できなくて、開発期間が延びる、外注予算がなくなる、安くて質の悪いパートナーに変更してまた開発期間が延びる──の無限ループ状態で。そうこうしているうち、うちみたいな弱小にまで話が回ってきたというわけです」

「……完全に破は綻たんしてるじゃないですか」

「そうともいいますねー」

　貝塚はへらへらと笑ってみせた。いや笑い事じゃないだろう。今の話が本当なら彼女は終わる見込みもないプロジェクトに拘こう束そくされていることとなる。あの牢ろう獄ごくじみた部へ屋やで、退場の時期さえ見越せないまま。

　険しい表情で沈ちん黙もくしていると貝塚は小首を傾かしげた。

「あ、ちなみにネットワークも事情一いつ緒しよですからね」

「へ？」

「構築ベンダーが撤てつ退たいしたんですよ。いつまでも初期費用だけで扱こき使われちゃたまらないって」

「て、撤退？」

　貝かい塚づかはうなずいた。

「エクセルエレクトロニクスって聞いたことありません？　商社系のネットワークインテグレータ、あそこが今回のインフラ作ったんですよ。先月まで十人くらい人を常じよう駐ちゆうさせてて……結構頑張ってましたけどねぇ、検収条件や作業範はん囲いで揉もめまくって最後は喧けん嘩か別わかれ同然に出てっちゃいました」

「………」

　くらりと立ちくらみがした。

　カウンターにつかまり身体からだを支える。動どう悸きが激はげしい。気を抜くとこの場に崩れ落ちてしまいそうだった。

　唐突に大おお濠ほりと井い尻じり課か長ちようのやりとりが蘇よみがえる。

『……例のＥＥの件？』

『いやだよ、あとでとばっちり来るのは』

『大丈夫です、金かな山やまさんも了承済みらしいですし』

　ＥＥ──エクセルエレクトロニクス。

　工こう兵へいは歯がみした。

　くそったれ、全部織おり込こみ済ずみで押しつけてきたってわけか。あのオレオレ親おや父じめ、えげつないにもほどがある。

「あの……それで今の状況って」

　混乱しながらも情報を集めようとする。一体何が完了して何をしなければいけないのか。直ちよつ近きんどういうことが課か題だいになっているのか。可能な限り話を聞こうとした時だった。

　ぱらぱらと乾いた足音を立て中年男性が数人入ってくる。いずれも憂ゆう鬱うつ極まりない顔で煙草タバコの箱を取り出していた。

「おっと、そろそろ戻らないと」

　貝かい塚づかが腕うで時計どけいを覗のぞき込む。吸いかけの煙草を灰皿に押しつけた。

「じゃあまたお話しましょう、気楽に、とにかく気楽に考えることですよ」

　所しよ詮せん日ひ銭ぜに稼かせぎですし──

　手をひらひらさせて休きゆう憩けい室しつから出て行く。工兵はしばらくその背中を見送っていたが、やがてはっと壁かべ時計を顧かえりみた。時刻は……二時十二分。

（げ、十分過ぎてるじゃん）

　まずい、室むろ見みさんジリジリして待ってるんじゃないか。ただでさえ死にそうな顔をして出てきたのだ。戻りが遅いと余計な心配をかけかねない。

　工こう兵へいはペットボトルをゴミ箱に捨て廊下に出た。




「すみません、遅くなりました」

　謝しや罪ざいしつつ自席につく。わずかに椅い子すを下げただけですぐ背もたれが壁にぶち当たる。相変わらず狭苦しい、窒息しそうな空間だった。

　こんなところに際限なく常じよう駐ちゆうするとか……絶対おかしくなるだろう。

　貝かい塚づかの話を思い出しながら嘆息する。

　まぁ今思い悩んでも仕方のないことだが。せめてどこかのタイミングで机の位置くらい調ちよう整せいさせてほしいものだ。

　さて我らが上長の様よう子すはどうかな。遅れて機き嫌げん悪いようならもう一度謝あやまっておこうかと思ったのだが。

「……っ!?」

　機嫌が悪いどころではない。見ている者の心胆を寒からしめるような恐ろしい形ぎよう相そうだった。頰ほお肉にくが吊つり上がり鋭するどい犬歯が露あらわになっている。鳶とび色いろの双そう眸ぼうはかっと見開かれディスプレイを睨ねめつけていた。口元から低い舌打ちの音が聞こえてくる。

「す、す、すいません室むろ見みさん！　本当遅れて申し訳ありません。二分も余分に休きゆう憩けいするとかたるみすぎてましたー！」

「あぁ？」

　室見がこちらを向く。吊つり気味の眼まなこが怪け訝げんそうに瞬またたかれた。

「何あんた、もう帰ってきたの？　ゆっくりしてればいいのに」

「え」

　遅れたことを怒ってるんじゃないのか？

　じゃあなんでこんな不ふ機き嫌げんそうなんだ。不ふ思し議ぎに思い室見のデスクトップをうかがう。

「あの……何かあったんですか？」

「何か……何かね、ふん」

　室見は鼻を鳴らした。椅い子すにもたれかかり両手を組む。

「ここのＰＣ……機き械かいにアクセスできないわよ」

「機械？」

「カウルのインフラ、ルータとかスイッチとかの本番機器」

「……えーっと」

　言っている意味がよく分からない。

「直接ログインできないってことですか？　一度踏み台サーバを経由する必要があるとか」

　セキュリティ対策などの理由により、商用サーバは特定端末以外のメンテナンス通信を拒否するケースがある、そのことを言っているのかと思ったが。

　室むろ見みはかぶりを振った。

「管理ネットワークも踏み台サーバも何もないわよ。カウルのインフラは完全にここのＬＡＮと隔絶されている。telnetどころがｐｉｎｇ一つ通らないわ」

「はぁあ？」

　思わず声を上げていた。いや、本気でわけが分からない。自分達は本プロジェクトのネットワーク担当だろう。なのに機き械かいをいじれない？　どうやって仕事しろというのだ。

　室見は物もの憂うげにマウスを操そう作さした。

「色々調しらべてみたけど……どうもメンテナンス用インフラが別にあるみたいね。場所は天てん王のう洲ずのデータセンター内、機械を触りたい場合はそこまで行って専用端末からログインする」

「て、天王洲ですか？」

　大おお崎さきからどういう経路で行くんだ？　タクシー？　りんかい線せん？

「もっと楽しい話があるわよ。ＤＣ内のメンテナンスルームはＰＣ・外部記き憶おく媒体一切持ち込み不可。つまり作業用コンフィグを作っても実じつ環かん境きようにコピーする手段は皆無ってわけ。あはは、全部頭で覚えて現地入りしろっていうのかしらね、ここの人達は。あははは」

　乾いた笑いが響ひびく。

　工こう兵へいはぱくぱくと口を開け閉めした。衝しよう撃げきのあまりうまく声が出てこない。

「……え、あ、あの、じゃあ僕らどうやって作業するんですか？　本当に設定全部覚えてデータセンターに向かうんですか」

　何十行、何百行というアルファベットの羅ら列れつを暗記して。

　室むろ見みは下唇を突き出した。

「そんなことできるわけないでしょ、どこの科か挙きよよ。私達は受じゆ験けん生せいでも大道芸人でもないっていうの」

　カチリとマウスのクリック音が響く。室見の眼まなこがわずかにすぼまった。

「一応データの持ち込みフロー自体はあるっぽいわね。指定フォルダにファイルをアップロードして本番環かん境きよう──メンテナンス端末にコピー依頼する。ただ内容のセキュリティチェックと審しん査さに概おおむね一週間必要……と、伝でん書しよ鳩ばとよりひどいわねこれ、何マイクロｂｐｓよ」

「……すみません室見さん、僕気分が悪くなってきました」

　吐き気さえ覚えてつぶやく。

　いくらなんでも仕事しづらすぎだ。そりゃここまで余分な手続き増やせば赤字にもなるだろう。設定一回変更するごとに一週間エンジニアを拘こう束そくするわけだから。

　室見は嘆息し目を閉じた。

「私もよ、とにかくちょっと想定外のことが多すぎ。見込み甘かったかも、うちに話が来た経けい緯い含めて少し情報収集した方がよさそうね」

「室むろ見みさん、その件なんですけど」

　工こう兵へいは深呼吸を一回、貝かい塚づかから聞いた話を伝えていった。採算度外視の案件受注、度たび重かさなるパートナー企業の変更、そしてネットワークベンダーの撤てつ退たいについて。

　全すべてを話し終えると室見は天てん井じようを仰いだ。「最悪」と凍こごえたように首を振ってみせる。

「完全に失敗プロジェクトじゃないの、二に人にん月げつや三人月うちが持ち出してなんとかなる話じゃないわ。数百人月のデスマーチが現在進行形とか……考えるだけでもぞっとする」

「ど、どうしましょう……」

　怯おびえる工兵の前で室見はぎりっと歯がみした。

「仕事として請うけ負った以上、逃げ出すわけにはいかない。でも……」

　大きな目をすぼめる。

「対策は立てておくべきね。桜さくら坂ざか、今日きようの夜あんた暇？」

「はい？　あ、ええ、特に予定ないですけど」

　室見はうなずいた。

「ＯＫ、藤ふじ崎さきさん含めて緊きん急きゆうミーティングしましょう。状況報告して、場合によっては社長に働きかけてもらう」

「撤退……ですか？」

「そこまでもっていければいいけどね、まずは業務範はん囲いの定義と作業場所の調ちよう整せい、最低限そこだけは吞のんでもらう。ここでいいように働かされてたら私達も潰つぶれてしまうし。とにかく常じよう駐ちゆうの要素を少しでも減らさないと」

　強い口調で言いきられる。しばらく沈ちん黙もくした後、工こう兵へいは首肯した。眦まなじりに力を込め向き直る。

「分かりました。藤ふじ崎さきさんへの連絡は？　どうしましょう。僕電話してきましょうか」

「頼める？　私、ちょっと大おお濠ほりさんの宿題で手が離はなせないから」

　もちろんですと答えて工兵は席を立った。ポケットのロッカーキーを確かく認にん、強い力で握りしめる。とりあえず携帯を回収しよう。休きゆう憩けい室しつに行って藤崎の番号をコールして……いや話題が話題だけに一階ロビーまで降りた方がいいか？

　思考をまとめながら歩き出す。ロッカー脇わきを小走りに通り抜けようとした時だった。

「あ、桜さくら坂ざかさん丁度いいところに」

　一番顔を合わせたくない人間と鉢合わせた。

　角刈りのスポーツマン……大濠が満面の笑えみを浮かべていた。

「今よろしいですか？　室むろ見みさんも」

「あ、あの」

「すぐ終わりますから」

　有無を言わさぬ口調で告げて工兵の横を行きすぎる。しかたなく工兵は引き返した。大濠と二人ふたりで自席に戻る。

　室むろ見みの顔が強こわばった。背筋を伸ばし緊きん張ちようした面持ちとなる。

「ああいいですいいです、そのまま聞いてもらって。ええっとですね、お二人ふたりとも今日きようの夜空あいてますか？」

　今日の……夜。

　室見の口元が引きつった。

「今日は夜、社内の打ち合わせが入ってまして、終業次第帰社予定だったんですが」

「はぁあ社内打ち合わせ」

　驚おどろいたように答えられる。大おお濠ほりは角張った顎あごをわずかにもたげた。

「うーん、なんとかなりませんかね。実はちょっと今晩作業があるんですけど」

「作業……ですか？」

「作業というか待たい機きというか、……いえね、ステージング環かん境きようのアプリが一つうまく動かないらしくって。今日の夜テストするんですよ。で、ネットワーク側も問題切り分けのために立ち会ってもらえないかって」

「……どのくらいの時間を想定されてますか」

　室むろ見みの質問に大おお濠ほりは「うーん」と唸うなった。

「夜三時から二時間くらいですかねぇ」

「さん……じ!?」

　工こう兵へいは思わず訊たずね返していた。聞き違いかと思ったのだ。だが大濠はにこやかに「ええ」と答えた。

「開発中のシステムなんで日中は止められないんですよ。夜も結構遅くまでいじってますし諸もろ々もろ処理が終わるのを待って……まぁ三時なら早い方じゃないですか？　いつもはもっと早朝近くになりますし」

　………。

　じょ、冗じよう談だんじゃない。

　とても付き合っていられなかった。断らなきゃ、せめて休日・深夜作業はあらかじめ言っておいてくれと頼まなければ。

　必死の形ぎよう相そうで抗こう議ぎしようとした時だった。

　デスク向こうから井い尻じり課か長ちようの声が聞こえてきた。

「大濠君、ちょっといいかな。貝かい塚づかさんも」

　おっとと言って大濠が振り向く。軽く会釈した後、もう一度工兵達に向き直った。

「じゃ、そういうわけなんで。申し訳ないけど今晩はよろしくお願ねがいします」

「え、いや……あの」

「集合場所は天てん王のう洲ずＤＣで、あとで地図送っときますね」

　止める間もなく歩き去ってしまう。工兵と室見は顔を見合わせた。




　結局、押し切られてしまった。

　午前三時、工こう兵へい達は天てん王のう洲ずデータセンターのオペレーションルームにいる。六畳ほどのスペースに机や椅い子す、端末がごちゃごちゃと詰め込まれていた。狭い。大おお崎さきの事務所も手狭だったが、こちらはまた別次元の窮きゆう屈くつさだった。何せ十平へい米べいほどの空間に人間が六人いるのだ。全員肩を縮ちぢこまらせ暗い目つきでモニターを覗のぞき込んでいる。一種凄せい惨さんな空気がキューブ状の室内に漂っていた。

　工兵は周囲を見渡した。

　クリーム色の壁かべに開口部の類たぐいはない。窓は見当たらずスチール製の扉はぴったりと閉ざされていた。

（窓のない部へ屋やって……こんな息苦しいものなのか）

　知りたくもなかった事実に暗あん澹たんたる気分となる。工兵は溜ため息いきを一つ、視し線せんを正面に戻した。長机に液晶ディスプレイとキーボードが置かれている。画面に表示されているのはグラフィカルなメンテナンスページ。タイトルバーにはAdministration Toolsと書かれている。ファイアウォールのＧＵＩ（グラフィカルユーザインタフェース）だった。

　傍かたわらの室むろ見みが画面を凝ぎよう視ししている。手元から断続的なタッチタイプ音が響ひびいてきた。

「……分かります？」

　工こう兵へいは恐る恐る訊たずねた。

　何が、とは言わない。そもそも自分達は一切のブリーフィングを受けず連れてこられたのだ。ファイアウォールの設置場所、位置づけ、ポリシー内容、どれ一つ情報を与えられていなかった。

　大おお濠ほりの指示内容はシンプルだった。

『問題のアプリを動かしますんで、ネットワーク側でエラー出てないか確かく認にんしてもらえます？』

　以上。

　いや問題のアプリって何？　どこからどこへの通信？　そもそもネットワーク上のどの機き器きを調ちよう査さすれば「エラーが出てない」と言い切れるわけ？　自分達ネットワーク図もパラメータシートも何一つ持ち込めてないんですけど……。

　絶望的な気分のまま、とりあえず調査を開始した。同室のオペレータに「何かログインできる機械ありますか？」と訊ね、出てきたのがこのファイアウォール。当然ながらネットワーク上のどこに配置されているかも分からない。設定を見て想像するしかなかった。

　室むろ見みは片目をすがめた。

「外部接続セグメントとサーバセグメント間にいるファイアウォールっぽいけどね。インタフェースが多すぎてどこにどう繫つながってるかさっぱりだわ。ゾーン設計も目茶苦茶めちやくちや、アドレスブックも重ちよう複ふくしまくってるし……」

　何度かリンクをクリックした後、室むろ見みは「ああああもう」と顔を覆おおった。

「ＧＵＩ使いづらい！　なんでコマンドライン解放してないのよ!?　パイプもタブ補完も使えないとかストレスたまりまくりなんだけど。誰だれよこのメンテナンス環かん境きようデザインしたの？　馬ば鹿か？　ド素しろ人うと？」

「む、室見さん、ちょっと」

　慌てて発言を遮さえぎる。周囲の視し線せんが痛い。見たところパートナー社員ばかりのようだが、どこからどうＮＢＬに伝わるか分かったものでない。工こう兵へいは懸けん命めいに室見をなだめた。

「弘こう法ぼう筆ふでを選えらばずっていうじゃないですか。一流の職しよく人にんはどんな道具だって立派に使いこなすものですよ。ていうかこのファイアウォールなかったら僕ら本当に何もできなかったわけですから、まだラッキーというべきですよ、ラッキー」

「……むー」

　室見は不ふ機き嫌げんそうに唸うなった。鼻から息を抜き仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「そういう前向きな思考は気持ちに余裕があるからこそできるのよ。今の私達のどこに余裕があるわけ？　逆さに振っても溜ため息いきしか出てこないわ」

「……確たしかに」

　工こう兵へいは鼻の頭を搔かいた。状況は劣悪、打開の見込みもない。室むろ見みが不ふ機き嫌げんになるのももっともだった。

　室見は暗い視し線せんを投げかけてきた。

「そんなに場を和なごませたいならあんた何か面おも白しろいこと言いなさいよ。一発で私が笑い転げるくらい気の利いたギャグを」

「また無茶むちや振ぶりを……」

「言っておくけど私、カモメとＭ─１グランプリ見て一度も笑わなかったから」

「すげぇハードル高いんですけど!?」

　無茶振りどころではない、かぐや姫ひめの結婚条件並に無理難なん題だいだった。

　だが自分の頑張り一つで場の空気が和やわらぐなら、ここは是非チャレンジするべきだろう。工兵は少し考えてから口を開いた。

「じゃあこないだ僕の経けい験けんしたことを話しましょうか。先々週の……土ど曜ようだったかな？　橋はし本もと課か長ちようと池いけ袋ぶくろで食事会したんですけど」

「またぁ？」

「またって……そんな回数こなしてないですよ？　月に一、二回くらいです」

「………」

　押おし黙だまる室見をよそに工兵は話を続けた。

「食たべログで日に本ほん酒しゆの美お味いしい店をいくつか見つけて、二人ふたりで飲み歩いてたら終電過ぎちゃったんですね。で、タクシー代使うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいから始発待ちでカラオケ行こうって話になったんですが」

「カラオケ──」

「ファミレスでもよかったんですけどね。なんか『軽く歌ってきます？』って訊きいたら思ったより食いつきよかったんで、それで西口のパセラに行った感じです」

「待って、ちょっと待って桜さくら坂ざか」

　室むろ見みが手をかざした。片かた眉まゆを上げ訊たずねてくる。

「何？　あの人歌うの？　カラオケで？」

　工こう兵へいは「ええ」とうなずいた。

「バリバリ歌いますよ。いや僕も最初は心配してたんですけどね。あの人、メールの文面はともかく口く調ちようはアレ一択なんで、ちょっとお経みたいになるんじゃないかと思ってたんですが……、これがまたなかなか」

「へぇ」

　素直に感心される。

「人は見かけによらないもんね。で、何歌うのあの人？　洋楽とかドリカムとか？」

「いえ、アンパンマンマーチ」




　ぶっ！




　噴ふき出して机に突っ伏された。

　天板に爪つめを立て肩を震ふるわせている。

　よし、勝った。

　ガッツポーズする工こう兵へいの前で室むろ見みが顔を上げる。口元をひくつかせ涙目になっていた。

「き、汚いわよ桜さくら坂ざか、身内ネタで笑いを取るなんて。芸人として邪道、反則行為よ」

　いや……僕芸人じゃないし。

「ちなみに二曲目は崖がけの上うえのポニョ」

「ぶぐっ！」

「三曲目はとっとこハム太郎」

「………！」

「〆しめははじめてのチュウ、驚おどろきの原曲キーで」

「歌えるの!?　マジで!?」

　素で驚おどろかれた。

　いや……これが本当にそっくりなんだ。自分も聴きいててびっくりした。

　しばらくして室見がハンカチを取り出した。目元を拭ぬぐい呼吸を整ととのえる。彼女は数回深呼吸した後、首を振った。

「……分かった、分かったわよ。確たしかに愚ぐ痴ちってても仕方ないし。与えられた環かん境きようでなんとかできるか考えてみるわよ」

「何か僕の方でできることあります？」

　工こう兵へいの質問に室むろ見みは「んー」と唸うなった。

「そうね……ファイアウォールの設定確かく認にんして、大まかなネットワーク図起こしてくれない？　手書きの粗あら々あらなものでいいから、どのインタフェースの先にどのセグメントがいるか把握できる感じで」

　なるほど、構成資料がないならこの場で起こしてしまえということか。設定を確認し各機き器きの繫つながりを図示する。まずはＩＰアドレスの配置から、うん、役に立ちそうだ。

「了解です。ケーブル結けつ線せんとか……物理的な接続もまとめますか？」

「必要ない。まずは論ろん理り接続にだけフォーカスする」

「分かりました」

　席から立ち上がり室内を見渡す。右手奥、パソコンラック上に数本のペンが確認できた。

「すみません、このペンちょっとお借りしてもいいですか？」

　ラック脇わきの男性に声がけする。太ふと眉まゆの男は少し視し線せんをもたげただけで首肯してきた。工こう兵へいは一本ペンを取り上げるともう一度男性に向き直った。

「あの……何か裏紙みたいなものあったりします？」

　男は小さく嘆息しキーボードから離はなれた。物もの憂うげな表情でラック下段のコピー紙を取り上げる。

「十枚くらいあればいいですか？」

「あ、はい。全然足ります」

　埃ほこりっぽい用紙を受け取り引き返す。室むろ見みの傍かたわらに座り端末ログイン、ブラウザ経由でファイアウォールにアクセスした。設定情報を確かく認にんし用紙に図式化していく。

　とりあえず真ん中にファイアウォールを置いて……ルーティング情報を片っ端から転記していくか。あとはアドレスブック……ゾーン名も。

　………。

　二十分くらい作業していると朧おぼろ気げながら全体像が見えてきた。ファイアウォールを中心に数台のルータが繫つながっている。外側に二台、内側に四台、それぞれ１０．台と１９２．台のプライベートアドレスが割り当てられていた。横に一本延びている線せんはバックアップ機き──冗長用のファイアウォール向けか。

　細かな通信制御ポリシーまで書き出すべきか悩んでいると唐突に扉が開いた。

　角刈りの男性──大おお濠ほりが顔を見せる。

「スルガシステムさん、そろそろテスト入りますね」

　確認お願ねがいしますと言って扉を閉めようとする。工兵と室見は顔を見合わせた。

「すみません、ちょっと、ちょっといいですか」

　情報確認するなら今しかない。メモを取り上げ工こう兵へいは立ち上がった。小走りに追いすがり手書きのネットワーク図を広げる。

「今日きようのテスト……この絵でいうと、どこからどこに通信する感じですか？」

「んー？」

　大おお濠ほりがメモを覗のぞき込んだ。眉まゆ根ねを寄せしかめっつらになる。

「この真ん中の四角がファイアウォールです。ホスト名はext-fw-01、上側のインタフェースが外方向で……多た分ぶん他ほかの業者さんに繫つながってるんじゃないでしょうか。で下が内側、それぞれ先にあるサブネット……アドレス情報を記載してあるんですけど」

「………」

　工兵の説明に、だが大濠は渋い顔のままだった。しばらくして大きく首を傾ける。

「ホスト名とかサブネット情報とか言われても……よく分からないですねぇ。もっと全体図みたいなものがあれば答えられるかもしれませんけど」

「あるんですか？　全体図」

「大おお崎さきに戻れば」

「………」

　怒っちゃだめかなぁ。だめなんだろうなぁ。

　工こう兵へいは忍耐強く質問を続けた。

「じゃあせめて通信元と通信先のアドレスだけ情報もらえませんか？　ＩＰさえ分かればファイアウォールのルーティング設定を探れるんで」

「アドレス……も分かりませんね」

「何なら分かりますか？」

　食い下がる工兵に大おお濠ほりは口元をへの字に折り曲げてみせた。

「いや、アタシそんなややこしいことお願ねがいしてるつもりないんですけど。アプリが通信してる時にネットワークでエラー出てないか確かく認にんしてもらいたいだけですよ。それにそんな細かい情報必要なんですか？」

「ネットワークと一口に言っても色んな通信経路がありますし、エラーメッセージだって通信障害以外に色々出るんですよ。少しは当たりをつけないと、どこを調しらべていいのやら」

　室むろ見みから聞かされた情報を織おり交ぜ必死に説得する。ややあって大濠は根負けしたようにうなずいた。

「在庫管理系のアプリって聞いてますけど、多た分ぶん販売情報システムと外部発注系のサーバが通信するんじゃないですか？」

　不十分極まりない情報。だがとりあえず具体的なキーワードは得られた。幸いファイアウォールの設定にシステム名称と思おぼしき文字列が含まれている。そこから調べれば大おお凡よその通信経路はつかめるだろう。

「ありがとうございます、それじゃモニタしてますね」

　頭を下げて引き返しかけると後ろで小さな溜ため息いきが聞こえた。つぶやくような声が耳に届く。

「ＥＥさんはもっとよろしくやってくれたのに」

「………」

　聞かなかったことにしよう。今は目の前の仕事に集中すべきだ。

　扉の閉まる音に合わせて工こう兵へいは着席した。

「何か分かった？」

　室むろ見みの質問に工兵はメモを示した。

「一応通信するシステム名は、……無茶苦茶むちやくちやざっくりしたキーワードですけど」

「いいわ、何もないより全然マシよ」

　室見の細い指がメモを引き寄せる。彼女はディスプレイに視し線せんを走らせた。

「さっきＨＡＮＢＡＩなんとかってアドレスグループ見つけたから多分それが販売情報システムね。あとは外部発注っぽい文字列探して両者が関連するポリシーを検索すれば」

　送信元・宛あて先さきのアドレス情報、通信内容が分かるというわけだ。

　工こう兵へいは固かた唾ずを吞のみ画面を見守った。

　ブラウザの表示……ファイアウォールの設定情報が高速で切り替わっていく。室むろ見みはキーボードとマウスを器用に使いこなし目的の文字列を探していった。

　しばらくして室見の手が止まる。

「あった」

　囁ささやくような声。工兵は身を乗り出した。

「ブック名ＳＲＶ─ＧＡＩＢＵ─ＨＡＴ、セグメント情報は10.230.40.0/28、所属ゾーンはTrust」

　おおと工兵は喘あえいだ。早い。さすがは室見さんだ。あれだけの手がかりでビンゴの情報を引っ張ってくるなんて。

　室見が視し線せんを画面に固定したまま指示する。

「手元のネットワーク図に情報転記して、ＨＡＮＢＡＩの方も今表示するから」

「あ、はい」

　ペンを取り上げメモに書きつける。ファイアウォールの内側、ゲートウェイルータの先、ゾーン名Trustで10.230.40.0/28と。

「書きました」

「じゃあ次、ブック名ＳＲＶ─ＨＡＮＢＡＩ─ＪＹＨ、セグメント情報は10.230.40.16/28、所属ゾーンはTrust」

「はい、ゾーン名Trustでファイアウォールの内側、ルーティングはゲートウェイルータの先……」

　………。

　あれ？

　まじまじとメモを見つめる。

　二つのグループはどちらもファイアウォールの内側、ゲートウェイルータの先にあった。てかセグメント情報もほとんど一いつ緒しよだし、ひょっとしてこれ。

「あの……室むろ見みさん」

「何よ、今忙しいんだけど。ポリシー名……それっぽいの見つからなくて」

「いや、ええっと」

「あ、まさかと思うけどアプリ名じゃなくて設定日付をポリシー名にしてる？　なんでここだけ命名基準変えてるのよ。運用性悪いわね、センスを疑うわセンスを」

「………」

「こうなったらブック名から検索してやるわ、一いち覧らん表示にしてメモ帳コピー、丸ごと検索を……って何よ!?　さっきから鬱うつ陶とうしい！」

　背中に「の」の字を書いてるとさすがに振り向いてくれた。ぎろりときつい視し線せんで睨まにられる。工こう兵へいは慌てて両手を振った。

「いえ……あの、これ見て下さいよ。正直ファイアウォールの設定がどうこうって次元じゃないです」

「あぁ？」

　怪け訝げんそうにメモを覗のぞき込む。視線が工兵の記述を追いかけた。外部発注サーバから来た通信は手前のゲートウェイルータで折り返し販売情報システムに──

　………。

「ファイアウォール通らないじゃない」

「ええ」

　室むろ見みは瞑めい目もくした。しばらく考え込んだ後深呼吸する。

「つまり……このファイアウォールで通信モニターしても意味がない？」

「残念ながら」

　工兵の答えに室見は「なるほどね」とつぶやいた。しばらくたってからもう一度、まったく同じ口く調ちようで「なるほどね」と言う。

　………。

「やってられるかぁあああ！」

　案の定爆ばく発はつした。立ち上がりかける彼女を必死で押え、工兵は周囲に頭を下げた。

「すみません、すみませんちょっとした発作ですので」

　力ずくで座らせ視線を合わせる。同じ目線で彼女と向き合った。

「室むろ見みさん落ち着いて下さい。とりあえずこの……ゲートウェイルータにログインしてみましょうよ。その直下にサーバが入れば予定通り、通信モニタリングできるでしょう」

「ログイン方法は？　パスもＩＤも何一つ分からないんだけど」

「訊きいてみます」

　力強く言って工こう兵へいは離り席せきした。長机の間を抜け迷惑そうなオペレータ達に一人一人ひとり訊たずねて回る。三人目にしてようやく「そういえば」の言葉を引き出した。

「ＥＥさんがログインマニュアル置いてったかも」

「本当ですか！」

　男性オペレータはパソコンラックの脇わきからクリアファイルを抜き出した。中身を探り一枚プリントを取り出す。

　手渡された資料を工兵は覗のぞき込んだ。空白の多い紙面にTeraTermのスクリーンショットが貼はりつけられている。すぐ下に「ＩＤ」、次いで「パス」の表記。マニュアルと呼ぶにはあまりに簡かん素そな内容、だが確たしかにネットワーク機き器きのアクセス情報だった。

「機械のアドレスまでは分かりませんよ」

　念を押すように言われる。工こう兵へいはうなずいた。

　アドレスはファイアウォールのルーティング設定から引っ張ってこられる。TeraTermからのアクセスを許していることも分かった。自分達ネットワーク屋にとってみれば十分すぎる情報だった。

「室むろ見みさんっ」

　プリントを手に帰き還かんする。室見は眦まなじりを吊つり上げ紙面を覗のぞき込んだ。

「……不幸中の幸いね。オペレータ単位でＩＤ・パス設定されてたら手も足も出ないところだったわ。セキュリティ的には微妙だけど、こういう時には共通ＩＤ・パスも助かるわね」

　室見の操そう作さに従いディスプレイ上にTeraTermの画面が出現する。彼女は高速なタッチタイプでゲートウェイのアドレスにアクセスした。ＩＤ・パスを入力し──ログイン。

「よし来たっ」

　プロンプトが[image: ]に変わる。

　室見がルーティング確かく認にん用ようのコマンドを打ち込む。"show ip route 10.230.40.0"、……エンター。出力された結果を工兵は読み上げた。

「……学習元プロトコルはＯＳＰＦ、ネクストホップ（パケット転送先）10.230.15.1」

「ふん、外部発注系サーバは10.230.15.1ルータの先ってわけね。じゃあ次販売情報システム、show ip route ……10.230.40.16っと」

　実行。結果は──

「学習元ＯＳＰＦ、ネクストホップ10.、230.、15.、[image: ]、」

「同じルータの先かよ！」

　室むろ見みが机を叩たたいた。眦まなじりを吊つり上げ立ち上がる。

「何よ、なんなのよ！　内側でごにょごにょ通信してて……全然モニタできないじゃないの!?　神経衰弱やってんじゃないわよ。一体どの機き械かいにログインすれば目的の通信を確認できるのよ!?」

「室見さん、室見さん、お願ねがいだから怒らないでください。ほら、次のルータにログインしてみましょうよ。この……10.230.15.1ってアドレスに。そうすれば」

　懸けん命めいになだめすかし調ちよう査さを続行してもらおうとする。瞬しゆん間かん、扉が開き大おお濠ほりが顔を出した。

「スルガシステムさん、やっぱりアプリうまく動かないらしいんですけど……切り分けできました？」

　できるかぁああっ！

　工こう兵へいは心中で絶叫した。







[image: ]







　大おお崎さきの業務環かん境きようは週が明けても一向に改善されなかった。

　どころか日を追うに従い新たな問題が浮かび上がってきた。

　たとえば機き器きの設定変更作業、普通に考えるなら例のオペレータルームに赴おもむき適てき宜ぎ作業すればよいと思うだろう。だが今回の環境下でそれはＮＧだった。理由は単純、各装置の設定情報は構成管理ソフトでモニタされ少しでも変更するとアラートを上げてくるのだ。警けい告こく、警告！　不正な設定変更を検出！　攻こう撃げきの可能性あり！　……なんて具合に。

　回かい避ひする方法はただ一つ、コンフィグの改修内容を事前に届け出し構成管理ソフトに登とう録ろくしてもらうしかない。もちろん実際の設定データ持ち込みは別途届け出が必要。全部あわせると中三日……いや四日は申しん請せいの間隔を見ることとなる。まったく、まどろっこしいことこの上ない。申請書作成や提出に手間取るうち、次の変更依頼が到着し一から届け出をやり直す羽目になる。死にたい。

　問題の二つ目、オペレーション対象機種が多すぎる。

　いや、ネットワーク担当と言われていたから高をくくっていたがＥＥの残していった機器は驚おどろくほど多彩だった。

　プロキシ、ロードバランサ、メールセキュリティは序の口。ログ管理システム、ストレージ、ＤＮＳ、果ては統合認証基き盤ばんのようなサーバ系の仕組みまでネットワークのカテゴリにぶちこまれている。『スルガシステムさん、証跡管理の設定お願ねがいします』と言われた時はさすがの室むろ見みも卒倒しかけていた。たまりかね『自社に持ち帰り調ちよう査さしたいんですが』と申し出たところ大おお濠ほりは大仰に驚おどろき『え？　こんなことも分からないんですか。ネットワークエンジニアなのに？』と言ってきた。死にたい。

　三つ目の衝しよう撃げき、資料と現況が異なっている。

　インタフェースのアドレスが違う……なんて可愛かわいらしい話ではない。あるべき物ぶつ理り線せんがない、機器がマウントされていない。果てはラック自体が存在していない。

　一体どういうことだ、パニックに陥り訊きき回っていると一人ひとりのオペレータが言った。

『ああそれ、構成図は最終形らしいんで、まだそこまで出来上がってないんじゃないですか？』

　………。

　出来上がってない？　出来上がっていないだと？

　おいおい、随分話が違うじゃないですかＮＢＬさん。僕らチューニングって聞いたんですけど？　そちらじゃ機械をラックマウントしたり物理結線するのもチューニングっていうんですか？　はははさすが国際企業。無茶むちや振ぶり一つとってもスケールが違うね。うちの社長並。すっげー。

　………。

　いや、真ま面じ目めに勘弁してほしいんですけど。

　青くなる工こう兵へい達に、だが大濠はしかつめらしい顔で告げた。

『ちょっとスルガシステムさん、ここの接続いつできるかレポートしてもらえます？　困りますよ、いつまでも指示待ちで、もっと自発的に動いていただかないと』

　………。

　死にたい。




「げーんーかーいー」

　呻うめくように言って工こう兵へいは分煙カウンターによりかかった。突っ伏した拍子にペットボトルの中身が揺れる。照明の光を浴び緑茶がきらきらと輝かがやいた。

「限界ですかぁ」

　貝かい塚づかが煙を吐き出す。言葉の内容とは裏腹にひどく軽けい薄はくな口く調ちようだった。狐きつね目めを糸のようにして顎あごをもたげる。

「まだ朝の九時半ですよぉ、今日きようの仕事はこれからです。気合い一発頑張りましょー」

「そういう貝塚さんも朝一から煙草タバコ休きゆう憩けいじゃないですかぁ……」

「朝からがむしゃらに働くとか、人としてありえないですよね」

「言ってること全然違うし！」

　工兵は溜ため息いきを一つ、顔を擦こすった。

　なんとも人を食った女性だった。発言のどこからがネタでどこまでが本気かさっぱり分からない。つかみどころがないというか、ひどくふわふわした印象の人物だった。

　まぁだが一いつ緒しよにいると和なごむ。殺さつ伐ばつとした環かん境きよう下かで唯一気負わずにしゃべれる相手だった。

　貝塚悠ゆう里り三十一歳、出身は三み重え県けんの四よつ日か市いち。関かん西さいの私大を卒業し現在は等々力とどろきで一人ひとり暮ぐらししているらしい。スピリッティアに入るまではとあるＳＩｅｒで営業技術的なことをしていたのだとか。趣しゆ味みは引っ越し。工兵が文ぶん京きよう区く在住と知るやしきりに付近の物件・相場情報を訊たずねてきた。かわりに彼女からは大おお崎さき周辺の飲み屋を教えてもらう。今や互いに「おはようちゃーん」「おつかれちゃん」と挨あい拶さつし合う仲だ。まぁ他社の人間と仲よくしていると室むろ見みがあまりいい顔をしないので、休憩スペース限定の関係ではあるが。

　工兵は身体からだを起こし頰ほお杖づえを突いた。

「いや……だってもう半月ですよここに来て。一日二日でも辛いのに二週間とか、正直よくもったと思います。そろそろギブアップしてもいいんじゃないですかね？」

　本音だった。

　連日に及ぶ無茶むちや振ぶり、突発的な作業依頼。定時帰りの夢などどこへやら、最近は終電にさえ間に合えばラッキーという状況になっていた。おかげで自社業務は大概滞とどこおりり気味、土日・深夜を使いようやくこなしている状況だ。無む論ろん、そんな惨状に工兵達もただ手をこまねいていたわけではない。何度も大おお濠ほりに掛け合い作業量を減らしてもらえないかと頼み込んだ。だが結果は常にＮＧ。遥はるか上で決まった構築スケジュールを一インフラ担当ごときが覆くつがえせないという話だった。

　頼みの綱つなの藤ふじ崎さきとは未いまだきちんと話せていない。なんでもあのあと社長に某メーカーのコンサル業務をアサインされてしまったのだとか。現在客先で絶ぜつ賛さん軟禁中、次に帰社するのはいつになるやらという話だった。

　どうにも絶望的な状況。全すべてを投げ出し声高らかにギブアップ！　と叫びたくもなる。だが貝かい塚づかは涼しげな笑えみを崩さなかった。

「はっはー、二週間程度でギブアップとか情けないですよ。わたしなんて今日きようで丸三ヶ月ですし」

「三ヶ月！」

　工こう兵へいは目を見開いた。

「一体どうすればそんなに耐えられるんですか？　え？　何か秘ひ訣けつでもあるんですか。座ざ禅ぜんとか……瞑めい想そう法ほうを実践してるとか」

「んー、近いかも。やってみせましょうか？」

「是非」

　期待を込めた目で見つめる。貝塚はうなずくと吸いさしを灰皿に押しつけた。煙草タバコの箱をしまい壁かべ際ぎわに赴おもむく。

「まず腕を組みます」

　ふむ。

「壁にもたれかかり、足を前後に広げて」

　ふむふむ。

「ちょっと顎あごを引きますね」

「はい」

　………。

「ぐぅ」

「寝るなぁあああ！」

　素で突っ込んでしまった。あんだけ前振りしてこれかよ。ていうか瞑想と睡眠は全然近くねぇ！

　貝塚は小さく欠伸あくびした。

「いやぁストレスたまった時は寝るに限りますよ。知ってますか？　最新の研究によると週に三回三十分昼寝するだけで心しん臓ぞう関連の死亡リスクを３７％減らせるらしいですよ」

「どうでもいい雑学だし！」

「あとわたし、細目に見えますけど実はわざと薄うす目めがちにしてるんですよ。居眠りしてても分からないように」

「それ伏ふく線せんだったの!?」

　いちいちつっこみどころが多すぎる！　くっ、くそっ、この人相手だとまったくボケに入れない！

　歯ぎしりする工こう兵へいの前で貝かい塚づかは肩をすくめた。

「まぁ冗じよう談だんはさておき、前も言ったでしょう？　気楽に考えること、それだけです。案件の行く末がどうなろうがシステムがどうなろうが気にしない。足下だけを見て一営業日、一営業日を堅実に過ごしていく」

「結果に責任を持たない……ってことですか」

「ええ」

　貝塚はうなずいた。

「だってわたし達は月げつ額がくいくらで雇われてるだけの立場ですもの。ＮＢＬの赤字を補ほ塡てんする義務はありませんし、ましてやその先のエンドユーザ……カウルに義理立てする理由は欠片かけらもない。標準契約１６０時間分の業務をこなし、超過勤務は一時間単位で精算する。以上おしまいです」

「割り切りますね」

「It's  not my business──ってやつですよ」

　ドライに言って貝塚は煙草タバコをくわえた。先端に火を点けつ吸い込む。露ろ出しゆつした刻きざみが鈍にぶい赤あか色いろに輝かがやいた。

　紫煙が中空に広がる。「それに」と貝塚は付け加えた。

「ぶっちゃけた話をするとここの現場はまだマシな方ですよ。わたしもいくつか常じよう駐ちゆう経けい験けんありますけどね、ひどいところはもっと荒すさんでましたから」

「もっと……ですか？」

　工兵は瞬まばたきした。こくりと貝塚が首肯する。

「たとえば……そうですね、朝出社したら壁かべが一部凹へこんでたとか。靴形に」

「はい!?」

　な、なんだそれ？

「分かるでしょう？　こう……蹴け破やぶったわけですよ。ストレスが高じた挙げ句に」

「………」

「あとは急に叫びだした人とか。天てん井じように向かって『うわぁ、うわぁ』って、周りの人が懸けん命めいに止めようとしたんですけどそれを振り切って叫び続けてるんです。いやー、あれは異様な光景でしたねぇ」

　ホラーじゃねぇか！

　怖い、怖いよ！

　工兵はぶるりと身体からだを震ふるわせた。瞑めい目もくしペットボトルのお茶をあおる。深呼吸を一回、鼓動を落ち着けた。

　……なんなんだよもう、この常じよう駐ちゆう業務ってやつは。人間性を破は壊かいし正気を失わせる。窓のない部へ屋やに大人数を押し込め、夜昼関係なく扱こき使って。私物は没収、外部との連絡も許さないとか。これじゃあ、これじゃあまるで。




　奴ど隷れいじゃないか。




　ふと思い浮かんだ言葉に絶句する。あまりと言えばあまりに的を射た表現だった。

「……僕、奴隷制ってとっくの昔に絶滅したと思ってましたよ」

　溜ため息いき混じりにつぶやくと貝かい塚づかは「はは」と笑った。半はん眼がんのまま紫煙をくゆらせる。

「自由は金で買うものですからねぇ。財力のない人間は会社というガレー船に生涯乗り続けるしかない。あとはただ主が善人であることを祈るのみです」

「今の僕らの主人は？」

「言わせますか？」

「……いえ、……すみません」

　工こう兵へいは謝しや罪ざいした。ううむ……大おお濠ほりさんは、確たしかになぁ。眉み間けんを揉もみつつ首を傾かしげる。

「まぁ……でも最近ちょっとマシになってきたかもですよ？　深夜作業も減ってますしＡＳＡＰの依頼もないですから。ちょっとは僕らのこと気き遣づかってくれているのかも」

　おかげで退社後スルガシステムに戻って他社の業務をこなせたりしている。……いやそれがいいのかどうか問われると若干微妙ではあるが。だが工兵の答えに貝塚はぽかんと口をあけた。

「え？」

　放心したように見つめられる。え、何？　なんか変なこと言った自分？

「桜さくら坂ざかさん、聞いてないんですか？」

　貝塚が怪け訝げんそうに訊たずねてくる。工兵は眉まゆをひそめた。

「聞いてないって……何をですか？」

「んー？　……ああ、いえ。であればなんでもないです、すみません」

　？

　きょとんとする工兵の前で貝塚は煙草タバコをしまった。吸い殻入りの灰皿を持ち上げる。

「さてと……戻りますか？　あまり長く席を空けていると大濠さんに睨にらまれそうですし」

「ああ、確かに」

　ペットボトルの中身を飲み干す。壁かべ際ぎわのダストボックスに廃棄、貝塚のあとを追い休きゆう憩けいスペースから出た。

「今日も忙しくなるのかなぁ」

　疲れた口く調ちようでつぶやくと貝塚は顎あごをもたげた。

「さぁ……ただわたしは定時に帰りますけどね。大濠さんや井い尻じり課か長ちようがなんと言おうと」

「何か予定あるんですか？」

「デートです」

　………。

　あー、ああそうですか、月げつ曜よう日びから結構なことで。

　困り顔で肩をすくめる。

　貝かい塚づかは振り返りざま、小さく笑ったように思えた。




　席に戻るなり室むろ見みに睨にらみつけられた。

　細い眉まゆが急角度で吊つり上がっている。彼女は不ふ機き嫌げんも露あらわに鼻をすすった。

「あんた……最近、随分あの狐きつね目めと仲いいみたいじゃない」

「狐目？」

「貝塚とかいう業務委託よ。休きゆう憩けいスペースから戻ってくる時、いつも一いつ緒しよだけど」

　ああ。

　二人ふたりでプロジェクトルームに入ってくるところを見られたのか、確たしかに最近同時に帰ってくることが多いな。

「たまたま休憩の間隔が似てるんですよ。僕が行くと丁度貝塚さんも休息中って感じで」

「このストーカー」

「なぜに!?」

「彼女が離り席せきするの見てあとを追いかけてるんでしょ。道理で最近突然休憩することが多いと思ったわ。時間差で喫煙室行って、さも偶然のように挨あい拶さつしてるんでしょ。『あれぇ？　貝塚さんよく会いますね。僕らひょっとして運命の赤い糸で結ばれてるんじゃ……』とか。おおお気持ち悪い。怖おぞ気けを震ふるうわ」

「ひどい言われようだな！　おい」

　しかも全然声色似てないし！

　工兵は嘆息して席を引いた。

「いくら僕でも客先でナンパとかしませんよ。だいたいあの人、彼氏いるっぽいですし」

「……そうなの？」

「はっきりとは聞いてませんけど、多た分ぶん」

　平日夜にデートするくらいだからそれなりに順じゆん調ちようなのだろう。少なくとも年下の、出会って間もない協力社員が入り込む余地などないはずだ。

　工兵の答えに室見は口元を歪ゆがめた。

「じゃああんた達いつも何話してるのよ？　毎日毎日大したイベントもないでしょうに」

「何って……そうですねぇ」

　記き憶おくを探り「ううん」と唸うなる。

「飲み屋の話とか、住んでるところの話題とか。たわいもないことですよ？　ああ……今日きようの話はちょっとすごかったですけど」

「すごい？」

「別の現場……常じよう駐ちゆう案件でおかしくなっちゃった人の話です。まぁかなり脚色入ってたと思いますけど。にわかには信じがたいエピソードだったんで」

　壁かべを蹴け破やぶるとか、オフィスで叫び出すとか。やはり普通では考えづらい。ネタ話ですよと前置きし話し始めようとした時だった。

　ものすごい音が室内に響ひびいた。

　スコールのような打だ鍵けん音おんが止やむ。空気が固まり時間さえ停止したように感じられた。

　工こう兵へいは音の源を探した。三つほど向こうの島で男性が一人ひとり立ち上がっている。背広の肩を揺らしデスクの一点を凝ぎよう視ししていた。薄うすい頭髪がぐしゃぐしゃに乱れている。足下にオフィスチェアが横倒しになっていた。

「……ねぇよ」

　耳が痛くなるような沈ちん黙もくの中、男性がぽつりとつぶやいた。しばらくして大きく息を吸い込む。

「ありえねぇから！」

　絶叫だった。硬直する周囲の人間を押しのけ男は部へ屋やから飛び出していった。廊下から「わぁわぁ」という奇声が聞こえてくる。続けて警けい備び員いんのものと思おぼしき制止の声、複数の足音。

　工兵と室むろ見みはひたすら凍りついていた。

　目の前で起きたことが理解できない。一体何？　何がどうなったのか。

　だが室内の硬直は数秒と待たず解けた。社員・パートナー達が無表情にディスプレイを覗のぞき込む。ほどなく聞きき慣なれたタッチタイプの合唱が戻ってきた。

　私語もざわめきも、席を立つ者もいない。あたかもさっきの男性など元からいなかったかのようにプロジェクトルームは平へい穏おんを取り戻していた。

　いや……おい。

　背筋に冷たいものが走る。おかしいだろうその反応。誰だれもなんとも思わないのか？　人が一人消えたんだぞ。原因が気にならないのか、事情を確かく認にんしたくならないのか。それとも全すべてがどうでもよくなるくらい今のような事態に慣れているのか？

　慄りつ然ぜんとする工兵の傍かたわらで室見が「桜さくら坂ざか？」と呼びかけてきた。いつの間にかスーツの袖そでをつかまれている。

「さっき言いかけてた話、脚色したエピソードってどういうやつ？」

「………」

　今目の前で起きたことですよ、とは言えなかった。ごくりと唾つばを飲み込む。工兵は首を振った。

　瞬しゆん間かん、卓上の内ない線せんが鳴なり響ひびいた。

「はい、桜さくら坂ざかです」

『あー、大おお濠ほりです』

　ん？

　視線を部へ屋やの奥にやる。アシスタント正面席に人の姿はない。会かい議ぎ室しつあたりから電話してきてるのか？　首を傾かしげつつ工こう兵へいは「お疲れ様です」と挨あい拶さつした。

『お疲れ様。……なんかさっきオフィスの方で大きな音がしてたけど、どうかしました？』

「……さぁ、僕もちょっと離り席せきしてたので」

　あまり触れたい話題でもなかったので言葉を濁にごす。どうしてもと食い下がられればアシスタントに回そうと思っていたが、大濠は『そっか』と呆あつ気けなく引き下がった。

『まぁいいや。で桜坂さん。室むろ見みさんでもいいんですけど、今から客先についてきてもらえません？』

「客先……ですか？」

　瞬まばたきして訊たずね返す。大濠は『ええ』と答えた。

『カウルさんですよ。なんか直ちよつ近きんのスケジュールを話し合いたいらしくて今から先方オフィスに来れないかって言ってきてるんです。いやまぁえらく急な話なんですけど、ネットワーク系のトピックもあるっぽいんでスルガシステムさんにも同席してもらいたいなぁと』

「はぁ……」

　まぁ来いというなら行くが。受話器を握ったまま室見の机をちら見する。狭いスペースに資料とメモが山やま積づみになっていた。ここ数日の仕事の進め方を見るに、おそらくプリントの高さがそのまま残タスク量だろう。工兵ははぁと息をついた。

「分かりました。僕の方で対応します。出発は？　今すぐですか？」

『ええ、席戻ったら声がけするんで準備だけ進めといてもらえますか』

「了解です」

　電話を切る。室見が怪け訝げんそうに「どうかしたの？」と訊ねてきた。

「なんか客先打ち合わせがあるそうで、僕の方で話聞いてこようと思います。判断できない部分は持ち帰る形で。……いいですよね？」

「あんた一人ひとりで……客先？」

　鳶とび色いろの眼まなこに不安の色がよぎる。だが工兵の視線が卓上のプリントをとらえていることに気づいたのか、忌いま々いましげに舌打ちする。

「仕方ない……か。くれぐれも安やす請うけ合あいはしないように、分からないことはきちんと分からないって言うのよ」

「大丈夫です、僕だってここの案件がやばいことくらい百も承知ですから。下へ手たなリップサービスはしませんよ」

「ならいいけど」

　室むろ見みの顔色は優すぐれなかった。先程の事件が尾を引いているのか。工こう兵へいはもう一度「大丈夫です」と答えた。努めて明るい表情で席から立ち上がる。

「室見さん、今日きよう仕事終わったら一いつ緒しよにご飯行きましょうよ。気分転換に美お味いしいお店紹介しますから。ツナ料理もありますしきっといいリフレッシュになりますよ」

「………」

　室見がこくりとうなずく。工兵はにっこり笑いジャケットを取り上げた。




　カウルドットコムの本社はＪＲ新しん橋ばし駅えき東、汐しお留どめシオサイトの一角にあった。

　人通りの少ない街路を海側に歩いて行く。同行者は大おお濠ほりとファシリティ担当Ｎ島じまの二人ふたり。どうもあまり仲がよくないらしく、大濠は道中ずっと工兵に話しかけてきた。桜さくら坂ざかさん結婚してるんですか？　室見さんは？　てか室見さん若く見えますけど年いくつなんですか？　飲み会とか誘ったら来ますかねぇ。

　その間Ｎ島は陰気に携帯をいじり続けている。お世辞にもよい雰囲気とは言えない。大おお崎さきから新橋までわずかに十分、だが工兵はすっかり気疲れしてしまっていた。

　ようやく目的地のビルにたどりつく。

　ガラス張りのエントランスホールを抜け高層階向けエレベーターに乗り込んだ。二十四階、受付フロアで降りコートを脱ぐ。襟えり元もとを正していると大濠が小声で囁ささやきかけてきた。

「桜坂さん。分かってるとは思いますけど名乗る時は『ＮＢＬの桜坂』でお願ねがいしますね」

「はい？」

「だめですよスルガシステムなんて名前出したら、お客さんにはうちしか見えていないんですから」

「……はぁ」

　曖あい昧まいにうなずくも「いいのか？」という思いは拭ぬぐえない。社名詐さ称しようとかにならないのかしら。不安な気持ちのまま訊たずねる。

「えーと、名刺交換はどうしたらいいんでしょう」

「切らしてしまったと言ってください。……いやだなぁ桜坂さん、こういう経けい験けん初めてじゃないでしょ？　おとぼけはなしですよ」

「………」

　他社の看板で仕事するとか、そんな普通にあることなのか？　よく分からず固まっているうちに大濠達が歩き出す。工兵は慌ててあとを追った。

　受付は近未来的なレイアウトだった。空港のカウンターを思わせるスペースに受うけ付つけ嬢じようが二人座っている。後背には大きくカウルドットコムのロゴ。彼女達は大濠の姿を認めると立ち上がり一礼した。

「いらっしゃいませ、本日はどちらをご訪問でしょうか」

「ポータル事業部のＹ澤ざわ主任をお願ねがいできますか」

「Ｙ澤でございますね。確かく認にんしますのでこちら、入にゆう館かん証しようにご記入いただけますか」

　はいはいと砕けた調ちよう子しで言って大おお濠ほりがペンをつかむ。慣なれた様よう子すで書きつけて工こう兵へい達を振り返った。

「一人ひとりずつ記入なんで、桜さくら坂ざかさんもお願ねがいします」

「あ、はい」

　傍かたわらのＮ島じまをうかがいつつカウンターに向かう。名前と所属、訪問日時を記入しＮ島にペンを譲ゆずった。

　受うけ付つけ嬢じようが内ない線せんをかけている。「ＮＢＬ」「大濠様」と言っているから多た分ぶん先方担当者に連絡しているのだろう。ほどなくして話がついたのか、受話器を置きこちらを見上げる。

「ご案内いたします」

　彼女は席から立ち上がると丁てい寧ねいに会釈、左手奥の廊下に歩き出した。左右の壁かべに黒こく檀たん調ちようの扉が並んでいる。向かって右、四番目の扉を開けた。

「こちらです」

　席数にして二十程度の会かい議ぎ室しつだった。天てん井じようからプロジェクタがぶらさがっている。真新しいホワイトボードに赤、青、黒のマーカーが乗せられていた。

「Ｙ澤の方すぐまいりますので、少々お待ち下さい」

　慇いん懃ぎんに言って受付嬢が退室した。扉が閉まり、あとにはなんとも言えない沈ちん黙もくが訪れる。

　………。

　空気が重い。相変わらず大濠とＮ島は視し線せんを合わそうとしなかった。密閉された空間にいる分、さっきよりも気まずさが増幅されている。工兵は懸けん命めいに会話のネタを探った。

　ええっと……さっきの受付嬢さん美人でしたねぇとか、会議室立派ですよねぇとか、あるいは、あるいは──

「てか大濠さん、俺おれ知りませんよマジで」

　ふと響ひびいた声に顔を上げる。太ふとり肉じしの男性──Ｎ島が大濠を睨にらみつけていた。眉まゆ根ねを寄せ不ふ機き嫌げん極まりない表情になっている。

「何度言われても無理なものは無理ですからね、お客さんに聞かれたらちゃんと回答してくださいよ。ＮＢＬとしてそのスケジュールは受け入れられない、無理だって」

「それが通じれば苦労しないのよ、Ｎ島君さぁ」

　大濠は軽けい薄はくな口調で言った。

「Ｙ澤主任の押しの強さ知ってるでしょ？　無理なら無理できっちり理由説明しないと、曖あい昧まいな回答出したらまた大クレームだし。だからほら、それぞれの分野の専門家に来てもらったわけで」

「専門家」

　Ｎ島じまは鼻を鳴らした。冷笑的な表情で吐き捨てる。

「ファシリティ部門の見解は最初から最後まで変わってませんよ。構内配はい線せんのリードタイムは二週間、申込書ベースでオーダーしてもらい日程調ちよう整せいに入る。お客さんもその流れは知ってるはずですし実際今までは手順通りに申し込みが来てました。今回は違うでしょう？　誰だれかさんが手配系のタスクをすっぽり忘れてたんじゃないですか」

「そういうこと言うかなぁ」

　大おお濠ほりが鼻はな白じろんだように眉まゆを寄せる。

「仕様変更の多いプロジェクトだしさ、どうしても確かく認にん漏れや取り違えは出てくるよ。そっちだって今までノーミスってわけじゃないでしょ。困った時はお互い様、助け合いの精神が大事だって思わない？」

「………」

「だからさ、納期短たん縮しゆくが無理な理由をきちんと説明してあげてほしいのよ。でっちあげでもいいからさ、それっぽい単語やキーワードを並べて」

　Ｎ島は反はん駁ばくしようとしたが、何を言っても無む駄だと気づいたのだろう、仏ぶつ頂ちよう面づらで口をつぐんだ。

　ささくれだった雰囲気の中、工こう兵へいは胃の腑ふの奥に冷たいものを感じていた。

　断片的なやりとりだったが大おお凡よそ何が起きているのかは分かる。つまりは大濠がまたやらかしたのだろう。タスクを失念し必要な手配を怠おこたっていた。リソースの確かく保ほを忘れていた。だが客の希望スケジュールは変わらない。困った挙げ句、現場担当者を連れてきて申し開きさせようとした。設備担当としてＮ島、ネットワーク担当として自分を。

（申し開き……？）

　降って湧わいた役割に慄りつ然ぜんとする。いや待て、自分は何をするかも分かっていないんだぞ。そんな状況で説明？　クレーム対応？

　無理だ。

　危き機き感かんに煽あおられ声を上げようとする。だが瞬しゆん間かん、会かい議ぎ室しつの扉が開いた。

「うす」

　短く挨あい拶さつして長身の男性が入ってくる。もみあげの長い、ひげ面づらの中年男だった。ギンガムチェックのシャツに細身のパンツを合わせている。眉まゆ毛げが濃こい。所いわ謂ゆるバタ臭い感じの顔立ちだった。左手に大きなシルバーの指ゆび輪わがはまっている。

　……や、ヤクザ？

　ぎょっとする工兵の傍かたわらで大濠が立ち上がった。丁てい寧ねいに一礼し「どうもＹ澤主任」と告げる。

　呆あつ気けに取られているともみあげ男がこちらを見つめてきた。太い眉がわずかに持ち上がる。

「何、新しい人？」

「あ、はい。えーとご挨あい拶さつを」

　促されるまま工こう兵へいは進み出る。名刺……はないからとりあえず一礼。

「え、ＮＢＬの桜さくら坂ざかです。すみません、ちょっと名刺を切らしてまして」

　男性は無表情に名刺入れを取り出した。一枚中身を抜き取り差し出してくる。

「カウルドットコムのＹ澤ざわです。どうぞよろしく」

「よろしくお願ねがいします」

　受け取って顔を上げた瞬しゆん間かん、Ｙ澤と視し線せんが合う。暗い、両生類のような眼まな差ざしが工兵をねめつけていた。心音が跳ね上がる。所属詐さ称しようや名刺不携帯理由、そういう胸中の後ろめたさを全すべて見透かされているようだった。

　だがＹ澤は特に何も言うことなく席を勧めた。自身も奥の椅い子すに座る。

「で？」

　前置きも何もなく口火を切られた。ぐるりとＮＢＬ陣を見渡す。

「いつできるの、３Ｆラック・接続」

「ええと……あの、それについてですね」

　大おお濠ほりは卑ひ屈くつに笑ってＮ島じまをうかがった。

「担当の者から現状をご説明しようと思いまして」

　Ｎ島じまが「え？　俺おれ？」といった感じで大濠を見返す。だが大濠は話を振ったまま無言で座り続けている。仕方なくＮ島は息をついた。

「ファシリティ担当のＮ島です。えー、ラックと構内配線について十二月七日利用開始とうかがっているんですが、今週いっぱいは工事会社の稼か働どうが埋まってまして、最短でも作業できるのが九日以降なんですよ」

「で？」

　………。

　Ｎ島がごくりと唾つばを飲んだ。丸々とした頰ほおを汗が伝っていく。

「ですから九日にならないと作業員の稼働が取れなくて、とりあえず十日にラック立架、十一日に配線工事と考えても利用開始は十四の週に──」

「あぁ？」

　ドスの利いた声。室内の空気が一いつ瞬しゆんで凍りつく。Ｎ島が蒼そう白はくになってうつむいた。身み震ぶるいするような雰囲気の中、Ｙ澤主任は大濠に向き直った。

「ＮＢＬさん、何しに来たの」

「な、何って」

「三階接続を七日迄に立ち上げるって話、もう二ヶ月前からしてたでしょ。今更間に合わないとか意味分かんないんだけど。てか作業員の稼働がどうとかうちが知ったことじゃないよね？　何を主張したいわけ」

「あー、えー」

　大おお濠ほりは口元を引きつらせたまま視し線せんをさまよわせた。小刻みにうなずいた後、首を振る。

「いや、あの誤解です。別にアタシ達間に合わないという話をしにきたわけじゃなくてですね」

　えへへと笑い頭を搔かく。

「こういう厳きびしい状況ですが一いつ生しよう懸けん命めいやらせていただきますと、そうご報告しにきたわけです。ご心配なく、ちゃんと間に合わせてみせますから。……な？　Ｎ島じま」

「………」

　Ｎ島はうつむいたまま無言でいる。だが周囲のプレッシャーに耐えきれなくなったのか、しばらくして小さく首肯した。大濠はほっとした様よう子すで正面に向き直った。

「というわけなんで、ご安心を」

　だがＹ澤ざわ主任は疑わしげな様子のままだった。

「ネットワークは？　物理線だけ引けてＩＰリーチャビリティがないとかダメだよ」

「……あー、えー」

　ちらと大濠がこちらをうかがってくる。

　……おい、噓うそだろ。

　まったく話の前後関係がつかめてないんだぞ。

　だが祈るような思いも虚むなしく大濠は最悪の問いを発してきた。

「できるよね？」

　わ、分かるかぁぁああっ！

　何をやるかも知らない、どこをいじるかも把握していない。そんな状態で実施の可否を判断できるわけないだろう、おまけに今の流れだと求められている回答は「イエス」のみ、「ノー」と言った瞬しゆん間かん顧こ客きやくが爆ばく発はつする。

　工こう兵へいは慌ててかぶりを振った。

「いや……ちょっと持ち帰って検討してみないと」

「えー？　検討するような話？　ざっくりできるかできないかくらい分かるでしょ。ネットワークのプロなんだし」

「でも不ふ正せい確かくなことを言うわけにもいかないので……」

「不正確って何が？　たかだか同一ＤＣ内に縦たて幹かん作るだけじゃない。機き器きは事前に納品されてるし、困るようなことは何もないはずだけど」

「アドレス情報とか……ファイアウォールのポリシーどうするとか」

「そんなのすぐ決められるでしょ」

「いや、ですけど最低限通信フローくらい把握してからじゃないと」

　必死で抵抗していると唐突に激はげしい破裂音が響ひびいた。

　会話が止まる。Ｙ澤の掌てのひらが机に叩たたきつけられていた。冷えた視線が工兵達を見渡す。

「……一度社内でスタンス固めてもらって、それからまた報告してくれない？　ここで議ぎ論ろんしてても時間の無む駄だだろうし」

「Ｙ澤ざわ主任」

「こっちも忙しいんだよ」

　断ち切るように言われた。大おお濠ほりはなおも食い下がろうとしたが、相手の表情を見て口ごもる。Ｙ澤主任の顔には紛うことなき怒りの色があった。

「……承知しました」

　大濠の声はか細かった。いつもの陽気さはなりを潜ひそめ、ただ小動物のごとき怯おびえが表面に浮かび上がっている。

「また後程、メールか電話でご連絡させていただきます」

「うん、余計なレポートいらないから結けつ論ろんだけ教えて」

　Ｙ澤主任の言葉に大濠が一礼する。

　ぎりっと歯ぎしりの音が聞こえたように思えた。




「桜さくら坂ざかさんさ、何考えてるの？」

　カウルのオフィスを出るなり大濠に言われた。眦まなじりを吊つり上げ挑むような視し線せんになっている。太い指が落ち着きなく眼鏡めがねのフレームをいじっていた。

「ああいう場合は噓うそでもいいから『できます』って言うべきでしょ。どうせ最終的にはやらざるをえないんだからさ。無駄に話をややこしくして、どういうつもりよ？」

「どういうつもり……って」

　予想外の詰きつ問もんに立ちすくむ。工こう兵へいはコートを持ったまま大濠に向き直った。

「やることも分からないのに適当な約束できませんよ。仮に安やす請うけ合あいして、それで作業が完了しなかったらもっとお客さんに迷惑かけちゃうじゃないですか」

　それに──と言葉を続ける。

「こんな状況で無む理り矢や理り〆しめ切きり設定するのはうちとしてもリスクが高いんじゃないですか？　ちゃんと要件洗い出して必要なリソースが揃そろっているか確かく認にんしないと。……よく分かってませんけどファシリティも相当危ないんですよね？」

　Ｎ島じまに水を向けると太ふとり肉じしの男性はがくがくとうなずいた。だよな、僕の言うこと間違ってないよな。勢いづき顔を上げるが。

「お客さん？　迷惑？」

　嘲あざけるような声が返ってきた。大濠が片目をすがめ睨にらんでいる。

「あのさぁ勘違いしてるようだけど、君らのお客さんは誰だれよ。カウル？　違うでしょ。僕らＮＢＬじゃないの？　僕達に迷惑かけないのが君らの仕事じゃないの？」

「………」

「ったくよくいるんだよね、ちょっとＮＢＬの看板背負って仕事しただけで、自分の立ち位置分からなくなる業者さん。親しくなるのは結構だけど一いつ線せんは引いてほしいよ。君達はうちの社員じゃないんだからさ」

　………。

　それを……言うか。

　工こう兵へいは愕がく然ぜんとした。

　言ってしまうのか。

　仲間でもない、同僚でもない、関連会社の社員でさえない。にもかかわらず日々身を粉にし働いているのは偏ひとえにプロとしての意地故だ。他ほかでもないＮＢＬの看板に恥じない仕事をしようと考えていたから。作業品質を確かく保ほしようとしていたから。

　なのに。

　それなのに。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる工兵を前に大おお濠ほりは鼻を鳴らした。

「言わないでおこう言わないでおこうと思ってたけどさ、正直おたくら評判よくないよ。なんでもかんでも調しらべます調べますって。素しろ人うとじゃないんだからさ、もうちょっとレスポンスよく対応してくれないかな？　調ちよう査さの時間にまでお金払いたくないんだけど」

「………」

「あと室むろ見みさんもさ、何かと言えばリスクリスクって、いちいち説得する時間がもったいないんだよ。やりたくないならやりたくないってぶっちゃけてくれないかな、そうしたらこっちもしかるべき手段を執れるし」

「しかるべき……手段」

　大濠の目がすぼまった。

「おたくの派遣元、上長にクレーム入れられるからさ」

「！」

　衝しよう撃げきが脳を揺らした。

　続けざまの暴ぼう言げんに息が止まりそうだった。自分達がそんな風に見られていたこともショックなら現場以外の強制力を振りかざされたのも衝撃だった。

　ひどい職しよく場ばだひどい職場だと思いながら心の中で工兵は甘く見ていたのだ。ＮＢＬ社員だって同じ人間、理詰めで話せば分かってもらえる。無理なことは無理と言っていくべきだと。

　だが違う。自分達とＮＢＬプロパーの間には絶対的な壁かべが存在していた。どうやっても越えることはできない立ち位置の断絶。要求に対する回答は常にＹＥＳ。ＮＯ？　よろしい、ならば辞めたまえ。

「だいたい君らは……」

　立ちすくむ工兵に、なおも大濠が言葉を投げかけようとした時だった。

　場違いなファンファーレが鳴なり響ひびいた。大濠が視線を押し下げる。ワイシャツの胸ポケットからＬＥＤの光が漏れていた。

「はぁい、大おお濠ほりです」

　携帯を取り出し応対する。先程までと打って変わって陽気な口く調ちよう。電話向こうは……大おお崎さきのアシスタントだろうか。大濠の顔がいつもと同じ馴なれ馴なれしいものに戻っている。

「うん、うん……今から戻るけど。……どうしたの？　……桜さくら坂ざかさん？　ああ一いつ緒しよだけど。……え？ 　何？　本当？ 」

　声のトーンが変わる。大濠はしばらく唇をつぐんでいたが、ややあって「うん」とうなずいた。「うん、すぐ戻る」固い声こわ音ねで言って電話を切る。

「何かあったんですか？」

　恐る恐る訊たずねる。大濠は小さく首を傾かしげた。片かた眉まゆを持ち上げ面めん倒どうそうに告げる。

「おたくの……室むろ見みさんが倒れたみたいですよ」

　………。




　は？
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　オフィスに戻ると会かい議ぎ室しつの前に人だかりができていた。

　パイプ椅い子すが並べられ即席のベッドが作られている。小柄な少女──室見が胸元をはだけられ憔しよう悴すいした様よう子すで横たわっていた。額ひたいに濡ぬれタオルがのっている。わずかに開いた口からか細い呼気が漏れていた。

「室見さん！」

　慌てて駆け寄る。転げるように膝ひざを突くと室見はうるさげに首を振った。

「大きな声出さないで、……頭に響ひびく」

「す、すみません」

　慌てて声を潜ひそめる。だが脳裏の混乱は収まらなかった。一体なぜ、どうしてこんなことに。

　パニックに陥っていると不意に声をかけられた。

「室見さん、ここのところずっと徹てつ夜やしてたんですよ」

　サブリナパンツの女性がすぐ後ろに立っていた。貝かい塚づかが沈痛な面持ちでこちらを見下ろしている。

「徹……夜？」

　工兵の質問に貝塚はうなずいた。

「いつも一人ひとりだけ残ってるから変だとは思ってたんですけど、どうも『業務時間外の仕事は全部自分が引き取る』と大おお濠ほりさんに言っていたらしくて。てっきり桜さくら坂ざかさんも了解済みかと思ってたんですが……違うんですよね？」

　はっとなり室むろ見みを見る。

　小さな顔はいつにも増して白く青ざめていた。……どうして気づかなかったんだろう。最近の彼女はいつも辛つらそうだった。常に目ま蓋ぶたを腫はらし背中を丸め、話しかけてもどこか上うわの空そらだった。

　当たり前だ。一体どれだけの作業、タスクを抱え込んでいたのだろう。最近大おお濠ほりさんの無茶むちや振ぶりがなくなってきた？　ＡＳＡＰの仕事が少なくなってきた？　馬ば鹿かか自分は。事態は何も変わっていなかった。工こう兵へいの負荷が減っていたとすれば、それは偏ひとえに誰だれかが食い止めていたからだ。身を削り神経をすり減らし、たった一人ひとりで戦い続けて。

　……っ。

　たまらず室見の手をつかんでいた。小さな指を包み込こみ軋きしるようにつぶやく。

「室見さん……室見さん、なんで」

　室見の首がわずかに傾かしいだ。疲れた眼まな差ざしが工兵をとらえる。

「あんたに言うと……またわけ分からない無茶するでしょ」

　苦しげな吐息が漏れた。

「こんなところであんたを潰つぶされるわけにはいかないのよ。……あんたにはまだやってもらわなきゃいけない仕事、教えなきゃいけないことが山ほどあるんだから」
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「………！」

　工こう兵へいは息を吞のんだ。

　馬ば鹿かだ。この人は本当に大馬鹿だ。出鱈目でたらめな現場に放り込まれ、睡眠・休日さえまともに取れない状況で、なおまだトレーナーであろうとしている。善よきマネージャーでいようとしている。

　いや、本当ＴＰＯを考えろよ。今はなりふり構わず下を扱こき使つかい、目の前の苦境を脱するべきだろう。可能な限り体力を温存し、周囲の人間を犠ぎ牲せいにしてでも常じよう駐ちゆうの長期化に備えるべきだ。なのにまだ教えることがある？　無茶むちやをさせられない？　信じられないほどのお人ひと好よしだ。鬼上司が聞いて呆あきれる。

（本当に……この人だけは）

　苛いら立だちにも似た思いで口を開こうとした時だった。

「あああもう、ちょっと、マジで倒れちゃったの？」

　甲かん高だかい声が響ひびく。人垣を押しのけ大おお濠ほりが入室してきた。無ぶ遠えん慮りよに足音を鳴らし室見を覗のぞき込む。

「ねぇ大丈夫？　気分は？　怪け我がとかない？　やばそうならすぐ病院行ってね。ここでどうこうなるのは勘弁よ」

「大おお濠ほりさんちょっと……ちょっと声が大きいです」

　貝かい塚づかの指摘に大濠は眉まゆを持ち上げた。

「大きい？　大きいかな、ごめんね、これが地声だから。てか桜さくら坂ざかさんさ、室むろ見みさん今日きようは帰ってもらっていいから代わりの人手配してよ。じゃないと費用精算とか時間割になって面めん倒どうだし」

　なっ──

　今度こそ工こう兵へいは呆あつ気けにとられた。

　費用精算？　時間割？　何を言ってるんだこの人。あんたの管理してた人間が一人ひとり、目の前で倒れてるんだぞ。金の話をしてる場合じゃないだろう。おまけに「ここでどうこうなるのは勘弁」って。オフィスの外ならどうなってもいいっていうのか？　倒れるなら自分達の見てないところでご勝手に、ＮＢＬには迷惑を及ぼすなってか。

　……ふざ、けんな。

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。口腔こうの内側が切れ鈍にぶい痛みを訴えた。

　僕らをなんだと思っているんだ。換えの利く機き械かいか？　プログラムか？　ぶっ壊こわれるまで酷使して使えなくなったらはいさよならか。ありえない、ふざけてる。

　全身の血が逆流する。蓄ちく積せきした疲労が吹き飛び代わりに激はげしい怒りがわき上がってきた。胃の奥が熱あつい。激げき情じようにつき動かされるまま工兵は大濠に詰め寄ろうとした。

　瞬しゆん間かん、二の腕をつかまれた。

　室むろ見みがこちらを見ている。鳶とび色いろの瞳ひとみに鈍い光が宿っていた。

「室見さん……」

　なぜ止めるんだ。どう考えても理不尽なのは向こうだろう。はっきりと抗こう議ぎし場合によっては殴りつけてやってもよいくらいだ。

　だが室見はかぶりを振った。

「私達の契約内容は月に二人ふたり分ぶんの稼か働どうを提供すること、それ以上でも以下でもない。大おお濠ほりさんの言う通りよ。こちらの都合で契約時間が満たせないなら代わりの要員を入れるだけ。私の体たい調ちようなんて関係ない」

「で、でも……」

「心配ないわ、少し休んだら大分楽になったから、すぐ仕事に戻れる。あんたには迷惑かけないから」

　かすれ声で言って起き上がろうとする。工こう兵へいは慌てて彼女を押えた。

「だめです！　ちょっと落ち着くまで横になっててください。お願ねがいですから」

　懇こん願がんするように告げていると、背後でくぐもった咳せき払ばらいが響ひびいた。

「とにかく」

　大濠が苛いら立だちも露あらわにこちらを見つめていた。

「早めに業務再開してよ、仕事は山ほどあるんだからさ。三階ラックの件だってなる早で回答準備してもらわないと。……ったく余計なタスク増やしてくれるから」

　嫌いやみたっぷりに告げ踵きびすを返す。

「ほら、散って散って。みんな仕事に戻る」

　左手をひらひらと振りながら大おお濠ほりが退室していく。工こう兵へいは息をすることさえ忘れ拳こぶしを握りしめていた。

　遠くで悲鳴のような声が聞こえる。何か重量物が倒れる音、続いて複数の靴音が廊下を駆け抜けていった。

　──また誰だれかが壊こわれたのか。精神を病み理性さえ失って。

　………。

　だめだ。

　工兵は天てん井じようを仰いだ。

　自分達はここに居続けちゃだめだ。

　今こそ分かった。この現場は異常だ。人が人として扱われない空間。コストダウンのためにありとあらゆる蛮行が許容される場所。努力も誠意も何一つ通用しない。プロパーの指示が全すべてにおき優ゆう先せんされる空間。

　逃げなければならない。全ての手段を使って、たとえそれが自分の悪評に繫つながろうと、この現場から脱出しないといけない。他ほかでもない室むろ見みを救うため。目の前のお人ひと好よしな上司を守るために。

　だがどうしたらいい？

　自分達の身柄は契約で拘こう束そくされ何一つコントロールできない。仕事は山やま積づみ、納期・仕様を調ちよう整せいする権限さえ与えられていない。こんな状況で一体どんな手が打てるのか。逃げ出す絵図を描けるのか。

　どうすれば──

　工こう兵へいは喘あえいだ。

　見上げた天井は牢ろう獄ごくのように低く薄うす汚よごれていた。







[image: ]







　小こ雨さめがしとしとと降り続いている。

　夜の大おお崎さき駅えき前まえは深い静寂しじまに包まれていた。外灯の下、行き交う人ひと影かげはない。濡ぬれた煉れん瓦が色いろのタイル畳だけが白んだ明かりに浮かび上がっていた。

　時刻は午前一時、既に終電はなくなり駅舎のシャッターも閉ざされている。工こう兵へいは一人ひとり傘を差しオフィスの入り口を出た。ビニール傘の表面を細かな水滴が流れ落ちていく。こうしていると自分がただ一人世界に取り残されたようだった。

　……寒い。

　片手で肩を押える。携帯を取り出し着信履り歴れきを確かく認にんしていると、不意にぴちゃりと湿った音が響ひびいた。

　顔を上げる。ダッフルコートのシルエットが一つペデストリアンデッキに立っていた。大きめの傘を差し肩からベージュ色の鞄かばんをさげている。

「遅かったですね」

　人影が言った。

　一歩進み出た拍子に特徴のある寝ね癖ぐせ頭あたまが露あらわになる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに小動物めいた丸顔、つんと上を向いた小さな鼻。

「梢こずえさん」

　工兵は喘あえぐように彼女の名前を呼んだ。やや小走りに駆け寄り頭を下げる。

「すみませんお待たせしちゃって、わざわざ来てもらったのに、出る間際になって色々仕事を押しつけられちゃって」

「こんな時間にですか？」

　ダッフルコートの女性──姪めい乃の浜はま梢は眉まゆをひそめた。小さな唇が不快そうに結ばれる。

「聞きしに勝る問題現場ですね。今から証拠物件搔かき集めて労基署に駆け込んだ方がいいんじゃないですか？」

「そうしたいのは山々なんですけど……」

　法律の手を借りればスルガシステムとＮＢＬの全面戦争になる。たとえ勝利しても今後のビジネスに悪あく影えい響きようを及ぼすのは必至だった。

　工兵の心情を見て取ったのか梢は嘆息した。

「分かりました。とにかく移動しましょう、こんなところで立ち話もなんですし。……室むろ見みさんは？　一いつ緒しよじゃないんですか」

「先に帰ってもらいました。まだあんまり本ほん調ちよう子しじゃないっぽいんで」

「……倒れたんでしたっけ、あの馬ば鹿か女おんな」

「……ええ」

　梢が舌打ちする。苛いら立だたしげに「何考えてるんだか」とつぶやく。

「いいように扱こき使つかわれた挙げ句、客前でぶっ倒れるなんて。本当みっともない。……なんでもう少し早くアラート上げないのよ。なんでもかんでも自分一人ひとりで抱え込んで」

「梢こずえさん……」

「勘違いしないで下さいね。私は桜さくら坂ざかさんに相そう談だんされたからこの場にいるんです。あの女を助ける気なんかこれっぽっちもありませんから」

　行きましょう。

　断ち切るように言って踵きびすを返す。工こう兵へいは慌てて彼女の背中を追いかけた。梢が視し線せんを正面に据えたまま訊たずねてくる。

「どこか落ち着いて話せるところあります？　２４時間営業のマクドとか」

「確たしか駅の反対口にファミレスがあったんで、そこでもよければ」

「かまいませんよ」

　あっさりと目的地を設定し軌道修正、東西のデッキを抜け新西口にたどりついた。タクシーだらけの車止めを横目に高層ビルの外周を進む。ほどなく見み慣なれた黄き色いろい看板が現れた。

「いらっしゃいませ」

　店の扉を抜けるなり明るい声で迎えられた。セミロングのウェイトレスが満面の笑顔えがおでカウンターから出てくる。

「お二人ふたり様さまでよろしいですか？　お煙草タバコはお吸いになりますか？」

「いえ、禁煙で」

「かしこまりました。ご案内いたします」

　窓際の席に通される。ウェイトレスはメニューを置き一礼した。

「ご注文決まりましたらこちらのボタンでお呼びください」

「はい」

　さて何を頼もうかな。メニューを取り上げた瞬しゆん間かん、目の前で舌打ちが響ひびいた。顔を上げると梢が凄すさまじい凶相で厨ちゆう房ぼうを睨にらみつけていた。

　………!?

　………！

「こ、梢さんどうしたんですか？　何か粗そ相そうでも？」

「粗相？　粗相ですって？　はっ、そんな生やさしいものじゃないです」

　梢はぎりっと歯を食いしばった。

「私の桜さくら坂ざかさんに馴なれ馴なれしく色目使って……とんだビッチだわ。おまけにボタンを押してお呼び出しください？　『はーい、押されちゃいましたー、ご注文は？　わ・た・し？』とか言うつもりかしら。信じられない、なんて破廉恥な」

「あの……あの、梢さん？」

「だいたい何が『ご案内いたします』よ。あなたなんかに私と桜坂さんの行く末をどうこう言われる筋合いはないっていうの。……それとも何？　うまく罠わなにはめて私と桜坂さんを引ひき離はなすつもり？　……ああそう、そういうことなのね。あいつも桜さくら坂ざかさんを狙ねらってるのね。……うふふ、いい度胸してるじゃない。……人の旦だん那なを。……うふふぅ」

　梢こずえはぱんと両手を鳴らした。

「あ、そうだー。桜坂さん、私ちょっとトイレに行ってきますぅ」

「いや、いやいや！　なんでナイフとフォーク持ってるんですか！　トイレに行く装備じゃないでしょそれ!?　座って、座ってください！」

　無む理り矢や理り押しとどめ席につかせる。工こう兵へいは咳せき払ばらいした。

「ていうか梢さん、そろそろ真ま面じ目めに突っ込んでおきますけど僕らまだ結婚どころか婚約……お付き合いさえしてませんから。旦那って呼び方はさすがにおかしいでしょう」

「え？」

「だからこないだのフィアンセもおかしかったですけど旦那は更に」

「え？」

　………。

　だめだ、まったく譲ゆずる様よう子すがない。瞳どう孔こうが開き瞬まばたき一つしないでいる。正直かなり怖い。

　工兵は溜ため息いきを一つ、話題を切り替えた。

「とにかく注文しましょう、ドリンクでいいですか？」

「はい、……えーとじゃあ……キウイフレッシュで」
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「了解です」

　店員を呼び（今度は男の人だった、助かった）注文する。お冷やとおしぼりを受け取り居住まいを正した。

「さて」

　夜も遅い。いつまでも脱だつ線せんしていられなかった。梢こずえも表情をあらためる。

「連絡いただいた件ですね」

「はい」

　夕刻、工こう兵へいは梢に電話した。室むろ見みのダウンを受けもはや自分だけではどうにもならないと思ったのだ。最初藤ふじ崎さきに連絡したものの相変わらず客先作業中ということで不通、困り果て電話した先が梢だった。あまり長いこと席を空けられなかったので詳しくは業務終了後、どこか梢の都合のよいところで相そう談だんをと言ったのだが──

『そちらにうかがいます』

　即答された。

　有無を言わさぬ口く調ちようだった。こちらの声こわ音ねからことの深刻さを悟ったのか、彼女は手際よく終業予定時間とオフィスの場所をヒアリングし電話を切った。

　七時間後、彼女は予告通り大おお崎さきに現れた。自身も明日あした大規模メンテナンスを予定しているという話なのに工こう兵へい達の身を案じ駆けつけてきてくれた。まったく頭が下がる。同僚という存在が今更ながら貴重なものに思えてきた。

　ちなみに明日あしたのメンテはグローブオンライン……例のソーシャルゲーム、リドルトリル絡みの作業らしかった。一時は解約か受け入れ拒否かと揉もめまくった案件も今では模も範はん的てきな顧こ客きやく（手間がかからないという意味で）に育っている。むしろ月げつ額がく数百万円を稼かせぎ出すスルガシステムの屋台骨案件になっているとかなんとか。まったく世の中何がどう転がるか分からない。今のＮＢＬプロジェクトも時間がたてばうちの主力案件に……って、それはないか。

　閑話休題。

「ちょっと長くなるかもしれませんけど」

　軽く前置きして工兵は説明を始めた。初日の衝しよう撃げきからＤＣ作業でのゴタゴタ、日々の無茶むちや振ぶりに至るまでを順序立てて話していく。

　梢はいちいちうなずきながら聞いていたが、途中からぽかんと口をあけた。団どん栗ぐり眼まなこをまん丸に見開き呆あきれ果てた表情になる。

　一通り説明し、工兵は話を区切った。

「……というわけでこのまま常じよう駐ちゆうしていても破は綻たんは確かく実じつですし、かといって社長が撤てつ退たいさせてくれるとも思えないので一体どうしたものかって感じで。梢さんなら何か妙案をもってるんじゃないかと……そう思って相そう談だんしたんです」

　梢はまだ衝しよう撃げきのさめやらぬ顔で沈ちん黙もくしていたが、ややあって首を振った。眉み間けんを押え嘆息する。

「なんですかその現場。正直予想していた惨状を数倍、いえ数十倍上回ってますよ。オフィスからアクセス権限がない？　現場にドキュメントの持ち込みが不可？　わけ分からないんですけど、まともに作業させる気あるんですか、その……大ボラとかいう猿野郎は」

「大おお濠ほりです」

　まぁ……調ちよう子しのよいことばかり言ってるから間違っちゃないが。

　工こう兵へいは首を捻ひねった。

「正直、技術の細かいところはよく分かってないんだと思います。前任のＥＥがよろしくやってくれてたから後任の僕らも同じようにやるべきと考えてるんじゃないでしょうか。ドキュメントとかアクセス環かん境きようとか、そういう細かなところは大した問題じゃないと」

「でも前任は十人体制で回してたんでしょう？　それを二人ふたりでやったら無理が出ると分かりそうなものじゃないですか」

「既に環境はあらかたできあがっているから……チューニング程度なら二人でもできるだろうと」

「そのチューニングが機き器き増設や新規セグメント設計？」

「……はい」

　梢こずえは「はっ」と息を吐き出した。ソファーにもたれかかり片手を振る。

「お話になりませんね。無能で無策、無む思し慮りよで無分別、人間性も腐っている。そんな人間を上に戴いただいた時点で破は綻たんが決まっています。私なら唯い々い諾だく々だくと相手の指示を聞いたりせず速攻アサイン拒否しますね。それで首にされるなら所しよ詮せんその程度の職しよく場ばということです、うちも」

「会社を辞めるってことですか」

「必要とあらば」

　はっきり言い切られる。沈ちん黙もくする工こう兵へいを梢は睨にらみ上げた。

「いいですか桜さくら坂ざかさん、私達はプロです。プロとは能力・作業に対し正当な対価を要求するものです。費用対効果や人間性を無視された挙げ句、言われるがままに扱こき使われるなんてまっぴらです」

　──奴ど隷れいじゃないんですから。

　梢は荒い口く調ちようで言った。

　奴隷……。

　ぐさりと単語が心に突き刺さる。確たしかに今の自分達は奴隷だ。契約という名の鞭むちで叩たたかれＰＣというオールを漕こぎ続けるガレー船の漕そう手しゆ。

　逃げるべきなのか。梢の言う通り免職覚悟でアサイン拒否する？　確かに今の状況ならそれも許容されるだろう。誰だれも自分を責める者はいないはずだ。辛つらい状況でよく頑張ったね。仕方ないよ、運が悪かった……

　だが心のどこかに躊ちゆう躇ちよがある。棘とげのようなひっかかり、抵抗感。

　………。

　しばらく考えた後気づく。……そうだ、逃げることは誰でもできるのだ。たとえば今の自分達の十分の一、百分の一のモチベーションしか持たない者も逃げ出すことは可能だろう。技術力に欠けるエンジニアも同様。だが一いつ旦たん逃げてしまえば自分と彼らの間に垣根はない。ただ「自己都合で退たい職しよく」という履り歴れきが残るだけだ。

　それは……嫌いやだ。

　ぐっと拳こぶしを握りしめる。固い面持ちでうつむいていると低い嘆息の音が響ひびいた。

「そうですよね、桜さくら坂ざかさんはそういうやり方嫌いですものね」

　顔を上げる。梢こずえが渋い表情でこちらを見ていた。

「梢さん……」

「いいです、分かってましたから。要は今の仕事を問題なく回せるようになる、でなければ真っ当に会社間の合意を経て撤てつ退たいする方法を知りたいのでしょう？」

「……平たく言うと」

　梢はもう一度大きな溜ため息いきを漏らした。しばらく沈黙してから視し線せんをもたげる。

「正攻法で考えるなら答えは一つです。増員しかありません」

「増員……ですか？」

　深々とうなずかれた。

「要はタスク量と比較して人数が少なすぎるんです。あと四人エンジニアが増えれば大分ましになるでしょう。考えてみてください、定時以降の仕事は全すべて他ほかの人間に渡せるとしたら、桜さくら坂ざかさん達はかなり楽になりませんか？」

「それは──」

　楽になるどころではない。隠いん居きよ老人並の悠々自適さだった。がくがくと首肯する工こう兵へいの前で梢こずえは考え込んだ。

「セキュリティエンジニアを二名、ウェブ・メール系のアプライアンス要員を二名追加。計六名を基本体制として夜間・休日作業については三交代のシフト制とします。監かん査さ・証跡系に強いエンジニアがつけば室むろ見みさんの負荷も軽減されるでしょう。顧こ客きやくレスポンスも改善されるはずです」

　おおお。

　すごい、ＮＢＬの現場などまったく見ていないはずなのに次々と的てき確かくな提案が出てくる。さすがは梢さん、システム・案件問わずトラブルシュートは手て慣なれたものだった。だが梢は双そう眸ぼうをすぼめた。

「問題はコストです」

　固い口く調ちようだった。

「ＥＥに比べればうちの単価は安いですが……にしても人数が三倍になればそれなりの増ぞう額がくは必要です。セキュリティエンジニアを八十五万、アプライアンス要員を六十八万でカウントした場合総計三百六万プラス。……現状の月げつ額がくコストはいくらでしたっけ？」

「百五十万……ですね」

「であれば単純に三倍ですね。そのコストをＮＢＬが吞のんでくれると思いますか？」

「………」

　難むずかしいだろう。もともと赤字プロジェクトの収支を改善するために自分達が呼ばれたのだ。追加費用ください、はい分かりましたとはならないはずだ。

「他ほかに何か手はないですか」

　工こう兵へいの質問に梢こずえは眉み間けんの皺しわを深くした。

「あとは……もっと単価の低い業者を使うかですね。月額四十八万くらいのエンジニアも会社によってはいますから、そういう人間を組み合わせて体制構築する。ただその場合でも二倍近く費用はかかるでしょうけど……」

　うううん。

　工兵は唸うなった。お金の話になるとどうしても見通しが暗くなる。だいいち見み積つもりを切っているのは社長だ。工兵達の提案が素直に通るとは思えなかった。

　気詰まりな沈ちん黙もくが訪れる。ウェイターがドリンクを運んできたが梢こずえは手をつけなかった。ただ渋じゆう面めんで考え続けている。

　どのくらい時間がたっただろう。視し線せんを落とし「とりあえず飲みませんか」と提案しかけた時。

「シェアード窓口」

　ぽつりと梢がつぶやいた。

「え？」

　瞬まばたきする工こう兵へいに梢は目線を合わせてきた。

「シェアード……共有窓口を提案したらどうでしょう」

「共有窓口……ですか」

　どういう意味だろう、いまいちよく分からない。

　梢がこくりとうなずく。

「要はスキルセットに応じたエンジニアを一いち人にん月げつ丸々確保フルアサインするから高くなるんです。監かん査さもファイアウォールも月〜金フルタイムで作業しているわけじゃないでしょう。必要な時に必要なエンジニアが対応できればいい。なら全員が全員、常時ＮＢＬ案件に張りつく必然性はないと思いませんか？」

「それは……そうかもしれませんが」

　まだ言わんとしていることが理解できない。怪け訝げんな表情で固まっていると梢の眼まなこがきゅっとすぼめられた。

「つまり通常の運用サービスと同じにすればいいんです。リモートに運用窓口を設け複数顧こ客きやくの問い合わせを受けつける。ＮＢＬの業務がない時は他ユーザーの作業をしてもよい。これならコストも全案件で共有シエアできます。一人ひとり当たりの負荷も劇げき的てきに下がるでしょう」

「あっ……」

　思わず息を吞のんでしまった。閉へい塞そくした空間に風穴が空いた感覚。今まで考えたこともない、未知の選択肢を示され工こう兵へいは瞠どう目もくした。

　運用窓口、シェアードサービス……そうか、普通に通常案件で提案している内容をＮＢＬに持ちかければいいのか。費用は現行と同程度でスルガシステム側の体制を強化、各プロダクトの専門家も準備する。悪い話ではないはずだった。

　なぜ今まで思いつかなかったのだろう、こんな簡かん単たんなことを──と考えて工兵は静止した。そもそも自分達はなぜこんなおかしな案件に巻き込まれた？　通常の提案さえできず、案件概要もつかめぬまま現場に放り込まれた？　本来なら今のような議ぎ論ろんをしてから見み積つもりを弾はじいたはずなのに。

　………。

「気づいたみたいですね」

　梢こずえは固い口く調ちようで言った。瞳ひとみに冷ややかな光が宿っている。

「プロジェクトルーム……案件情報を外に持ち出せない縛しばりがある限りこの提案は無効です。本来なら今私と話してることだって守秘義務違反になりかねません。プロジェクトの課か題だいは全すべてプロジェクトチーム内で解決する。そんな体制にリモート窓口を持ち込みたいと言ってもおそらく一笑に付されるだけでしょう」

「で、でも……コストとスペックのバランスを考えればそれしか手はないんですよね？」

　工こう兵へいの問いかけに梢は沈ちん黙もくした。工兵は身を乗り出した。

「お金はない、でも仕事は山ほどある、必要なスキルセットも盛りだくさん、そんな現場に贅ぜい沢たく言ってる余裕はないでしょう？　スルガシステムとＮＢＬ間の情報共有を許可する、それだけで全てが解決するんです。検討しない道理はないでしょう？」

「そんな正せい論ろんが通じるほど大企業は甘くありませんよ」

　梢の声は厳きびしかった。

「一つ規則を改定するのに複数人、下へ手たをすれば何十人の承認を必要とするのが彼ら──大手企業なんです。効率的だからなんて理由で規則をねじ曲げるとは思えません」

「分かってます。分かってますけど」

　何もせず手をこまねいていることなどできない。少しでも突破口があるなら試してみたかった。

　強い視し線せんで梢を見据える。

　癖くせ毛げの同僚は気まずげに押おし黙だまっていたが、ややあって嘆息した。

「私としてはこんな分の悪い調ちよう整せいを桜さくら坂ざかさんにさせたくないんですが……」

　渋々といった様よう子すで前置きし、続ける。

「一つ交渉しようがあるとすれば現在の残業時間でしょうね。日々の勤務実じつ績せきは記き録ろくしていますよね？」

「はい」

「詳しい精算の取り決めは分かりませんが、一般的なやり方なら百八十時間超の稼か働どうは時間単位で請せい求きゆうできるはずです。先程うかがった内容だと多た分ぶん百時間以上足が出ているんじゃないですか？　室むろ見みさんと二人ふたり分ぶんなら百万程度の超過請せい求きゆうになると思います」

「え……」

　そんなに？

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいに梢こずえは「はい」とうなずいてみせた。

「今後も同じ稼働量が見込まれるならシェアード窓口にすることで追加請求を減らせる、ゼロにできるという提案はありでしょう。いくらＮＢＬでも超過勤務費を値切ることはできませんから。毎月百万の増ぞう額がくがなくなるのは十分魅み力りよく的てきだと思います」

「………」

　梢の言葉を理解するにつれ徐々に気分が高揚してくる。長く続いた雨が止やみ晴れ間を覗のぞいた気分。うん……うん、困こん難なんだがやってやれない調ちよう整せいじゃない。今までもっときつい交渉もこなしてきたのだ。十分に試してみる価値はある。

　工こう兵へいは顎あごを引いた。

「ありがとうございます梢さん。その方向性で大おお濠ほりさんと話してみます。……大丈夫、先方だってプロジェクトを破は綻たんさせたくはないでしょうし、現実的な代だい替たい案あんさえ示せばちゃんと交渉のテーブルに乗ってきますよ」

「……だといいんですけど」

　梢の表情は優すぐれなかった。

「桜さくら坂ざかさん……何度でも言いますけど、どうしようもなくなったらすぐアサイン拒否してくださいね。世の中には現場だけじゃどうしようもないことがあるんです。火事や洪水、災害から逃げるのはその人が臆おく病びよう者ものだからじゃないでしょう。……お願ねがいだから自分を大切にしてください」

　すがるように言われる。

　工兵は「はい」と力強く答えた。はい分かりました。心配しないでください、無茶むちやはしませんから。

　だが本音のところ諦あきらめるつもりはなかった。スルガシステムに入ってから今までいくつもギリギリの折せつ衝しようをこなしてきている。困難や危き機きをダース単位で乗り越えてきた。今回だけが例外とどうして思えるだろう。大丈夫、自分はできる。プロジェクトも売り上げも室むろ見みさんの健康も全すべてひっくるめ救ってみせる。そうしてみんなで祝杯を上げよう。『いやぁ今回もひどい案件でしたねぇ、でもまたクリアしちゃいましたねぇ。さすが僕達、ちょっと神がかってませんか？』……なんて言って。

　己おのれを鼓こ舞ぶし梢こずえに向き直る。

　彼女はまだ不安そうな様よう子すのままだった。
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　翌日──

　出社してすぐ大おお濠ほりに呼びかけた。

　すみません、少しお時間よろしいですか？　体制の件で……ええっと三十分くらい。

　緊きん張ちようし打診すると大濠はあっさり『いいですよ』と返してきた。手帳を確かく認にん、『今日きようは午後外出で午前中は準備にあてたいんで……夕方、午後四時からでもいいですか？』と回答される。

　断る理由はなかった。工こう兵へいはスケジューラで大濠の予定を確保、打ち合わせスペースを予約した。室見に悟られぬよう前倒しで仕事を進める。

　何せ梢絡みの話だ。室むろ見みに知られたら間違いなく反対されるだろう。だいいち彼女はこの手の交渉事に向いていない。真正面からＮＢＬの無茶むちやを糾きゆう弾だんするか体制不備を訴えるか、いずれにしろ円満な対話は望めそうになかった。であればまず自分が話をする。実現可能性を確たしかめる。一応藤ふじ崎さきにだけは了解を得ておこうと思ったが、まだ客先にいるのか相変わらず連絡がつかない。室見の体たい調ちようを考えるととても待っていられなかった。

　午後五時。

　大おお濠ほりが出先から帰ってきた。メモと筆記具を持参して声がけする。先に会かい議ぎ室しつ入りして待っていると少し遅れて筋肉質のシルエットが入ってきた。

　扉が閉まる。

　大濠は無表情のまま「で」と言った。

「新しい方かたを提案してもらえるの？」

「え？」

「室見さんの代わりだよ。体制の件ってそういう話じゃないの？」

「いえ、あの……ではなくて」

　工こう兵へいは慌てて手を振った。どうして室見を外すことが既定路ろ線せんになっているんだ。今彼女を退場させたら間違いなくこのプロジェクト破は綻たんするぞ。

　呼吸を整え最初から順に説明していく。今の作業量だと二人ふたり体制は厳きびしいこと。残業時間が百時間を超えそうなこと。まともに増員するとコストが三倍以上になること。

「……だから作業場所を我々のオフィスに移させてもらって、運用チーム全体でのサポートにさせてもらいたいんです。自社ならもうすこし幅広いスキルセットのエンジニアを準備できますし費用も現実的なレベルに落とし込めますから」

　いかがでしょうか。

　うかがうように問いかけた。

　もちろんこの段階で快かい諾だくされるとは思っていない。懸け念ねん点てんや問題点、確かく認にん項目が出てくることは織おり込こみ済ずみだ。だからとりあえずは課か題だいを共有する。スルガシステム側の思いを分かってもらう。詳しい話はそのあとだ──と思ったのだが。

　大おお濠ほりは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。椅い子すにもたれかかり足を組み。

「残業はないでしょ」

　こともなげに言った。




　……は？




　意味が分からない。固まる工こう兵へいの前で大濠は目をすぼめた。

「あのね、残業ってのは管理者が指示して初めて行えるものなの。『今日きよう何時から何時まで残ってください』とか事前にお願ねがいしてね、定められた時間のみ延長勤務する。今までアタシあなた方に残業指示した？　してないでしょ、であれば御おん社しやが勝手に残って作業してただけ、割増料金を請せい求きゆうされる謂いわれはない」

　呆あつ気けにとられた。驚おどろきのあまり息が止まりそうになる。工こう兵へいは瞬まばたきしながら懸けん命めいに言葉を紡いだ。

「いや……いやそれはおかしいですよ。だって大おお濠ほりさん、初日に深夜立ち会い依頼しましたよね？　あれは残業じゃないんですか？」

「あぁ、あれ？　あれはまぁ確たしかに依頼したけどさ、トータルの超過は十時間もいってないでしょ。あなた契約書読んでる？　基本時間プラマイ二十ｈアワーは通常料金の範はん囲い内ないだよ。十分吸収できる範囲でしょ」

「………」

　なんという……なんという暴ぼう論ろん。

　顔から血の気が引いていく。あまりに理不尽すぎて反論さえ思いつかない。

　絶句する工兵に大濠は舌打ちしてみせた。

「ま、申請するのは勝手だけどね、止める権利もないし。ただ承認はしないから。だらだらやった挙げ句、遅れた分で金取ろうとか非ひ常じよう識しきにもほどがあるよ。会社の格が知れるね」

「……超過時間ゼロで勤務表を提出しろと仰おつしやってるんですか？」

「だからアタシの口からそんなことは言えませんよ。ただお願ねがいした業務量に即した時間を申告してくださいってことです。休きゆう憩けい時間とか調ちよう査さ時間とか、そういうものは一切除いてね」

「………」

「もういい？　アタシも忙しいんで他ほかに用がないなら仕事に戻らせてほしいんだけど。……いい？　いいよね？　じゃこれで」

　工こう兵へいの返事を待つことなく大おお濠ほりは席から離はなれた。苛いら立だたしげに首を振り退室していく。ばたんと大きな音を立てて扉が閉まった。

　………。

　どのくらい呆ぼう然ぜんとしていただろう。唐突にとてつもない衝しよう動どうが身体からだを満たした。跳ねるように立ち上がり足を上げる。そのまま力一杯、ぶち破らんばかりの勢いで、壁かべを──

　……っ！

　すんでのところで足が止まる。社会人としての理性がギリギリ身体を縛しばりつけていた。何をしている。落ち着け、ふざけるな。客先だぞ。

（分かってる、分かってるさ。だけど）

　放出されなかった激げき情じようが体内を駆け巡っている。今にも身体が破裂してしまいそうな感覚、喉のどの奥から凶暴な叫びがこみ上げてきた。

　くそっ。

　奥歯を食いしばり壁かべに背を向ける。扉を開け廊下へ、そのままプロジェクトルームを出た。

　走る、走る、走る。

　どこをどう進んだかも覚えていない。気づけば大おお崎さき駅えきの線せん路ろ沿ぞいに出ていた。折しも山やま手のて線せんの車両が地じ響ひびきを立てて行き過ぎていく。工こう兵へいは力一杯フェンスを殴りつけた。

　……っ！　……っ！　………！

　一度拳こぶしが狙ねらいを外し金属の枠組みに激げき突とつした。痛い、だが気にはならなかった。脳が麻薬にでも冒されたように高揚している。自分も大おお濠ほりもＮＢＬも何もかも壊こわれてしまえ。この世から消きえ失うせてしまえ。自じ暴ぼう自じ棄きな感情が意い識しきを満たしていた。

　だが、そんな不自然極まりない興こう奮ふんは長続きしなかった。

　不意に──唐突に身体からだが冷えた。すぅっと風船から空気が抜けるように心が萎しぼんでいく。

　どれだけ叫んでも暴あばれても何一つ変わらない。事態は好転しない。残酷そのものな事実が脳に染み入ってきた。

　……ああ。

　工兵は呻うめいた。肩を落とし空を仰ぐ。

　ああ、自分は無力だ。

　脱力して拳を見下ろす。中指の付け根が赤く腫はれ上がっていた。一いつ瞬しゆん遅れて鈍にぶい痛みが認識されてくる。骨でも痛めたのか、じんじんと疼うずくような感覚だった。

（何やってるんだ……自分は）

　こんなところで公共物に八つ当たりして、年とし甲が斐いもなく暴れたりして、みっともないことこの上ない。

　戻るか。

　室むろ見みに黙だまって引き上げるわけにもいかない。荷物だって預けっぱなしだ。とりあえず席に戻り今後のことはそれから検討しよう。溜ため息いき混じりに踵きびすを返した時だった。

　見み慣なれた人ひと影かげが視界の端に入ってきた。

　ドロップショルダーのブラウスにサブリナパンツ、ほっそりした面おもてと糸のような狐きつね目め。長身の女性が反対側の歩道を歩いて行く。見間違えようもない、貝かい塚づかだ。彼女はハンドバッグを肩から提げ携帯電話を使っていた。

　工こう兵へいに気づいた様よう子すはない、細目の女性エンジニアは人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべ通話している。相手は……彼氏さんか？　であればまたデートなのか。

（って……業務時間中だろ!?）

　仰天して視し線せんを巡らせる。道路沿いのビルに電光掲示板が見える。表示された時間は……午後五時四十五分。

　……定時退社ってことか？

　工兵は脱力した。

（はぁ……よいご身分なことで）

　こちらは死ぬか生きるかの大おお騒さわぎをしているというのに、あちらはアフターファイブをエンジョイ中ときたか。同じ職しよく場ばでも随分境遇が違うものだ。まったくあやかりたいもの……で……。

　刹せつ那な、工こう兵へいは固まった。

　待てよ。

　ちょっと待った。




　なんで彼女だけ早く帰れる？




　思い返してみれば貝かい塚づかが残業していた記き憶おくはほとんどない。休日出勤も同様。いつも定刻に現れ定時に消えていく。かといって業務時間中がむしゃらに仕事をしているわけでもない。それは休きゆう憩けい室しつ仲間の工兵が一番分かっていることだった。

　大して根を詰めることなく、残業もせず、真っ当な精神状態を保ち続けている。今の現場に入って三ヶ月と言っていたか？　同じ派遣元の人はいないようだからおそらく一人ひとりで仕事を回しているのだろう。一体どうやって？　何をすればそんなことができる？　データベースってそれほど簡かん単たんなのか。ネットワークや他ほかの分野に比べて。

　呆ぼう然ぜんとしているうち、貝塚はビルの向こうに消えてしまった。

　はっと我に返る。工こう兵へいはしばし逡しゆん巡じゆんした後、踵きびすを返した。階段を駆け上がりオフィスにたどりつく。ロッカーを開かい錠じよう、私物のスマートフォンを取り出した。もう一度ビルのエントランスに戻り画面をタップする。

　ブラウザ起動。

　検索ボックスにキーワードを打ち込む。

『株式会社……スピリッティア』

　強烈な違和感が意い識しきを満たしている。そもそも貝かい塚づかのプロジェクトチームにおける扱いは妙だった。他のグループがＮＢＬ社員管かん轄かつにもかかわらずデータベースだけは貝塚担当。進しん捗ちよく報告も彼女自身で行っていた（ちなみにネットワークグループの報告は大おお濠ほりだ。実務は工兵達だが、この分担は案件を通して変わっていない）。頻ひん繁ぱんに休きゆう憩けいし定時退社しても怒られない。あたかも顧こ客きやくかゲストのように他パートナーとは一いつ線せんを引かれていた。

　一体何者なんだ……というかどういう素性の会社なんだ。

　疑問につき動かされ検索ボタンを押す。表示された会社のトップページから企業理念、サービス概要、実じつ績せき紹介とたどっていった。

　会社概要──

　素っ気ない文字だけのリンクをタップして……工兵は目を見張った。

『商号：株式会社スピリッティア　株主：ＮＢＬ １００％』

　持ち株比率１００％？

　ＮＢＬの完全子会社じゃないか。しかも役員陣はＮＢＬの現役部長・取とり締しまり役やくだらけ、監かん査さ役やくは……都銀の経理部長？　なんだ、一体なんなんだこの会社は。

　だが最大の衝しよう撃げきはそのあとに訪れた。

　役員体制の最上段、専務取締役の上に見み慣なれた名前がある。




　役やく職しよく：代表取締役社長　氏名：貝かい塚づか悠ゆう里り。




　社……長？

　あの適当な、ぬぼっとした、お気楽極まりない人が社長？　会社のトップ？

　噓うそだろうとつぶやきたくなる。だが何度見返しても記述は変わらなかった。以前名刺で示されたものと寸分違たがわない。『忘れないでくださいな』と念押しされた彼女の名前。

　………。

　さすがに頭がついていかなかった。脳内のプロジェクト体制図がぐちゃぐちゃにこんがらがっていく。ええっと……ＮＢＬがお金を出して会社を作り、更にまた金を払って仕事を依頼する？　しかも先方から来たエンジニア（社長だが）は正社員並に裁量を与えられている。一体何がやりたいのかさっぱり分からなかった。

　眉まゆ根ねを寄せ続けること数秒、ふっと画面が切り替わった。掌てのひらで端末が振しん動どうし始める。電話の着信だった。

　発信者表示は……藤ふじ崎さき伊い左さ次じ。

　………！

　慌てて応答ボタンをタップする。かぶりつくように耳を近づけるとスピーカーから切迫した声が流れ出してきた。

『桜さくら坂ざか君？　桜坂君かい？　よかった……繫つながった。姪めい乃の浜はまさんから大変なことになってるって聞いたんだけど』

「梢こずえさんが？」

　社内に戻ってエスカレーションしてくれたのか。自分の仕事もあるだろうに、レポートラインを飛び越し他部署の上長にまで掛け合ってくれた。そして報告を聞いた藤ふじ崎さきも即座に連絡してきてくれた。自分達の身を案じて。

　ああ……。

　ああ自分は一人ひとりじゃない。

　胸の奥がじんわりと温かくなっていく。だが感動に浸っている余裕はない。工こう兵へいは携帯を握りしめた。

「それより藤ふじ崎さきさん、ちょっと確かく認にんしたいことがあるんですけど」

『な、何かな？』

　工こう兵へいは小さく息を吸い込んだ。

「スピリッティアって会社知ってます？」

『スピリッティア？』

「ＮＢＬ１００％資本の子会社らしいんですけど」

　順を追い説明していく。プロジェクトの収支が赤字になっていること、そのしわ寄せが現場に及んでいること、過負荷のためパートナーエンジニアが次々と倒れていっていること。

「でもデータベース担当のスピリッティアだけは違うんです。業務量もコントロールできているみたいですし、それでスケジュールが遅延することもない。何かからくりがあるとは思うんですけど……元ＮＢＬの藤崎さんなら情報持ってるんじゃないかと思って」

　一いち縷るの望みを託し問いかける。もちろんピンポイントの回答が返ってくるとは思っていない。ＮＢＬ規模の会社ならグループ企業だけで数百ある。いくらＯＢでもその全すべてを把握してはいないだろう。だが少しでもヒントをもらえればそこから突破口を考えられる。現状打開の方法を見つけられるかもしれなかった。

　藤崎の回答はない。記き憶おくを探っているのか。

「えっと、あの……会社概要とか沿革とかならお知らせできますけど」

『いや、その必要はないよ』

　静かな声が響ひびいた。冷えた鉄のような口く調ちよう。押おし黙だまる工こう兵へいに藤ふじ崎さきは続けた。

『貝かい塚づか悠ゆう里り……知った名前だ。できればあまり思い出したくなかったけどな。……そうか、彼女が絡んでるのか、なるほどね、つまりはそういう案件ってことだ』

　つぶやくように言われる。工兵は瞬まばたきした。

「藤崎……さん？」

　嘆息。藤崎は低い笑い声を漏らした。

『いいよ、質問に答えてあげる。スピリッティアって会社がどんな企業か、貝塚悠里がどんな人間か。そして彼女が使ってる手品──からくりが何かをね』

　そう前置きして藤崎はゆっくりと話し始めた。
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　日が明けて翌十二月二日、午後六時十分。

　工兵は大おお崎さき駅えき前まえのサンドイッチ店を訪れている。例によって室むろ見みには無断での外出、ばれたら確かく実じつにドライバー串くし刺ざしの刑だった。だが今日きようだけは見逃してもらいたい。他ほかでもない自分達が生き残れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのだ。全すべてがうまくいったあとならいくらでも罰は受けてやる。

　有ゆう線せん放送がハウスミュージックを流している。紙コップのコーラは先程から全然減っていない。ストローの口を嚙かみしめ窓の外を眺めていると不意に足音が響ひびいた。

「どうもどうも、お待たせしました」

　狐きつね目めの女性──貝かい塚づかがすぐそばに立っていた。どこかで買い物してきたのか、片手に手提げ袋を持っている。今日きようの服装は黒シャツに白のデニム、相変わらずビジネスパーソンっぽくない、今から丸まる井いで買い物ですと言われても十分納得できる格好だった。

　工こう兵へいは立ち上がり頭を下げた。

「いえこちらこそ、業務時間後にお呼び出てしてすみません。ちょっと……休きゆう憩けいスペースじゃ話しづらいことだったんで」

「話しづらいこと？　社員の悪口とか？」

　にやけ顔で言って貝塚が腰かける。手に持ったコーヒーカップを机の上に置いた。

「いいですよぉ、どんな愚ぐ痴ち言ってもらっても。わたしと桜さくら坂ざかさんの仲ですもんね」

「愚痴……ではないんです」

「愚痴じゃない？　じゃあ悩み事相そう談だん系ですか。あ、ひょっとして室むろ見みさんと喧けん嘩かしましたか？　だめですよー、女の子は大事に扱わないと」

　揶や揄ゆするような口く調ちように、だが工こう兵へいは首を振る。

「悩み事相談でもないです。……そうですね、端的に言えばもう少し腹を割って話してみたいと思ったんです。貝かい塚づかさんと」

「わたしと？」

「ええ。データベースアーキテクトではない、スピリッティアの代表取とり締しまり役やく貝塚悠ゆう里りさんと。……それともこうお呼びした方がいいですか？　本来の所属という意味で」

　工こう兵へいは眦まなじりをすぼめた。まっすぐに貝塚を見つめ告げる。




「ＮＢＬ・ビジネスストラテジーコンサルティング・ディビジョン、ソリューションスペシャリスト、貝塚悠里殿と」




　空気が硬度を増したように思えた。押おし黙だまる貝塚に工兵は固い声で続けた。

「スピリッティア──高こう騰とうする内製コストを抑制するためＮＢＬ内部で試し験けん的てきに作られたベンチャーの一つ。中核社員は全すべて元ＮＢＬ社員、ですが設備費や給与体系を見直すことで工数単価を五割近く抑制することに成功した。もちろん元社員が関かかわっている以上品質はＮＢＬ基準。社内用語も通じる。まったくよくできたスキームだと思いますよ。普通の外注と違って売り上げはグループ内に留とどまりますしね」

「………」

「おかしいとは思ったんです。あれだけ外注をぞんざいに扱ってたＮＢＬ社員が貝かい塚づかさんにだけは何も言わないんですから。でも貝塚さんがＮＢＬプロパーならそれも納得いきます。定時帰りが咎とがめられない理由も同様、ＮＢＬ本社で定期報告会が開催されているんですよね？　案件進しん捗ちよく、会社の業ぎよう績せきなどについて」

　デートにしては随分色気のない話だと思いますけど。

　工こう兵へいの軽口に貝塚は眉まゆ一つ動かさなかった。口元に冷たい笑えみが浮かんでいる。彼女は小首を傾かしげた。

「どこからその情報を？」

「うちの上長──自社のマネージャーが貝塚さんの名前を知っていました。もともと一いつ緒しよに働いていたこともあるって聞きましたけど。……藤ふじ崎さき伊い左さ次じと言って分かりますか」

「ああ〈教授〉かぁ」

　貝塚は破顔して椅い子すにもたれかかった。長い足を組み天てん井じようを仰ぐ。

「なるほど、なるほどね。そういうことか、〈教授〉の会社から要員を引っ張ってきたんだ。金かな山やまさんも人が悪い、あらかじめ言ってくれればいいのに」

「じゃあ」

　認めるのか、工兵の指摘を素直に。

　貝塚は肩をすぼめた。

「仰おつしやる通りわたしはＮＢＬの社員ですよ。同時にスピリッティアの社長でもある。ミッションは赤字プロジェクトの収支改善、別に隠すことじゃありません。まぁ話す内容を選んでいたのは確たしかですが」

「……名刺の件は？　隠すつもりがないならちゃんと本来の肩書きを示してくれてもよかったんじゃないですか」

　データベースアーキテクト──なんて韜とう晦かいじゃなく。

　貝かい塚づかは微苦笑した。

「まぁそこは確たしかに。ただ本案件においてわたしはあくまで一エンジニアとして現場入りしてますからね。あっちの名刺しか持ち合わせていなかったんですよ。……というか業務委託から社長の名刺を渡されても普通は訝しいぶかがられるだけでしょう？　説明が面めん倒どうくさいんですよ」

「………」

「で？」

　貝塚はコーヒーカップを取り上げた。薄うすい唇がプラスチックのキャップに触れる。

「今の話を受けて桜さくら坂ざかさんはどうしたいんですか。よくも騙だましやがったなとわたしを罵ののしりたいんですか？　それとも金こん輪りん際ざい馴なれ馴なれしく接してくれるなとでも？」

「いえ、いえそういうことじゃないです」

　工こう兵へいはかぶりを振った。

「貝かい塚づかさんがどういうスタンスで僕に接しようと、それは貝塚さんの自由です。こちらがどうこう言う話じゃありません。見ず知らずの業務委託に素性を全すべて打ち明ける義理もないでしょうし、そのことについて不満はありません」

「ふん？」

　貝塚の眉まゆがわずかに持ち上がった。

「じゃあ何がご希望ですか。ＮＢＬ社員としてあの大バ濠カをなんとかしろとでも？　言っておきますがわたしと彼のラインは全然別系統です。一社員の提言で人事が覆くつがえるほどうちの企業は風通しよくありませんよ」

「僕がお話したいことは一つだけです」

　工兵は静かに相手の言葉をかわした。貝塚を正面から見据え告げる。

「貝塚さん、僕らの業務を買いませんか？」

　………。

「なんですって？」

　怪け訝げんそうに訊たずね返される。眉根に深い皺しわが刻まれていた。予想外の申し出だったのだろう、しばらく沈ちん黙もくした後、口角を押し下げる。

「あなた方がわたし達に何を売れるっていうんですか。必要であればわたし達は直接ＮＢＬと交渉します。いえ……コンサルティングディビジョンとしてリテイル本部と社内調ちよう整せいをするというか。とにかくあなた方に仕事を譲ゆずってもらう道理はありません」

「本当に？」

　工こう兵へいは問いかけた。

「であればなぜ最初からネットワーク要員を出さなかったんです？　どうして金かな山やまさんは勝手知ったスピリッティアではなく、スルガシステムなんてところに打診したんですか」

「………」

「答えは一つです。ＥＥの撤てつ退たいがあまりに急で引き継ぎ資料が準備されていなかったから。ドキュメントのないシステムを受け取るのがリスキー過ぎると判断されたから。だからスピリッティアとしてネットワーク部分に手を出せなかった。違いますか？」

「それは……」

「受託できるものなら受託したかったでしょう、何せ月げつ額がく百万強です。ＮＢＬならともかくベンチャー規模の会社ならかなりの売り上げになるはずですから。でもできなかった。理由は今言った通り。作業量を見み積つもるための情報が根本的に欠けていたからです」

「………」

　工兵の説明に貝かい塚づかは黙だまって耳を傾けていた。面おも長ながの顔から感情は読み取れない。細い指がコーヒーカップの表面をなでている。

　ややあって彼女は口を開いた。

「面おも白しろい推測ですね。ですがもう少しシンプルな解もあるんじゃないですか？　我々はベンチャーですから、無尽蔵に人を出せるわけじゃない。社長自ら出張ってデータベース担当やっているのが何よりの証拠でしょう。更にネットワーク要員なんて対応しようがない──とは考えられませんか」

「最初はそう思いましたけど」

　工こう兵へいは肩をすくめた。

「貝かい塚づかさんがあまりに余よ裕ゆう綽しやく々しやくなので考え方を変えました。スピリッティアは人手が足りないから貝塚さん一人ひとりを派遣してるんじゃない、一人でも回る仕組みを整ととのえてるからそうしてるんだって」

「仕組み……？」

「もう探り合いはやめませんか、貝塚社長」

　声こわ音ねに力を込める。工兵はまっすぐに貝塚を見据えた。

「スピリッティアはＮＢＬのグループ企業として特例的にリモート窓口の開設を許可されている。おそらく本番環かん境きようにもアクセスラインを持っているんじゃないですか？　つまり御おん社しやのエンジニアはプロジェクトルームに常じよう駐ちゆうする必要がない。貝塚さんはあくまでも連絡役として待たい機きしているだけ。実働部隊はその裏側にいる」

　十人か二十人か、おそらくシフトを組み二十四時間体制で業務しているのだろう。運用資料の閲えつ覧らんもメンテライン経由で実施。であれば作業効率も劇げき的てきに変わってくるはずだ。急な依頼への対応も無理せずできているのではないか。

　狐きつね目めの女社長は静かに座り続けている。細い首がわずかに傾かしいだ。

「……それも〈教授〉の情報ですか？」

「さぁ」

　どうでしょうねと、短く告げる。工こう兵へいは薄うすく唇を歪ゆがめ貝かい塚づかの顔を見つめた。

　事実を言えば話の半ば以降は推測だった。藤ふじ崎さきから聞いた情報は「貝塚がＮＢＬをスピンアウトした」「スピリッティアはＮＢＬのコスト削減目的で作られた」の二点のみ。あとは全すべて工兵の想像でしかない。だが自らのカードを馬ば鹿か正しよう直じきに明かす必要もなかった。工兵は精一杯のはったりをきかせ貝塚と向き合い続けた。

　どのくらいそうしていただろう。ふっと貝塚がうつむいた。

　細い肩が揺れる。震ふるえているのか──と思った瞬しゆん間かん、低い笑い声が響ひびき始める。

　彼女はゆっくりと顔を上げた。

（……っ！）

　双そう眸ぼうが開いていた。

　ぎらついた瞳ひとみが工兵を射い貫ぬく。貝塚は楽しくてたまらないという風に嗤わらっていた。

「いいね、いいね君。大した策士っぷりだ。〈教授〉の情報と自身の仮説を織おり交ぜ相手を追い詰める。裏取りされたネタがどれか分からない以上、こちらはいたずらにしらばっくれ続けることもできない。一度話にのったが最後、あとは芋いもづる式に情報を引き出される。……まったくたちが悪い。一流の詐さ欺ぎ師しになれるよ、君は」

「………」

　ひとしきり笑った後、彼女はテーブルの上で両手を組んだ。

「で？　売り物は何かな、価格は？」

　切り込むように訊たずねてくる。茫ぼう洋ようとした雰囲気が消え去り企業人の顔になっていた。

　工こう兵へいは思わず「え」と口ごもった。意い識しきが空白化する。急な展開に思考が追いついていかない。だが貝かい塚づかは鷹おう揚ように顎あごをしゃくってみせた。

「商談に乗ると言ってるんだよ。何かわたし達に売りたいものがあるんだろう？」

「あ……はい、えーっと……」

　慌てて記き憶おくを探る。相手の迫力に気け圧おされながら工兵はなんとか準備した台詞せりふを発した。

「ネットワークの現状構成資料一式、それと各種作業マニュアル、テンプレートコンフィグです」

「引き継ぎの打ち合わせは？」

「三回を予定しています。それと撤てつ退たい後ご二週間のリモートサポート」

「短い、最低でも一ヶ月」

「では一ヶ月で。価格は……百五十万でどうでしょう」

「既にできているものを引き継ぐのに？　高すぎるんじゃないかな」

「それだけの価値はあると思います。カウルのインフラについて現状と最終構成の差分を全すべて洗い出したものですから」

　それに──

　工こう兵へいは続けた。

「どちらにしろ僕らは撤退するつもりですから、もし価格の折り合いがつかないなら構成情報を削除して引き上げるだけです。以降御おん社しやがネットワークを巻き取ることになった時は最初のサーベイからやり直しになるでしょうね」

「………」

　貝かい塚づかの口元が歪ゆがんだ。犬歯を剝むき出だしにし軋きしるような声を上げる。

「脅迫かい」

「今後の作業予定をご報告してるだけです」

　工兵は正面から貝塚の視し線せんを受け止めた。名めい状じようしがたい圧力が身体からだを震ふるわす。怖い、ビジネスマンとしての格の違い、覚悟の差が如実に突きつけられてきた。気を抜くと即座に顔を逸そらしたくなる。だがここで負けるわけにはいかない。工兵は全身の筋肉を緊きん張ちようさせ貝塚に対たい峙じし続けた。

　………。

　数分、いや五分くらい沈ちん黙もくしていただろうか。唐突に貝かい塚づかの口角が緩ゆるんだ。眦まなじりを細め椅い子すにもたれかかる。

「いいでしょう。百五十万、それで」

　さっぱりした口く調ちようで言われる。工こう兵へいは目を瞬またたいた。

「え？」

「言い値で買うと言っているんです。何か不満でも？」

「いえ……ええっと」

　もごもご口ごもり唇を歪ゆがめる。まさかこの場で即決されるとは思っていなかった。どう反応してよいか分からない。しばらく視し線せんをさまよわせてから我に返り一礼する。

「あの……ありがとうございます」

　貝塚は苦笑した。

「礼を言う話でもないでしょう。サービスに対し適正な対価を支払う。ビジネスの基本ですよ。どちらが上や下というわけでもない。まぁ顧こ客きやくとして細かな条件はもう少し詰めさせてもらいますけどね」

「はい、それはもちろん」

　勢い込んで言うと貝塚は小首を傾かしげてみせた。

「じゃあ早速、一つ条件いいですかね？」

「？　なんでしょう」

　貝かい塚づかの口元が悪いた戯ずらっぽく歪められた。

「〈教授〉との食事会を企画してください。久しぶりに色々お話してみたいので、今回の件も含めて」

　彼女は片目を閉じウィンクしてみせた。




　　　　[image: ]




「ご相そう談だんがあります」

　そう呼びかけた時の大おお濠ほりはまったくうんざりした様よう子すだった。顔に「またか」の文字が浮かんで見える。一昨日おとといの今日きようで性しよう懲こりもなく……こいつ学習能力ないのか？　心中のつぶやきが毛穴から漏れ出しているようだった。

　時計とけいの針が午前九時二十分を指している。始業直後の喧けん噪そうが過ぎ去りプロジェクトルームは澱よどんだ空気に満ちていた。外出者が多いためか周囲の人口密度は低い。大濠は椅い子すを回し振り返った。大たい儀ぎそうに口を開こうとして、だがふっと動きを止める。視線の先に小柄なシルエットがあった。凛りん然ぜんとたたずむスーツ姿の少女、──室むろ見み立りつ華か。

「相そう談だん、相談」

　皮肉な口く調ちようで嘆息された。これみよがしに額ひたいを押える。

「しかも今度は二人ふたり揃そろって……ですか？　本当勘弁してほしいんだけど。連絡ならメールでもできるでしょ。この忙しいのに、稼か働どうを無む駄だにしてほしくないんだけど」

「すぐ終わりますから」

　固い声こわ音ねで答え工こう兵へいは目配せした。室見が一歩前に進み出る。クリアファイルからプリントを二枚抜き取り差し出した。

「………？」

　大おお濠ほりが視し線せんを落とす。記載された内容を確かく認にんし瞬まばたきした。

「勤きん怠たい表ひよう……これがどうかしたんですか？」

　プリントは工兵と室見、二人の勤怠表だった。着任して半月の稼働量が記き録ろくされている。総残業時間は既に百三十を超え一いち人にん月げつの大台に乗ろうとしていた。

　室見の眼まなこがきゅっとすぼまった。

「半月の稼働率が二百パーセント強、このままいくと間違いなく超過勤務が二百時間超えになります。特にここ一週間は右肩上がりに作業が増えていますし、遠からず私達二人では物理的に回せなくなると思います」

「だから？」

「増員を検討してください」

　揺るぎない声こわ音ね。室むろ見みは薄うすい胸を張った。

「既に桜さくら坂ざかからお話している通り、現地常じよう駐ちゆう継続なら最低でもプラス二名、夜間作業対応も考えるとプラス四名の増員が必要です。どのみち現行でも超過請せい求きゆう額がくはかなりのものになるはずですし、安定した体制構築のためにも増員・増額は現実的だと思いますが」

「あのねぇ……スルガシステムさん」

　大おお濠ほりは大仰に首を振ってみせた。片目をすがめ室見を睨にらみ上げる。

「何度も同じこと言わせないでほしいな。アタシはそんな残業しなきゃいけないほど仕事振っているつもりはないですよ。勝手に残業してその分の費用を請求するなんて、ナンセンス、非ひ常じよう識しきでしょう」

「私達の業務効率が悪いっていうんですか？」

「もうちょっとやりようがあるんじゃないかって言ってるの。一度やった作業は手順化するとかスクリプトで自動化するとかさ、そうすればもっと負荷下げられるでしょ？」

「今までいただいた作業依頼が三十四件、うち二十八件が新規の作業です。八割以上が非定型作業という現状ではマニュアル・スクリプトを作成しても無駄オーバーヘツドの方が大きいと思われますが」

「………」

　角刈りの担当者は鼻はな白じろんだように沈ちん黙もくした。分厚い唇が歪いびつに折れ曲がる。「まぁ具体的な案を考えるのはうちじゃないからさ……」と言葉を濁にごした後、椅い子すにもたれかかった。

「とにかく超過請せい求きゆうとかはないですよ。だってアタシ残業の指示なんて出してないんだから。メールや文書で依頼内容残ってる？　残ってないでしょ？　じゃあもう言った言わないの世界ですよね。それに……」

　小さな目が狡こう猾かつに光る。大おお濠ほりは口角を吊つり上げた。

「定時後に御おん社しやが作業していたとか、どうやって証明できますか？」

　……うわぁ。

　工こう兵へいは思わず口をあけた。

　いっそ清すが々すがしいまでの開き直りっぷりだった。指示もしていないし残業していたかどうかも知らない、本当に残っていたなら証拠を出せ──とか。やくざすぎる。だいたい自分達はあらゆる私物を持ち込めていない、証拠も記き録ろくも出せるはずがなかった。おそらく作業用ＰＣのデータも返却時に消してしまう腹づもりだろう。

　大濠の肩がすくめられた。

「ないでしょ証拠、はい、だからこの話はおしまい。早く仕事に戻って──」

「ありますよ」

　周囲の音が消える。大濠の目がぱちぱちと瞬またたかれた。

　………。

「はい？」

　室むろ見みは小さく首を傾けた。双そう眸ぼうをすぼめひどく冷ややかな表情となる。

「業務の証明エビデンスならあると言っているんです。明めい確かくな作業記録さえあれば超過請求は認めてもらえるんですよね？」

「そ、それは……」

「違うんですか」

　大おお濠ほりは気け圧おされたように口ごもった後、視し線せんを逸そらした。

「……あ、あれば認めるさ。もちろん、ちゃんと客きやつ観かん的てきに有効な記録が残っているならな」

　言外に「あるわけないだろう」「自分はそんなへまをしていない」という思いが滲にじんでみえる。仏ぶつ頂ちよう面づらの大濠に室見はすっと顔を引きしめてみせた。

「コメント文──」

「何？」

「コメント文ですよ。ご存じありませんか？　機き械かいの設定やソースコードに注釈を埋め込む技術。Ciscoならremark・description、Ｐｅｒｌなら＃で始まる行とか。主に設定の意味や意図を埋め込むために使われるものですが」

「そ、それがなんだ」

　大おお濠ほりが動揺している。室むろ見みの意図がつかめないのだろう、固まる大濠の前で少女は眦まなじりを鋭するどくした。

「本番機き器きへの作業時、全すべての設定変更について作業者名・日時をコメントで入れ込みました。ログのタイムスタンプと照らし合わせれば我々が作業したことは簡かん単たんに証明できるはずです」

　………!?

　衝しよう撃げきが空気を揺らした。大濠の口がぱくぱくと開閉される。眼鏡めがねの顧こ客きやく担当者は軋きしるように叫んだ。

「せ、設定に入れ込んだ!?　サービス中の機器へ……か、勝手に!?　何を……何をしてくれてるんだ！」

「勝手に……じゃありませんよ」

　室見は静かに答えた。

「きちんと作業申しん請せいで設定項目は出しています。あまりご覧らん頂けてなかったようですが注釈行含めて大濠さんの承認済です。あとコメント文に作業情報を入れ込むのは私だけじゃなく、ＥＥさんもやられていたことですよ」

「ＥＥも……？」

「ええ」

　沈ちん黙もくが訪れる。そう、大濠は実装の細かいことなど気にしていない。意い識しきしているのは納期と費用のみ。顧客要件を満たすためにどんなオペレーションが必要か、どの設定が必要とされるか、まったくと言っていいほど頓とん着ちやくしていなかった。

　室見はそこを利用した。

　彼女とて黙だまってやられていたわけではない。プロジェクトルーム──私物持ち込み不可という制限下でなんとか作業実じつ績せきを記き録ろくしようとした。自席のＰＣに保存する？　メモに書きつける？　……いやどちらも握にぎり潰つぶされる可能性がある。メモ帳は捨てられるしＰＣはディスクを消されかねない。であればどうするか？　大おお濠ほりがおいそれと手出しできない場所、データを消去できない箇所……そう。

　本番機器に作業ログを残せばいい。

　貝かい塚づかとの会かい談だん後ごのことだ。工こう兵へいは室見に撤てつ退たい話ばなしを持ちかけた。藤ふじ崎さきと貝塚の関係性、具体的なバーター条件などは伏せ、スピリッティアがネットワーク業務を買いたがっているとだけ告げた。『彼らも業務範はん囲いを広げたがっているんですよ』、『ほらデータベースとネットワークって連携して動く部分もあるじゃないですか（多た分ぶん……）』などと言って。馬ば鹿か正直に交渉の裏側まで話すと拒否反応を示されるのでは、そう思い言葉を濁にごしたのだが。

　話を聞き終えた瞬しゆん間かん、室見は語気を鋭くした。

『あんた、それＮＢＬが素直に許してくれると思ってるの？』

　彼女の論ろん旨しは明めい確かくだった。

　工こう兵へい達スルガシステムの指揮命令者は大おお濠ほり。貝かい塚づかとは別系統だ。プロパーのあずかり知らぬところで業者同士調ちよう整せいした話など監かん督とく責任上、受け入れられるはずもない。面子メンツにかけても跳ねのけてくるはずというのだ。

『じゃあ……言うだけ無む駄だっていうんですか』

　うち沈む工兵に、だが室むろ見みは首を振ってみせた。

『そうじゃないわよ、いきなりそんな話を持ちかけても相手はのってこないって言っているの。本丸を攻めるならまず内堀・外堀を埋めてから。先方が議ぎ論ろんに応じざるをえない状況に誘ゆう導どうする。いい？　連中は私達を残業させていない、定時内に完了可能な業務割り当てしかしていない、だから改善策も不要といっているんでしょ。……そのロジックをまず突き崩す』

『どうやって？』

『決まってる、絶対に否定できない証拠を突きつけてやるのよ』

　そう言って彼女は自身の手札を示した。営々と積つみ上げてきた反はん撃げきの手段、横おう暴ぼうな顧こ客きやくに一矢報いる方法。

（まったく……大した人だ）

　あれだけ精神的肉体的に追い詰められながら、他方では冷静に逆ぎやく襲しゆうの機き会かいをうかがっていたのだ。面めん従じゆう腹ふく背はい、まさに企業人ならではの戦い方だった。

　室見の頰ほおが歪ゆがむ。白い肌が引きつりサディスティックな笑えみが浮かぶ。押し殺していた感情がじわじわと染み出してきたようだった。彼女は双そう眸ぼうをぎらつかせ勤きん怠たい表ひようを示した。

「というわけで超過分はまずきっちり請せい求きゆうさせてもらいます。時間単価に深夜・休日係数をかけて……だいたい倍ばい額がくの請求になるかと。その上で次月以降は増員を提案させてください。正せい確かくな人数に関しては作業量見合いになるので、大おお凡よその見込みを教えていただけると」

「………」

　大おお濠ほりの唇が震ふるえ出す。太い指が落ち着かなく動いていた。何度か荒い息を漏らして大濠は唸うなった。

「ちょ、超過請求の精算はともかく……増員は無理だ。そんな金このプロジェクトに存在しない。ネットワークの予算はとっくに使い切って、我々も利益を切り崩すことでオタクらの費用を捻ねん出しゆつしてるんだ」

　強気一辺倒の表情が崩れ神経質そうな内面がのぞいていた。小さな瞳ひとみが揺れている。沈ちん黙もくする大濠に今度は工こう兵へいが静かに呼びかけた。

「であればこの間の話……リモートヘルプデスクを検討してもらえませんか？　あれなら御おん社しやの予算にも合わせられると思いますし」

　頭を振られる。

「無理だ。うちのセキュリティポリシーは変えられない。他社の接続を許すとか……どう考えても受け入れられっこない」

「………」
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　不意に腕をつかまれた。節くれ立った指が食い込む。痛い。大おお濠ほりが卑ひ屈くつな笑えみを浮かべこちらを見上げていた。

　はぁと熱あつい吐息が感じられる。

「なぁ……なぁ、なんとかなるだろう？　ちょっと脅かしてるだけだよな。……ああ、ひょっとしてこないだの件──３Ｆラックのこと怒ってるの？　分かった、分かった、あれもうちょっとお客さんと調ちよう整せいしてみるからさ、だから御おん社しやも検討してみてよ。今の体制で回す方法」

「いや……だからそういう話じゃ」

「それともアタシの言い方が気に障った？　ＯＫ、謝あやまるよ。謝るからさ、だから」




「あまり──無理を言っちゃいけませんよ、大おお濠ほりさん」




　冷ややかな声が響ひびいた。

　かつりと硬質の靴音、澱よどんだ空気が一気に吹き払われる。視界の端で長い、艶つややかな髪が揺れた。

　全員の視し線せんが吸いつけられる。白はく面めんの女性が通路に立っていた。スタンドカラーの白シャツにスラックス、糸のように細い狐きつね目め。静かな笑みをたたえるキャラメルピンクの唇。

「か、貝かい塚づか……」

　大濠が表情を引きつらせる。貝塚の足音が近づくにつれ気け圧おされたようにのけぞった。

「な、なんの用だ。こっちは今取り込み中だ。部外者の出る幕じゃないぞ」

「あらつれない。部外者だなんて。同期入社の仲でしょうに」

　優ゆう雅がな口調で言って貝塚は立ち止まった。細い首をついと傾ける。

「話は聞かせてもらいました。ネットワーク部分、やっぱり二人ふたりじゃ足りなかったみたいですね？　再三体制の妥当性について確かく認にんされていたはずですが、……まぁその勤きん怠たい表ひように書かれている結果が全すべてというわけですか」

「……っ！」

　大濠が勤怠表を隠す。憎々しげに舌打ちし貝塚を睨にらみ上げた。

「だ、だったらなんだ。予算が決まっている以上、無理でもなんでもやらなきゃいけないだろう。利幅数十パーセントの優良プロジェクトとはわけが違うんだ。手持ちのリソースでなんとかやりくりしていかないと」

「でもできないって言っているんでしょう？　スルガシステムさんは」

「………」

　ぎりぎりと歯ぎしりの音が聞こえてくるようだった。引きつり顔の大濠に貝塚は薄うすく笑いかけた。ちらりと工こう兵へい達を一いち瞥べつ、アイコンタクトしてくる。いいですか？　はい、いいですよ。じゃあ遠えん慮りよなく、事前の打ち合わせ通りに。

　貝かい塚づかは視し線せんを正面に戻すとひどく優やさしい声こわ音ねで告げた。

「どうでしょう、ネットワークもスピリッティアで引き取るというのは」

「………!?」

　大おお濠ほりの目が大きく見開かれた。濁にごった眼がん球きゆうが落ち着きなく揺れる。

「な、なんだよそれ、いきなり何を言い出しているんだ？　どうしてそういう話になるんだ」

　貝塚は肩をすくめた。

「データベースも一段落ついてきましたしねぇ、我々もビジネス領域を広げていきたいんですよ。ほら何せベンチャーですから、貪どん欲よくに仕事は探していかないと」

「ネットワーク・ファシリティはこっちの業務範はん囲いだ！　だいいちおまえら、ＥＥの残したドキュメントじゃ引き継げないと言ってただろう!?　なんで今更引き取れるなんて話になるんだ！」

「それはほら……スルガシステムさんが黙もく々もくと構成資料を作り続けてくれましたからねぇ。設定を解析・ドキュメント化して」

　はっとした表情で大濠が振り向いた。傍かたわらで室むろ見みが静かにうなずく。愕がく然ぜんとする大濠に貝塚は顔を寄せ囁ささやいた。

「いいじゃないですか、どうせ腰かけのプロジェクトでしょう。面めん倒どうくさい仕事は子会社に任せて本社組のあなたは悠々自適に暮らせば」

「あ……アタシは」

「ああそうだ。実はこの話、もう上にしていましてね。引き継ぎの目め処どが立っているなら巻き取って構わないということです。高たか宮みや本部長も『大濠の手に余るなら仕方ない』と仰おつしやってましたよ」

「………!?」

　今度こそ大濠は絶句した。顔面に血管を浮かび上がらせ、口を開け閉めする。ややあって角張った顔がどす黒く変色した。椅い子すを蹴けりつかみかからんばかりの勢いで立ち上がる。

「貝塚っ！　貝塚貴様ぁッ！」

　だが伸ばした手は空を切った。貝塚がわずかに身を引いている。崩れ落ちた大濠を狐きつね目めの社長は静かに見下ろした。

「では正式なオファーは井い尻じり課か長ちようからくると思いますので、それまでよく考えてください。ああ……スルガシステムさんの体制増強費用をどこかから工面できれば話は別ですよ？　あるいはスピリッティア以外の会社にリモートサポートを許可できるなら」

　行きましょうか。

　貝塚が静かに告げてくる。工こう兵へいはこくりとうなずき彼女に続いた。去り際に一言、「失礼します」と頭を下げる。

　数歩進んだ瞬しゆん間かん、背後で物音が響ひびいた。大おお濠ほりが両目を血走らせ立ち上がっている。土つち気け色いろの唇が歪いびつにめくれ上がった。

「す、スルガシステムさん！」

　すがるような声こわ音ね。

「い、今の体制で回す手段をなんとか考えてくれ。明日あしたまで、明後日あさつてまで、いや〆しめ切きりはいくらでも調ちよう整せいするから、とにかく何か提案してくれ。アタシにできることはなんでもするから！」

　悲痛な訴えがプロジェクトルームに響ひびく。

　工こう兵へいと室むろ見みは顔を見合わせた。今更何を言っているのか、あれだけ我々を道具扱いしておきながら、室見に至っては外せとさえ言っておきながら、なんでも相そう談だんにのる？　できることをする？　笑止千万とはこのことだった。

　だが自分達は企業人だ。顧こ客きやくに対しては常に礼節をもって臨のぞむ。暴ぼう言げんに対し暴言で返す道理はなかった。

　だから工兵は無言のまま、無表情のまま一礼した。諾だくとも否とも言わない、だが明めい確かくな拒絶の意思表示。

　大おお濠ほりが呆ぼう然ぜんとした顔でたたずんでいる。工兵は静かに面おもてを上げ、その場を立ち去った。
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　一週間が過ぎた。

　ＮＢＬ、スピリッティアとの交渉は順じゆん調ちように進み十二月半ばに向けて撤てつ退たいの道筋も見えてきた。おそらくクリスマスまでには工こう兵へい・室むろ見みともスルガシステムの業務に戻れるだろう。あのブラック企業に戻れる日が待ち遠しいとは、正直呆あきれ果てる思いだった。まぁ世の中下には下があるということか。願ねがわくばＮＢＬの現場をマシと思うような仕事にはつきたくないものだ。その程度の願いは持ち続けても許されるだろう。

　ちなみにことの元凶、六ろつ本ぽん松まつは百五十万の現金キヤツシユが入ると分かった途端とたん、軟化した。結局第三四半期クオータの数字が作れれば中身はなんでもよかったらしい。『この調子でガンガン仕事を取ってきてくれよ！』と大笑し打ち合わせスペースから去って行った。

　本当いつかぶん殴ってやりたい。

　そんなこんなで怒ど濤とうの調整を終え工兵は久方ぶりに夜の御お茶ちやノの水みずを訪れていた。

　時刻は午後十時、帰宅ラッシュも一区切りつき駅前の人通りはまばらになっている。楽器店街のシャッターも閉まりコンビニと居酒屋だけが煌こう々こうと光り輝いていた。

　時計とけいを確かく認にん、待ち合わせ時間までもう少し余裕があることを確たしかめる。撤退まであと十日を切り、状況報告も兼ね藤ふじ崎さきさんと食事することになっていた。仕事が終わり次第駅前で落ち合おうと話していたのだが。

「あ、桜さくら坂ざか君。早いね」

　背後から声をかけられる。振り向くと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男性が手を振っていた。相変わらずよれよれのスーツ、瘦こけた頰ほお、無精ひげ、どこからどう見ても冴さえない中間管かん理り職しよくだった。が──

（この人がＮＢＬで貝かい塚づかさんみたいな人達と渡り合ってたんだよな）

　人は見かけによらない。そんなことは室見や梢こずえの相手をしてきて十分理解している。だがあの息苦しい空間に藤崎がいたとはどうにも信じられなかった。あんな荒すさみきった、誰だれに気を許してよいか分からないような場所に──

「ん？　どうしたの」

　無む意い識しきのうちに見つめていたのだろう、工兵は慌てて首を振った。

「ああ……すみません、えっと店は決めてるんでしたっけ？」

「うん、いつもの焼き鳥屋にしようと思ってるけど……いいよね？」

「ええ、もちろん」

　断る理由はない。工兵は藤崎に続き横断歩道を渡った。コンビニ前を通過、画材屋の角を左折し路地裏の居酒屋に入る。

「いらっしゃいませー」

　陽気な店主の声に迎えられカウンターについた。上着を預けビールを注文する。ほどなく黄金こがね色いろに輝かがやくジョッキが運ばれてきた。

「それじゃあ、お疲れ様」

「お疲れ様です」

　軽く乾かん杯ぱいし中身をあおる。すきっ腹によく冷えたビールが染み入ってきた。うう、うまい。焼き鳥の匂においも相まり早くも全身の緊きん張ちようがほぐれてくる。にやけ顔の工こう兵へいに藤ふじ崎さきは「はは」と苦笑してみせた。

「よっぽど喉のど渇いてたんだね。いいよ、今日きようは僕のおごりだから、どんどん飲んじゃって」

「え、いいですよ割り勘で」

「いやいや、今回は僕の古巣絡みで迷惑かけたわけだから、迷惑料がわりにおごらせてよ。まぁその程度で許してもらえるとは思ってないけど」

「いや、いやそんな、よしてください」

　元はと言えば妙なメモを残した自分が悪いのだ。せめてＮＢＬや金かな山やまの名を伏せ字にしていれば社長にばれることもなかっただろう。室むろ見みにも迷惑をかけずにすんだはずだ。

　だが藤崎は工兵の制止を気にせず料理と追加のビールを頼んでしまった。

　まぁ……上司の好意を素直に受け取るのも仕事のうちか。工兵は嘆息を一回、ジョッキを空けた。

「で、報告なんですけど」

「お、そうだそうだ。どんな感じかな現状」

　藤崎が居住まいを正す。工兵は鞄かばんからメモを取り出した。

「まず引き継ぎは順じゆん調ちようです。スピリッティアとは二回目の打ち合わせを行い大おお凡よその残タスクを洗い出しました。成果物のレビューも開始済、こちらは多た分ぶん来週中に完了目め処どつけられると思います。あとは……リモートログインの試し験けんですね。とりあえず今週金きん曜よう日びには本番接続を確かく認にん予定です」

「運用スキームの構築は？　うまくいってる？」

「おおよそのイメージは固められました。初年度はＥＥの保守窓口とスピリッティアが並列で立つ形。次年度の保守更新からは商流にスピリッティアを嚙かませ完全に窓口を一本化します。脆ぜい弱じやく性せい対応も同様……ああ、ただ一つ問題があるとすれば」

「ん？」

　身構える藤崎に、だが工兵はにんまりとしてみせた。

「貝かい塚づかさんから毎日のように催促されてますよ。いつになったら〈教授〉に会わせてくれるんだって」

「……ああ」

　藤崎は口をあけた。ジョッキを置き悩ましげな表情になる。

「まぁ……少し落ち着いてからでもいいんじゃないかな。今から年末にかけては色々バタバタするだろうし」

「毎朝プッシュされてちょっと断りづらくなってるんですけど」

「………」

　あからさまに逃げ腰な様よう子すだった。少し面おも白しろい。工こう兵へいは口元を歪ゆがめた。

「そんなに避けるってことは何か疚やましい話ありですか？　ひょっとしてＮＢＬ時代にただならぬ関係だったとか？」

　藤ふじ崎さきは慌てて手を振った。

「いや、いやいや、全然そんなんじゃないよ。僕彼女が入社してきた時にはもう結婚してたし貝かい塚づか君とは……んー、なんていうかなぁ、桜さくら坂ざか君と室むろ見みさんみたいな関係というか」

「僕と室見さん？」

「新人とトレーナー」

　おっと。

　意外な接点だった。

　新卒一年目の彼女を藤崎さんが教育していた？　ＩＴ業界の基き礎そを叩たたき込んだ？　なるほど、であれば彼女の藤崎に対する執心っぷりも理解できる。〈教授〉……ね、言い得て妙だ。

　工兵は目め尻じりを緩ゆるめた。

「確たしかに、なんかちょっと藤崎さんと似てますよね、あの人。飄ひよう々ひようとしてるところとか、それでいてちゃんと仕事はこなすとことか。若い時の藤崎さんってあんな感じだったのかなぁと思って」
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　追加のビールが運ばれてくる。工こう兵へいはジョッキを引き寄せた。

「最初はちょっと得体えたいが知れないかもと思いましたけど話してみると意外に常じよう識しき人じんなんですよ。仕事の進め方も堅実だし、アウトプットや業務範はん囲いもきっちり定義してくれて。ＮＢＬにもあんな人いるんだなぁって。……いや大おお濠ほりさんの印象が悪すぎただけかもしれませんけど」

「………」

「ああそういえば貝かい塚づかさんから誘われてるんですよ。今回の仕事が片づいたらまた別の案件で組まないかって。丁度ネットワーク系の引き合いがいくつか来ているらしくって、スルガシステムさんさえよければ紹介しましょうかって──」

「桜さくら坂ざか君」

　唐突に遮さえぎられた。藤ふじ崎さきが固い表情でこちらを見ている。双そう眸ぼうから笑えみが消えていた。眼鏡めがねの上長はわずかに沈ちん黙もくした後、言った。

「スピリッティアとの付き合いは今回限りにしてほしい。引き継ぎが終わったら原則一切連絡は取らないこと。会社としてはもちろん、個人的にもだ」

「……はい？」

　いきなり何を言い出したんだ？　自分の発言にどこかおかしなところでもあったのか。数秒反はん芻すうするも思い当たる節はない。工兵は強こわばった笑みを浮かべた。

「えーっと……すみません、ちょっと誤解させるような言い方しちゃったかもしれませんけど」

「誤解はしてないよ」

　藤ふじ崎さきの声は冷ややかだった。

「貝かい塚づか君から来る話は商しよう談だんだろうが問い合わせだろうが全すべて断ってほしいと言ってるんだ。ことの善悪にかかわらず、ノータイムでね」

「なんでですか」

　さすがに声こわ音ねが厳きびしくなった。今回のトラブルを解決するために彼女がどれだけ尽力してくれたと思っているのか。もちろん自身の利益を確かく保ほするためもあるだろうが、にしたって各所に調ちよう整せいし工こう兵へい達の脱出をサポートしてくれた。一週間ずっと顔を突き合わせていたからこそ分かる。彼女の誠意は本物だ。その経けい緯いを、培つちかってきた信頼関係を頭ごなしに否定された。とても冗談では流せなかった。

「説明してください、どうして貝塚さんと連絡を取ったらだめなんですか。スピリッティアと仕事しちゃいけない理由が何かあるんですか？」

「ＮＢＬリテイル本部には高たか宮みや本部長と安やす武たけ部長、二つの派は閥ばつが存在する」

　静かに藤崎がつぶやく。工兵は目をしばたたいた。

「何を……」

「今回桜さくら坂ざか君達が関かかわった大おお濠ほり、彼は高宮本部長派だ。下で動くととんでもない奴やつだっただろうがああ見えて彼、内部の覚えはよくてね。今回のプロジェクトを無事終了させればマネージメント等級への昇格が約束されていた。実際来期の人事はほぼ内定していたらしいよ。まぁいきなり課か長ちようというのもなんだから一度課長代理などのステップを踏んだかもしれないけど」

「………」

　混乱が脳裏を満たす。なんだ、いきなりなんの話だ。沈ちん黙もくする工こう兵へいに藤ふじ崎さきは淡々と語り続ける。

「さて、リテイル本部内の力関係は現在拮きつ抗こうしててね。新規マネージャがどちらの派は閥ばつから出るかで大分状況が変わってくるんだ。対立派の安やす武たけ部長にとってみたらおとなしく大おお濠ほりを上らせる理由はないだろう。であればどうするか。対策は二つ。カウル案件を自分の手て駒ごまにやりとげさせるか。さもなければ大濠に失敗させるかだ」

「失敗って……」

「安武部長は石橋を叩たたいて渡る性分だ。悪く言えば陰湿でね。二つの手を同時に打った。まず手駒の投入については前部署の部下をそのままスライドさせた。正社員担当の追加は難むずかしいから業務委託としてね。彼女が兼務しているグループ会社ごとプロジェクトに投入した」

　………！

　工兵は喘あえぐような声を漏らした。

「まさか……それが」

「貝かい塚づか悠ゆう里り、彼女だよ」

　藤ふじ崎さきの唇が歪ゆがむ。

「可能な限りプロジェクトの実務を巻き取り大おお濠ほりの仕事をなくす。実体として動いているのがスピリッティアなら高たか宮みや本部長も大濠の手柄をアピールしづらくなる。実際うまくやってるんじゃないかな？　サーバインフラの大半はもう彼女が掌しよう握あくしてるみたいだし」

「………」

「さて問題はもう一つ、大濠の失点をどう作るかだ。実際に彼が設定作業とかしていればミスさせるのも簡かん単たんだろうけどね。残念ながら彼はＰＭ業務が主で実じつ機きのオペレーションは望めない。であればどうするか、……そう、配下に無能な業者をつければいい」

「無能な業者って……」

「分かるだろう？　弱小の名前も聞いたことないような零細企業、この規模の案件に新人クラスだけを投入するような出鱈目でたらめ会社」

　っ！

　息が止まりそうだった。徐々に浮かび上がる真実が心を搔かき乱していく。指先が冷たい。机や床からじんわりと冷気が立ち上っているようだった。

　工こう兵へいはかすれた声で訊たずねた。

「じゃあ……じゃあひょっとして金かな山やまさんって」

「うん、貝かい塚づか君と同じ安やす武たけ部長派だよ。彼のミッションは『動きのいい』『リスク意い識しきの希き薄はくな』業者を見つけてくること。金きん額がくを値切りまくり、無理な条件を押しつけて、それで失敗すれば大おお濠ほりの管理責任を問える、無能さを告発できる。もちろんそうなっても自分が見つけてきた業者だとは絶対に言わない。調ちよう達たつ部署で普通に採用かけた結果だと言い張るだろうね」




『金かな山やまさんも人が悪い、あらかじめ言ってくれればいいのに』──




　貝かい塚づかの言葉が脳裏を過よぎる。なるほど、だから知らなかったのか。敵を欺あざむくため味方にも情報を伏せて。

　愕がく然ぜんとする工兵の前で藤ふじ崎さきは杯をあおった。

「金山……いや安やす武たけ部長派の誤算は桜さくら坂ざか君達が頑張りすぎたことだった。どれだけ大濠が無茶むちやを押しつけてもギリギリのところでこなしていってしまう。本来のシナリオならね、君達がダウンした段階でスピリッティアが手を上げるはずだったんだ。『やはり大濠さんでは無理ですね。では我々が引き取りましょう』と言って」

「………」

「実際巻き取りのためのスキームも組んでいたらしいよ？　大手のＮＩベンダー、何社かに声をかけてね。運用成果物を一いつ緒しよに作ってほしいって。そのための予算がいくら積つまれていたかまでは分からないけど、まぁうちが提案した額がくよりは高かったんじゃないかな。三百か……いや四百かも」

　……ぅ、……ぁ。

　つぶやいた言葉は声にならなかった。

　バケツを頭にかぶせられ左右から何十回となく殴られた気分。身体からだの奥底から怖おぞ気けにも似た感覚が湧わき起こってきた。ぶるりと身を震ふるわせる。工こう兵へいは肩をすぼめ必死で言葉を絞り出した。

「な、なんなんですかＮＢＬって。同僚の足を引っ張って、協力会社を踏み台にして、一体何がしたいんですか。普通にプロジェクトをこなし利益を上げていくじゃだめなんですか？　わけが分からないです。おかしいですよ、そんな組そ織しき」

「だから関わるなって言ってるんだよ」

　藤ふじ崎さきの双そう眸ぼうがすぼまった。眼鏡めがねの奥で鈍にぶい光が瞬またたく。

「あそこは魔ま窟くつだ。顧こ客きやくよりも技術よりも何より政治が最重要視される。使えるものは全すべて使い、仁義も道義もかなぐり捨て、がむしゃらに上を目指す者だけが生き残れる、権力亡者パワーモンガーの巣窟。真っ当なエンジニアがどれだけ頑張っても蹴け落おとされるだけ、……実際そういう人達を何人も見てきたんじゃないのかな？　桜さくら坂ざか君は、あそこで」

　脳裏にプロジェクトルームの光景が蘇よみがえる。

　廊下まで響ひびき渡る奇声、日々入れ替わっていくエンジニア、死んだような目のオペレータ達──

　工こう兵へいはぎりっと歯ぎしりした。

　胸がむかむかする。まだ何杯も飲んでいないのに早くも悪酔いした気分だった。

　会話が途と絶だえる。

　店内の喧けん噪そうがひどく遠くに感じられた。酔客の盛り上がりもどこか空々しく思える。工兵は肩を縮ちぢこまらせたままうつむいた。

　どのくらいそうしていただろう。傍かたわらで藤ふじ崎さきがジョッキを持ち上げた。無精ひげに覆おおわれた口元が綻ほころぶ。

「飲もう、温くなるよ」

「……はい」

　弱々しく答えてジョッキを取り上げる。嘆息を一回、中身に口をつけた。

　……うう、美お味いしくない。

　わずか五、六分で中身が別物に変質してしまったようだった。アルコールの臭みと苦みだけが口腔こうに広がる。それでも半ば強引に工兵はビールの残りを飲み干した。

「……少し、昔話いいかな」

　藤崎がつぶやいた。工兵はわずかに視し線せんをもたげた。

「前にさ、桜さくら坂ざか君訊きいたよね。僕がＮＢＬで何かあったのかって、どうしてあそこを辞めたのかって」

「……はい」

「まぁああいう会社だからね、色々あったよ。嫌いやなことも辛つらいこともたくさん、たくさん経けい験けんした。もう行きたくないと思うことも何度かあったよ。……ただどれか一つ決定的な原因を挙げろと言われても正直出てこなくてね。色々なことの積つみ重ねというか、そういう意味では『特段何もない』ってのはあながち噓うそじゃない」

「………」

「でもね、今でも忘れられないことが一つある。貝かい塚づか君のことだ」

「貝塚さんの？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。藤ふじ崎さきの細い顎あごが引かれる。

「彼女は僕の教え子だって言っただろう？　久しぶりに配属された新人でね、当時の僕もそれなりに張り切ってトレーニングしていた。技術の初歩から教え込んで……エンジニアリングの醍だい醐ご味みを分かってもらえればと思っていた」

「室むろ見みさんみたいですね」

　藤崎は微笑した。

「あそこまでスパルタじゃなかったけどね。まぁ近かったかな。いきなり機き械かいをいじらせたりソースコードを読ませたりで」

　藤崎の目が懐なつかしそうに細められた。

「今から考えると彼女もよくついてきたもんだよ。自分で資料やマニュアルを調しらべたりして、いつも期限までに課か題だいを仕上げてきたからね。まぁ所しよ詮せん新人のワークだし抜け漏れは山のようにあったけど、それでも不ふ思し議ぎに勘所は押えてきたかなぁ」

　う……なんか既に負けてそう。同じ新人でもえらい違いだ。

　縮ちぢこまる工こう兵へいに藤ふじ崎さきは言葉を続けた。

「特にメール系のテクノロジーが好きでね。sendmail.cfって死ぬほどややこしい設定ファイルがあるんだけどそれを直接読み込んで編へん集しゆうしてたから、まぁ素養はあったんだと思うよ。あのままいけば結構面おも白しろいエンジニアになってたんじゃないかな、──多た分ぶん」

「多分……？」

　含みのある口く調ちように眉まゆをひそめる。藤崎は両りよう眼がんを細めた。

「入社して二年くらいたった頃ころかな。ある大規模プロジェクトが事業部で立ち上がってね、そこら中のチームから人が搔かき集められた。うちの部署も同様、誰だれでもいいからとにかく一人ひとり出せって命令されて……僕は貝かい塚づか君を選んでしまった」

「………」

「当時うちのチームは稼か働どう率りつ百二十パーセントの満員御おん礼れい状態でね、誰を抜かしてもトラブル発生は必至だった。だから比較的担当の少ない若手を……と思ったんだけど、結果的にはこれが大失敗でね。貝塚君の投入された案件ってのは今回のカウルプロジェクトと同じ、長期にわたる客先常じよう駐ちゆう案件だったんだ」

　常駐……案件。

「しかも超に超がつく赤字プロジェクト」

　ひどいだろう？　と藤ふじ崎さきは肩をすくめてみせた。

「実際現場は無茶苦茶むちやくちやだったらしい。何人も退たい職しよく者しやが出て精神的におかしくなった人もいたそうだよ。人づてに聞いた話だけど現場で暴ぼう力りよく沙ざ汰たが起きたなんて噂うわさもあってね。……とにかく僕はなんとかして彼女を本社に戻そうとした。常駐案件なんて新人の関かかわる業務じゃない。代だい替たい要員を入れるなりなんなりして彼女を引き上げようとした。八方手を尽くし、他部署と交渉しまくって、最終手段として外注業者との切り替えスイツチまで調ちよう整せいして……でもだめだった。結局彼女が戻ってきたのはプロジェクト消滅後、二年がたったあとのことだ」

　二年──

「久しぶりに会った僕に彼女は恨うらみ言ごと一つ言わなかったよ。『色々大変だったけどよい経けい験けんができました』と静かに告げてきただけだ。でもね……そのあとあの子が言った言葉を僕は忘れられない。彼女は淡々と、表情一つ崩さず、僕に訊きいたんだ」




　どうすれば人を売る立場になれるんでしょうね──って。




「………！」

　絶句した。

　新卒数年目の社員だ。自分と大して年も変わらなかっただろう。そんなルーキーが一体何を思い「他人を売るポジションにつきたい」なんて言えたのか。外げ道どうじみた目的を理詰めで考察しようとできたのか。

　彼女の精神に訪れた変へん調ちよう、その要因を考えて工こう兵へいはぞっとした。一体貝かい塚づかは何を見たのだろう。二年の常じよう駐ちゆう期間、同僚が次々と倒れていく地獄の中で。

　しばらく沈ちん黙もくした後、藤ふじ崎さきはビールの残りを飲み干した。空いたジョッキを目の前にかざす。

「何が成功で何が失敗かなんて誰だれにも分からない。ひょっとしたら今の立ち位置が彼女には合っているのかもしれない。でもね、たまに僕は思うんだ。もしあの時件くだんのプロジェクトに投入されなかったら、あの子はどんなエンジニアになっていたんだろうとね」

「藤崎さん……」

「愚ぐ痴ちだよ愚痴、ただのロートルの繰くり言ごとさ」

　藤崎は肩をすくめた。片手を上げビールの追加を頼む。工兵はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「僕は」

　強い口調で告げる。

「僕は貝塚さんみたいになりませんよ。どれだけきつい仕事に投入されても代わりの人を売り飛ばそうとは思いません。僕の目指すところは室むろ見みさんや藤ふじ崎さきさん……そういう一流の現場エンジニアですから」

　藤崎の目が瞬またたく。彼はしばらく呆ぼう然ぜんとした様よう子すで工こう兵へいを見つめていたが、ややあって破顔した。

「はっはっは、桜さくら坂ざか君はうまいなぁ。そんな風におだてられると僕も期待に応こたえたくなっちゃうよ。とりあえず一件、コーポレートサイト構築案件一いつ緒しよにやってみる？　丁度明日あした客先に行くんだけど」

「!?　あ、明日はまだＮＢＬですよ。ていうか今週来週は引き継ぎ期間だってさっき報告したじゃないですか！」

「大丈夫大丈夫、打ち合わせ時間は定時後にしておくから。じゃあ早速お客さんに調ちよう整せいしないとね。新規メール作成、明日のミーティングは七時開始でいかがでしょうか……と」

「ちょっ！　本当にメール打ってるし、だめです、だめですってば！」

　悲鳴がカウンターに響ひびき渡る。

　馴な染じみの店主がすれ違いざま「今日きようも楽しそうで」と笑いかけてきた。
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　翌々日。

　工こう兵へいは室むろ見みと二人ふたり、大おお崎さき駅えきへの道を歩んでいる。

　時刻は午後六時、既に日も落ち切り道路沿いの店てん舗ぽは明るい光に包まれていた。買い物客と帰宅途中のサラリーマンがデッキを行き交っている。普段ふだんなら今いま頃ごろプロジェクトルームで打ち合わせをしている時間だ。見み慣なれぬ駅前の喧けん噪そうを前に工兵は異邦人にでもなった気分だった。

　定時退社ねぇ……。

　心中で独りごちる。

　スピリッティアの引き継ぎスピードがあまりに早いため、ついに直ちよつ近きんの業務がなくなってしまったのだ。いくつか計画作業は残っているものの遠からずフルタイムの現地体制も解除できるだろう。工兵か室見、どちらかが必要に応じ待たい機きする状態に変わるはずだ。

　なんともはや、狐きつねにつままれた気分だった。先週までとのギャップがひどすぎるせいか。どこかまだ現実感が希き薄はくなままでいる。

　室見も同じ気分なのだろう。彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらで下唇を突き出していた。

「てか一体何がどうしてどうなってるのよ。まだ意味が分からないんだけど」

　むくれた口く調ちようでつぶやく。

「なんでいきなりスピリッティアが私達の業務を買いたいとか言い出したわけ？　実はリモートサポート窓口持ってましたとか、ＮＢＬ子会社なんで業務を巻き取りやすいとか、何を今更って話よ。だったら最初から自分達でやれっていうの。わざわざ外部業者にまで声かけまくって……意味不明すぎ、頭がおかしくなってきそうだわ」

「いいじゃないですか、この現場から円満退場できそうなんですし」

　引きつり笑いでなだめると室むろ見みはきつい視し線せんを返してきた。

「理由不明の好意を素直に受け取れるほどお気楽な人生送ってきてないのよ。こんな炎上案件引き継いで連中になんのメリットがあるわけ？　どうしてお金を払ってまで私達の撤てつ退たいを楽にしようとするの？　ああいやだいやだ、薄うす気き味み悪わるいったらありゃしない。これはあれね、私達を別の、もっとひどい現場に売り飛ばすための罠わなよ」

「そこまで疑心暗鬼にならなくても……」

「あんたは甘すぎる！」

　びしりと指さされた。細い眉まゆが急角度で吊つり上がっている。

「この業界は弱肉強食、少しでも気を抜いたら身ぐるみ剝はがされるわよ。たとえばの話、あの貝かい塚づかって女がＮＢＬ上層部と裏で繫つながってたらどうするのよ？　二社で共きよう謀ぼうしてうちを嵌はめようとしてたら」

　!?

　心しん臓ぞうが飛び出しそうになる。工こう兵へいは両目を剝むいた。

「ちょ、え、室見さん」

　なんでそれを……と訊たずねかけた瞬しゆん間かん、室むろ見みは瞬まばたきした。

「何きょどってんの。たとえばの話よ、それくらい何事も疑ってかかれと言ってるの」

　なんだ、たとえ話か。

　どっと力が抜ける。……なんだよもう、紛らわしい。

　だが彼女の言うことは事実だ。この業界は弱肉強食、自分など想像もつかないような力が渦巻きせめぎ合っている。油断すれば即座に食い殺されてしまうだろう。結けつ論ろん、うまい話と大企業には近づくな。自分達はエンジニアだ、パワーゲームのプレイヤーじゃない。

　工こう兵へいは嘆息を一回、顔を上げた。

「でもまぁ今回は大丈夫ですよ。少なくともカウル案件についてスピリッティアは信頼できます。安心して仕事を任せてしまえばいいと思いますよ」

「？　なんでそんなこと言い切れるのよ」

　………。

　あ、やば。

　室見の眼まな差ざしがきつくなる。彼女は猜さい疑ぎに満ちた視し線せんを投げかけてきた。

「あんた……まさかまた何かやったんじゃないでしょうね」

「いや、いやいや！　やめてくださいよ。人がいつも悪わる巧だくみしてるみたいな言い方して。僕をなんだと思ってるんですか!?」

「結婚詐さ欺ぎ師し」

「なぜに!?」

「どうせまた先方の担当者──貝かい塚づかさんをたらし込んだんでしょ。『俺おれたちの仕事引き取ってくれたらワイハーにゴー・ハネムーンだぜ？　ラブ・プレイン？』とか言って」

「言ってねぇよ！　誰だれだよそいつ!?」

　怪しすぎるだろ。あとそんなのに騙だまされる相手は真性の馬ば鹿かだ！

　憤ふん慨がいする工こう兵へいに室むろ見みは首を傾けてみせた。

「え、でもカナ言ってたわよ。『桜さくら坂ざかさんて多た分ぶん十回くらい偽装結婚してますよ。毎回相手に保険金かけて、邪じや魔まになったら一人一人ひとり消してって。……室見さんも十分気をつけてくださいね。ああいう人畜無害そうなタイプが一番危ないんですから』って」

「何言ってやがんだ、あの女!?」

　誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにもほどがある！　てか、そこまで言われるような関係じゃないぞ!?　カナ──扶ふ桑そう通つう建けんの薬やく院いん加か奈な子ことは。

　唇を結びふてくされていると胸を小突かれた。室見がやや真顔になっている。

「一個言っておくわよ。私達エンジニアの売り物は技術、それ以外の何物でもないわ。政治結構、駆け引きも結構。でも中身の技術が伴わない以上、どんな交渉も絵に描かいた餅もちでしかない。システムを動かすのはあくまで私達一人一人のスキル。そのことを絶対忘れないように」

「……はい」

　悄しよう然ぜんとうなずく。

　耳が痛い。実際今回は策士策に溺おぼれまくった感じだった。たまたま貝かい塚づかと利害が一致していたからよかったものの一歩間違えばとんでもないことになっていた。自らの無防備さに背筋が寒くなる。……おまえの専門分野はなんだ？　畑違いのことにうつつを抜かしていると大けがするぞ、そう警けい告こくされたようだった。

　工こう兵へいはかぶりを振った。

「大丈夫です、もう僕は自分の本分を見失いません。目指すべきは室むろ見みさんみたいなガチ技術者、小手先の処世術に頼らずきっちりスキルを積つみ重ねていきます」

「………？　何よあんた、妙に素直で気持ち悪いんだけど」

「え？　そんなことないですよ。僕はいつも素直でまっすぐが信条です」

　訝いぶかしげに仰ぎ見られる。室見は鞄かばんを肩にかけ直した。

「ま、いいわ。じゃ行きましょうか。とりあえず食事していく？　今日きようは私がおごるわよ」

「え!?　マジですか」

「ここ数週間、あんたも頑張ってたしね。ちょっとはねぎらってあげないと」

　なんでも好きなもの言いなさい。

　太っ腹な申し出に工兵は目を輝かがやかせる。折せつ角かくの好意だ。遠えん慮りよなく甘えさせてもらうとしよう。食たべログで大おお崎さき周辺の有名店ってどこだったっけ。うなぎ、寿す司し、……いやいやここは牛タンでいくべきか。

　その時、不意に着信音が響ひびいた。

　室むろ見みがハンドバッグから携帯を取り出す。液晶の発信者表示を見て片かた眉まゆがぴくりと持ち上がった。

「？　誰だれからです？」

　室見は小首を傾かしげた。

「寝ね癖ぐせ頭あたま」

　……梢こずえさん？

　はて？　なんだろう。特に今引き継ぎ関係で揉もめてる案件なかったと思うけど。

　室見は黙だまって電話に出た。陰気極まりない声で「私よ」と応対する。

「……うん、……うん、うざい。……てか死ねば？　……は？　馬ば鹿かはそっちでしょ？」

　いきなり喧けん嘩か腰ごしになっていた。

　慌てて止めようとする。だが口を開くより前に室見の声質が変わった。

「え？　何よそれ」

　怪け訝げんな声音。携帯を握る手に力がこもる。

「どういうこと。……分からない？　こっちも知らないわよ。あんた達、何かミスったんじゃない？　……してない？　じゃあなんで。……うん、……うん、……そう」

　………？

　ややあって電話が切れる。室むろ見みは頰ほお肉にくを強こわばらせたまま携帯を眺めていた。

「あ、あの室見さん……どうかしたんですか？」

　明らかにおかしな様よう子す。一体なんの電話だったのか。訝いぶかしむ工こう兵へいに室見が顔を向けた。白い頰が心なし引きつっている。あたかも同盟国から宣戦布告を受けた外交官のように、彼女は固い口く調ちようで告げた。




「リドルトリル──グローブオンラインの運用が解約されたって」







　あとがき




　実のところ本エピソードはシリーズ開始時──一巻目のプロットとして考えていたものだったりします。『新卒一年目の主人公が右も左も分からないまま客先勤務!?　ＩＴ産業の闇やみを暴く！　スリルとサスペンスの実録業界物語！　どうです、つかみは上々でしょう』自信満々にプレゼンする当時の僕を、ですが担当さんはわずかに首を傾かしげただけで追い返しました。

　その時は『なんでだよー』と思っていましたが改めてプロットにすると理由は明白でした。うん、黒すぎるわこれ。『萌もえるＳＥ残酷物語』ってキャッチコピーさえ不釣り合いな、ただの残酷物語です。惨い。

　幸い桜さくら坂ざか君も入社後半年を経、経けい験けん値ちと人脈の双方を手に入れているのでなんとか小説として成立していますが、でなければただの鬱うつ話ばなしになっていたでしょう。問題はその鬱話が業界的に大して珍しくないことで、某大手ＳＩｅｒエスアイアーなど新人研修後の配属先に堂々と顧こ客きやく社名が書かれていたりします。あと「うちのオフィスはフリーアドレス（固定席なし）」なんて言われたら要注意ですね。面めん談だんや勤怠報告などで年数回しか帰社できない危険性がありますから。え？　それって登録制の派遣社員と何が違うのかって？　……ううん、難しい問題ですね。僕の口からは何も言えません。南無南無。

　ことほど左様に暗いイメージのある客先勤務ですが、かくいう僕も何度か体験したことがあります。幸い顧客や同僚に恵まれたおかげでさほど酷い目にはあいませんでしたが、それでも一度だけ困った状況に陥りました。某外食産業のオフィスに常駐した時のことです。どういう手違いか分かりませんが入退室カードが発行されず単独でオフィスに出入りできなくなったのです。昼食や出退勤はおろか、トイレ・休憩にもいちいち社員さんの付き添いが必要。喫煙や小用の間隔も丸分かり、みっともないことこの上ありません。どうも一時的に常駐要員が増えてカードが枯こ渇かつしてしまったらしいのですが（あとから社員さんに聞きました）そんな事情を知る由よしもない一現場エンジニアは真ま面じ目めにノイローゼ寸前でした。

　二週間ほどたちゲストカードを渡された時の感動は今でもよく覚えています。『一人で出たい時に部屋を出て入りたい時に入れるとか、なんて素す晴ばらしいんだろう！　僕は自由だ！』喜びのあまり後こう輩はいにメールすると、しばらくして怯おびえたような文面が返ってきました。

『何？　先輩、刑務所にでも入ってたの？』




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇一二年六月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。久しぶりの長期休暇で中国・北陸を旅行したところ日程の八割が雨という究極の雨男。一乗谷についた瞬間土砂降りってどういうことよ？
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Ｉｘｙイクシー

表紙絵の立華、ツナ缶好き設定あるのに

あまり描いた覚えが無いので描かせて頂きました。
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